




































































Ｑ．もしかして、異世界を救った英雄さんですか？




Ａ．違います、ただのパシリです。




【電子特典付き】
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　無人の荒野を少年が行く。

　年齢は一〇代の半ばほどだろうか。荒れ果てた大地を、さながら幽ゆう鬼きの如ごとき弱々しい足取りで歩いている。身に纏まとった風にはためくオーバーコートを別にすれば、外見について特筆するようなことはない。

　そんな、これといって語るべきことのない少年。

　その背後には、夥おびただしい数の異い形ぎようの屍し体たいが散乱していた。

　異様だった。不毛な大地には鮮血がぶちまけられ、辺りには人じん狼ろうの、魔獣の、悪あつ鬼きの骸むくろが転がっている。生前の姿を留とどめているならば幸運だ。中には、唯ただの肉の塊にしか見えないものもあった。

　屍し山ざん血けつ河が──そんな言葉が相応ふさわしい、凄せい惨さんな光景だった。

　少年は歩みを止め、光を失った目でおもむろに空を仰ぎ……その表情に怒りが滲にじむ。

　何な故ぜ、と思う。この荒野はこんなにも血に染まっているというのに、本来の色を思い出せないくらい朱色に塗りたくられているというのに。

〈ヴィルドラム〉と呼ばれるこの世界の空は──まるで少年を嘲あざ笑わらうかのように、何ど処こまでも青く澄み渡っていた。

　──くそったれ。

　掠かすれた声で呟つぶやいた少年の声は、誰にも届かなかった。





一章　Ｑ．もしかして、運命の出会いですか？







「あざっしたあ。まぁごりょうくだしまっせー」

　頭をど金髪に染めた店員の声と共に、少年はビニール袋を受け取る。

　ちなみに、店員の言葉を訳すと、「ありがとうございました。またご利用くださいませ」となる。お前よく面接に受かったなと、いっそ感心してしまうくらい店員にあるまじき言葉遣いである。

　しかし、少年──織おり原はら識しきの表情に浮かぶのは、爽やかな笑み。

「いつもお疲れ様です。じゃ、また明日もお願いします」

「うぃ」

　識は店員の会釈に頷うなずきを返し、コンビニを出る。

　一見、普通の高校生である。着ているのはブレザーの制服だし、体格は瘦やせてもなければ肥えてもなく至って普通。取り立てて語ることなど何一つない、平凡な少年だ。

　唯ただ一つ、両手にぶら下げた、ぱんぱんに膨れたビニール袋を除けば。

　まあ、そりゃそうなる。

　なんせ、袋にはいくつもの軽食、コンビニスイーツ、各種漫画雑誌、ノートやシャーペンの芯など文房具一式、などなど。尋常じゃない量の商品が詰め込まれているのだから。

　そして、そのほとんどは識のものではない。

　同級生に頼まれ、識は昼休みを利用し、ここまで買い出しに来ていたのだ。

　──食料良し。文房具良し。その他諸もろ々もろ良し。

「おっけ、買い忘れは無いな」

　満足げに頷いた後に識は携帯を取り出し時刻を確認し、げっ、と顔を顰しかめる。

　同級生から告げられたタイムリミットまで、残り一〇分を切っていた。

「まずい……間に合うか、これ」

　焦ったように、急いで学校へと向かう。

　……今更言うことでもないかもしれないが、あえて明言しよう。

　識が行っているのは、正真正銘の、パシリである。

　クラス内で最も地味でイケてない学生に押し付けられ、弱肉強食のスクールカーストにおいて不名誉極まりないポジション。

　傍はた目めから見れば不ふ憫びんと言う他ない。識は同い年である人間から一方的に命令され、貴重な休憩時間を潰つぶしコンビニまでパシっているのだから。

　だが、しかし、それでも。

　識は胸の中で、あらん限りの力でこう叫んでいた。

　ああ、今の俺は──青春をしている！

　識しきはにやけ顔のまま、学校への近道である公園の広場に入る。敷地はそれほど広くなく、全力疾走すれば抜けるのに一分も要らないだろう。数本の常緑樹と、その下にベンチがあるくらいの地味な広場だ。

　だが、識はろくに景色など見ていない。何せ、青春を謳おう歌かしている真っ最中なのだ。

　だから、だろう。

　その異変に、識はすぐに気づくことが出来なかった。

「……ん？」

　不自然な音に足を止める。がさがさとした、いくつもの葉が重なり合う雑音。まるで、誰かが樹木を力ずくで揺らしているような、そんな音だ。

　その音は──識の真上から聞こえた。

　だから、当然のように識は頭上を見上げ、そして──、




　白だった。

　白といえば当然色の名称で、では何が白いのかというと、スカートの中身である。

　識の視線の先にいたのは、女の子だった。




　女の子は高さ五メートルほどの位置で、樹きの上に立っていた。

　この世の終わりとばかりに泣きそうな顔である。どうにか動こうとするが、激しく揺れる枝にビビり、結局静止する。その繰り返し。

　識はその光景をぽかんと見上げ……不意に、視線を下ろした女の子と目が合った。どれだけ驚いたのだろう。女の子はかちんこちんに固まり、

　そのまま、足を滑らせた。

「わっ、あわわっ……！」

　女の子は小さな悲鳴を上げながら、樹の上から落下し──その時には既すでに、識は荷物を手放し、両手を差し出していた。

「きゃっ」

　識の腕に、ぼすん、と女の子が落ちる。ぎゅっと瞼まぶたを閉じていた女の子は、やがておっかなびっくりに目を開けて、

「…………」

　魔法がかけられたように、時間が止まる。

　周りに散らばるのは食料や文房具。その中心で、少女は識にお姫様抱っこをされながら、心を奪われたように呆ぼう然ぜんとしていた。

「大丈夫、みたいだね」












　識しきの優しい声色に、少女の体がびくりと震えた。

「あ、あのあのあの……！　ご、ごめんなさい！」

　動揺しながら少女は識の腕から降りて、服装を正す。その間、識は改めて少女を見つめ、少しばかり驚いていた。

　淀みなく日本語を喋しやべっているが、少女は外国人だったのだ。背中まで届くほどの銀色の髪は陽光にきらめき、瞳は瑠る璃りのように深い紺こん碧ぺきである。瑞みず々みずしい肌は透き通った白色で、その異国的な容姿は、天使の存在を信じたくなるほど可か憐れん。

　……しかし、何な故ぜだろう。少女を見ていると、識は無性に不安に駆られた。

　まるで、この少女と関わるなと、本能が警告しているような──

「あの、すみません。わたしのせいで荷物が散らばっちゃって」

　申し訳なさそうな少女の声色に、我に返る。気づけば、少女は鞄かばんを手にしていた。木登りの邪魔になるため、近くに置いていたのだろう。

　識はにっこりと笑みを浮かべ、

「いいよ、これくらい。それより、君に怪け我ががなくて本当に良かった」

「はうっ」

　識が微笑ほほえんだ瞬間、その場で少女はくらくらとよろめく。

「……どうしたの？　もしかして、どこか痛いのかな？」

「い、いえいえ！　そんなことありません、本当にありがとうございます！　せめて拾います。拾わせて頂きます！」

　顔を真っ赤にし、少女は地面に落ちた荷物を集める。

　彼女に倣ならうように識しきも拾い始めると、

「あの、良かったら名前を教えてくれませんか？　今度、絶対お礼しますから」

「いいって、お礼なんて。当たり前のことをしただけだから。……でも、名前は織おり原はら識っていうんだ。織物の織に原っぱの原、知識の識。君の名前も聞いていいかな？」

　少女の顔が、ぱっと明るくなる。

「はいっ。わたし、フィーナって言います！　フィーはミルフィーユのフィーで、ナはナタデココのナです！」

　なかなか斬ざん新しんな名前の紹介だった。もしかして自分のことを馬鹿にしているのだろうか、と識は思った。だとしたら結構傷つく。

「そっか。素敵な名前だね」

「そ、そうですか？　……えへへ」

　ふにゃ～、と。フィーナの表情が柔らかくなる。

「でも、どうしてあんなところに登ってたの？　帽子が木に引っかかった、とか？」

「……その、ですね。わたし、行きたい場所があるんです」

　突然、フィーナはもじもじと落ち着かなくなり、

「でも、日本なんて初めてで道に迷っちゃって。だから、高いとこから見渡せば目的地が見つかるかもって、樹きに登ったんです。そしたら、」

「そしたら？」

「登ることに夢中になって、気づいたら降りられないくらい高い場所に」

　ひょっとしてこの娘こはヘンな娘なのかな。

　無論、そんなこと識はおくびにも出さない。

「そうなんだ。でも、そんなことしなくてももっと簡単な方法があったんじゃないかな。例えば、交番って分かるかな？」

「わたしだってそこまで世間知らずじゃありませんよ～。警察くらい知ってますって」

「じゃあ、交番の人に尋ねた方が良かったと思うよ」

　フィーナはサンドイッチに伸ばした手を、ぴたりと止める。

　やがて、真剣な眼まな差ざしを識に向け、

「その発想はありませんでした、識さん」

　ひょっとしなくてもこの娘はヘンな娘なんだな。

　無論、そんなこと識はおくびにも出さない。

「どれだけ力になれるか分からないけど、フィーナさんの目的地を教えてくれないかな。もしかしたら、心当たりあるかもしれないし」

「ほんとですか？　わたし、学校を探してたんです。荒あら垣がき高校っていう、この街の公立高校なんですけど」

　識しきはフィーナから受け取った荷物を袋に詰め、中身を確認する。

　──食料良し。文房具良し。その他諸もろ々もろ良し。

「そうなんだ。じゃあ、行こっか」

「……えっ？」

「その学校、俺が通ってるとこだよ。ここからなら歩いて一〇分もかからないかな。どうせならフィーナさんと一緒に行こうと思ったんだけど……駄目かな？」

　フィーナは三み度たび固まった。その瑠る璃り色の瞳は、識の涼しい笑顔を見つめたまま。

　桜色の唇がゆっくりと動いた。

「識さん。運命って信じますか？」

「……えっと、どういう意味かよく分からないんだけど」

　識の返答をきっかけに、ぼっと、フィーナの顔が赤くなる。

「ななな、な、なな──なんでもないです忘れてくださいっ！」

　驚くくらいのスピードで、樹きの陰に隠れるフィーナ。

　識は小さく笑いながら携帯で時刻を確認する。タイムリミットまで、残り五分。急げば間に合うだろうが、フィーナと足並みを揃そろえたら確実に数分は遅れてしまう。

　もっとも、だからといって識の意思は揺るがないのだけれど。

　女の子と二人きりになれるなら、少しのペナルティなど安いものだ。

「あの、識さん」

　フィーナは恥ずかしげに樹の陰から顔を出し、ペコりとお辞儀をする。

「……不束ふつつか者ものですが、よろしくお願いします」

　フィーナの言葉に頷うなずきを返し、識はフィーナと共に移動しようとする。

　が、その直前に踏ふみ留とどまり、何やら考えごとを始めた。

「あのさ、別に俺が何かしたって自分の罪が消えるわけじゃないし、フィーナさんが満足するとは思えないんだけど、一応いいかな？」

「どうしたんですか？」

　識は腕を組みながら悩みに悩むと、四方に目を配り誰もいないことを確認した。ようやく覚悟を決め、ベルトの留とめ具を外す。

　そして、思いっきりズボンを下ろした。

　青のトランクスだった。

「………………………………………………」

　フィーナは完全にフリーズしていた。表情には驚きすらなく、ただただ固まるだけ。

　その間、わずか五秒。

　ズボンを上げる。

「じゃ、行こっか」

「いやいやいやいや！　なんでそんな冷静なんですか!?　そもそも何な故ぜ下着をっ!?」

「あんまり掘り下げないでくれるかな。一言添えるなら、フィーナさんは白だったけど俺は青だってことだよ」

　言い捨て、識しきは逃げるように歩き出す。フィーナは顔を真っ赤にあわあわとしていたが、慌てて識の背中を追いかけた。

　やはり、女の子の下着を見ておいて黙っているのは良くない、と識は思うのだ。

　だからこそ、識は苦く渋じゆうの末に、彼女に自分のトランクスを見せるという決断をした。これでフィーナの下着を見てしまったことはチャラに出来た、と識は信じた。というか言い聞かせた。

　幸い、フィーナはその後何事もなかったかのように識と雑談を交わしていた。都合の悪い記憶を消去出来る特技でもあるのだろう。器用な女の子だ。




　識がフィーナと共に行動して分かったことがある。どうやら、初めて日本を訪れた、という彼女の言葉は噓うそではないらしい。

　というのも、道すがらのフィーナのはしゃぎっぷりといったら、さながら雪を初めて目にした子犬のようだったからだ。

「識さん識さん！　これってもしかして……！」

「自動販売機だよ。見るのは初めてなのかな？　ボタンを押せば、飲み物が出てくるんだけど」

「こ、これがあの噂うわさの……！　えいっ」

　だだだだだだだだだだっ！　……と、お金も入れていないのにフィーナは連打する。

　こんな風に、フィーナは日本では大して珍しくもないものに食いつくのだ。その割には流りゆう暢ちような日本語を喋しやべるのが、不思議ではあるのだが。

　期待した結果にならないことが不満なのか、フィーナは首を傾かしげながらも押し続ける。識は苦笑しながら硬貨を投入した。間まを置かず、がこん、という硬い音。

「わっ、ほんとに出てきました！　す、すごいです、まるで魔法みたいです！」

　カフェオレを手に喜ぶフィーナに、識の口元が緩ゆるむ。

　純粋な女の子だ、と心の底から思う。知らないものに興味を示して、感情を隠すということを知らない。この娘こと一緒なら、きっと毎日が楽しくて仕方ないだろう。

　しかし、急にフィーナはしおらしくなり、

「ごめんなさい。なんか、わたしだけ舞い上がっちゃって。あの、迷惑ですか？」

「そんなことないよ。フィーナさんが喜んでくれるだけで、俺は十分だから」

　フィーナは「そうですか？」とはにかむと、肩が触れそうなほど近くを並んで歩く。識しきは胸が高鳴るのを感じながら、気丈に涼しい笑みを浮かべていた。

　こんなに笑顔を見せてくれる女の子と二人きりなんて、人生で初めてだった。出来ることなら、もっと彼女のことを知りたい。それは偽らざる識の本心である。

　しかし、現実とは思いのほか非情なわけで。

　識には、パシリという重大な役目があるのだった。

「ど、どうしたんですか識さん、急にしゃがみこんで。もしかして、お腹なか痛いですか？　そういうときは手のひらに人って書いて、」

「それ腹痛違う。大丈夫、ただ落ち込んでるだけだから……」

　今日一日だけで良い。学校をフケてこのままフィーナの隣にいたい。

　だが、一介のパシリである識にそんな贅ぜい沢たくが許されるはずもない。識は未練たっぷりに立ち上がり、心配そうな顔をするフィーナと共に歩き出した。

　それから数分後、二人は荒あら垣がき高校の校門前で足を止める。

「もう、着いちゃったんですね」

「……そう、だね」

　その言葉を最後に、二人は沈黙した。

　名残惜しそうに、識とフィーナは宙に視線を彷徨さまよわせ、

「「あのっ」」

　偶然にも、二人の声が重なった。

「あっ、どうしたんですか？　識さんからどうぞ」

「……フィーナさんは、俺の学校に来る必要があったんだよね。もしかして、この学校に転校とかするのかなって」

　転校なんて絵え空そら事ごとじゃなくても良い。些さ細さいなものでいいから、フィーナとの繫つながりを残しておきたい。

　しかし、

「ごめんなさい。そういうわけじゃないんです。この学校には別の理由があって来ただけで、転校なんて……」

「……そっか。そうだよね」

「今度はわたしの番、ですね」

　落胆を隠しきれず苦笑いをする識に、しかし、フィーナは笑顔を見せる。

「今日の放課後、わたしにこの街を案内してくれませんか？」

　識の苦笑いが、消えた。

「わたし、知らない国で一人だからすごく心細くて、優しくしてもらって嬉うれしかったんです。それに、お礼だってまだしてません。だから、識しきさんと食事でもしたいなって──」

　その先の言葉を、フィーナは口に出来なかった。

　識がフィーナの両手を力強く握ったからだ。

「もちろん大丈夫！　俺なんかで良ければ、いくらでもフィーナさんに付き合うから！　学校が終わったら、この校門で待ってるよ！」

「……はいっ！　絶対、ぜ～ったいに来ますから！」

　識はフィーナに別れを告げ、校舎へと走り出す。途中後ろを振り返ると、小さくなったフィーナが手を振っていた。

　校舎裏に辿たどり着つくと、識は突然立ち止まり一度だけ大きく深呼吸。

　そして、

「──いよっしゃああああああああああっ！」

　天に向かって快かい哉さいを叫んだ。

　さっきまでの好青年ぶりはどこへやら。何度もカッツポーズをし、その場を跳び回る。

「良し！　良し！　良しっ!!　いいぞ、俺もやれば出来るじゃねえか！」

　普段から脳内シミュレーションをしていた甲か斐いがあった。慣れない言葉遣いに、何度も練習した爽やかな笑み。ズボンを下ろしたという暴挙もあったが、それは一いつ旦たん忘れよう。

　フィーナはいい娘こだ。天てん真しん爛らん漫まんにして天てん衣い無む縫ほう、眩まぶしいくらいに純真な少女。ちょっとアレなところもあるけれど、それさえ可愛かわいいと思える。

　自分にしては上出来だ、と識は思う。冴えない学生生活を送る自分が、あんな素敵な女の子と再会の約束をしたのだから。

「いやっふぅ！」

　喜びに身を委ゆだね、識は部室練へと向かう。

　初めて、女の子とたくさん喋しやべった。

　初めて、女の子と食事の約束をした。

　初めて──女の子と甘酸っぱいことが出来た！

　軽い足取りで、識が部室練の前に到着したときだった。

「ずいぶんご機嫌だね、識」

　部室の前にいた生徒が、親しげに識に声をかけた。

　線が細く、すらっと背が高い男子生徒だった。かなりのイケメンだ。県内の高校を探しても、彼ほど容姿が整った男子生徒を探すのは難しいだろう。

　永なが見み隼しゆん也や──識のクラスメイトだった。

「あ、隼也さん！　ただいま帰りましたあっ！」

　隼也は、テンションが高い識の肩に手を置き、

「どうしたの、にやにやして。何か良いことでもあった？」

「はいっ！　少しの間、青春を満喫しておりました！」

「あはは、そっか。識しきにもやっと春が来たんだね。ところで、今何時かな？」

「一二時五五分です！」

「一〇分遅れか。じゃあ二発だね」

　口にした直後、一切加減する様子もなく、隼しゆん也やは識の腹部に拳を打ち込んだ。

「────」

　膝から崩れる。識のその顔に、先程の浮うわついた表情はない。

　隼也は、侮ぶ蔑べつを込めた眼まな差ざしで識を見下ろし、

「そのへらへらした気持ち悪い顔、止やめてくれるかな。自分の立場分かってる？　ほら、答えてよ」

「……パシリ、です」

「うん、大正解。パシリの分際で遅れるなんて、ちょっと調子に乗りすぎだよね」

　隼也は識を立ち上がらせ、もう一発腹を殴る。今度は数歩よろめいただけで、膝を折ることはなかった。

　隼也は識の服の袖を摑つかみ、今は使われていない空あき部屋のドアを開け放つ。

　こざっぱりとした、一〇畳くらいの室内。その部屋の真ん中で、生徒たちが輪になって談笑していた。男子生徒が三人、女子生徒が二人の計五人。

　隼也は、識を生徒たちの前に立たせる。

「ほら、謝りなよ。みんな君を待ってたんだからね？」

「……ごめん、なさい」

「ごめんなさい、じゃねえよボケ。どんだけ遅れてんだ。土下座しろ土下座」

　苛いら立だたしげに吐き捨てる男子生徒の一人に、隼也は笑いかけ、

「そんなに言うなよ、識も反省してるみたいだし。許してあげなって」

　隼也は識が手にしていたビニール袋を奪い取り、軽食を女子生徒に渡す。隼也が好みそうな、可愛かわいい女子生徒だった。

「ありがと、隼也クン。優しいんだね」

「これくらい当然だよ」

　女子生徒は、とろけるような目を隼也に向ける。が、彼女は識には一いち瞥べつすらしなかった。

　隼也は一人一人に識にパシらせた食事を渡し、ふと気づく。

「識。宗そう侍じの分がないけど、まさか買い忘れたのかな？」

「……違う」

　隼也の問いに答えたのは識ではなく、宗侍本人だった。オールバックに仕立てた髪に、鋭い双そう眸ぼう。体格は高校生にしては大きく、無ぶ頼らい漢かん然とした男だった。

　宗侍は冷めた目で隼也を見つめ、

「俺は頼まなかったんだ。別に、買ってきて欲しいもんなんてなかったしな」

「……ふうん、そっか」

　隼しゆん也やは物言いたげな顔をするが、何も口にせず床に座る。

「……あの、俺の分もくれませんか。パシるついでに、一緒に買ったんですけど」

　識しきの言葉に、男子生徒の中の一人が嘲ちよう笑しようする。彼は袋からタツタサンドを──識の昼食を取り出し、我が物顔で咀そ嚼しやくした。

「お前さ、反省してないわけ？　遅れてきたんだから自分の昼飯を差し出すとかさ、そういう誠実な気持ちねえの？」

「本当、そうだよね」

　隼也が喉のどを鳴らし、ククク、と笑う。

「ねえ識、僕たちは君をパシらせてやってるんだよ？　君、僕たちがいなきゃトイレでご飯食べるんでしょ？　辛つらいよね、ぼっちって」

　その言葉を皮切りに、生徒たちは識の存在をないもののように食事を始めた。一度だけ宗そう侍じが視線を送るが、しかし何も言わなかった。

　識は直立したまま頭こうべを垂らす。さぞ落ち込んでいる……ように見えたが、そうではない。

　識は、自分が笑っていることを勘付かれないために、足元に目を落としたのだ。

　──青春してるなあ、俺。

　ぽつりと、内心で識は呟つぶやいた。
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　フィーナは現世に対する認識を改めた。

　ひょっとしたら、この世界はとても恐ろしいところなのかもしれない。

「まだ『天使エンジエル』は見つからないのか!?」

「先程、『天使』の痕こん跡せきらしき足跡を発見いたしました！　現在、同志二名と共に周囲を捜索中であります！」

「急げ！　昼休みの終了時刻まであと五分もない、それまでに必ず大義を果たすぞ！」

「はっ！」

　正面から聞こえてきた話し声が遠ざかり、フィーナの全身から力が抜けた。

　現在、フィーナがいるのは校舎裏だ。そこには物置があり、隣には学校の備品が入っていたと思われるダンボールがいくつか並んでいた。

　その中の一つに潜んでいるのが、フィーナだ。

　びっくりするくらい雑なスニーキングスキルだった。

「うぅ……なんでこうなっちゃったんだろう」

　ことの発端は三〇分ほど前に遡さかのぼる。

　フィーナはある目的で校舎近くをうろうろしていたのだが、ちっとも進展せず途方に暮れていた。そんな時、一人の生徒がフィーナに声をかけたのだ。

　その生徒はちょっとおかしな人だった。彼は興奮しながらフィーナの容姿をかわいいかわいいと褒ほめ称たたえると「写真を撮らせてくれませんか？」と言い出したのだ。

　フィーナにとって、この世界に自分の姿が残るのはまずい。それでなくてもこの男子生徒はなんか怖い。やんわりと断ろうとしたのだが、段々と人が集まって断りづらい空気になり……つい、逃げてしまった。

　で、今に至る。

　正直、元の世界に帰りたかった。窮きゆう屈くつな箱の中では無理な姿勢を強いられ、腰も首もじんじんと痛い。あの人たちがいない場所まで行ってのんびりしたい。

　しかし、諦めるなんてことは許されない。

　フィーナに課せられた重大な使命──この街の教育機関に通っているという、ある探し人を見つけるまでは。

　それに、理由はもう一つある。フィーナは約束をしたのだ。

　自分の前に現れた、王子さまみたいな少年──。

　にへ、と音がしそうなほど顔がだらしなく緩ゆるんだ。

　目を閉じれば、今でもあの少年の涼しい笑顔が瞼まぶたの裏に蘇よみがえる。あんなに男の子に優しくされたのは初めてだった。ズボンを脱いだような気がするが幻覚でも見たのだろう。あんな素敵な人が露出狂なわけがない。

「……それにひきかえ」

　さっきから追い掛け回してくる男子たちは何なのだ。いくらなんでも失礼ではないか。大体、自分は『天使エンジエル』などではなく、




　予兆はまるでなかった。




　強烈な電流が駆け抜けたように、フィーナの背中が痺しびれた。

「えっ……な、なんで!?」

　フィーナはわずかに熾おこしていた魔力を増大させ、感覚を研ぎ澄ませる。

　半径一〇〇〇メートル、誤差五〇メートル以内に魔力反応を察知。尋常じゃない量の魔力を消費している。術式の解析を開始──これは。

「──異世界転移!?」

　間違いない。世界の境界線を越え、何かがこの世界に来訪しようとしている。

　神域魔術アイテールを起動させ対抗を図る。魔術の打ち消し、不可。推定転移位置の誘引──不可。もはやこの世界への転移を妨げることは出来ない。推定転移完了時間まで、およそ三〇秒。

　聖典〈プロティアス〉に従い、校舎一帯と外界を遮断することを決行。十分な魔力を熾おこした後、魔術を起動。こちらは成功。他にするべきことはないか、そう頭を巡らせている内にも無慈悲に時は過ぎていく。転移完了まで残り一〇秒、五秒──、

　来る。
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「隊長、もう限界ですっ！　戦略的撤退のご決断を！」

「ならんっ！　この機を逃せば、永遠に『天使エンジエル』との接触は敵かなわなくなるぞ。五限目の授業はナナ先生だ。あの人なら多少の遅刻も誤ご魔ま化かせる！」

　やたら気合の入った生徒たちを横目に、識しきは校舎裏を横切る。

　二年Ｃ組の扉を開ける。始業間近のためほとんどの生徒が揃そろい、それぞれ好きなように友達と言葉を交わしている。

　その中の誰一人として、帰ってきた識に声をかけなかった。教室にはクラスメイトと親しげに話す隼しゆん也やと、ぼーっと窓の外を眺める宗そう侍じがいたが、識に気づいた様子はない。

　──辛つらいよね、ぼっちって。

　その言葉は真実なのだろう。入学して一年、識にはこの学校に友達と呼べる相手がいない。道端に転がる石ころのような、興味の対象にもならない存在。

　いてもいなくても、どっちでもいい。

　それがこの学校においての識の評価だった。

「みなさ～ん、もうすぐ授業ですから、着席してくださいね」

　ふんわりとした女性の声に、各おの々おのの生徒が席に戻る。教壇に立つのは、このクラスの担任であると同時に古典を受け持つ高たか槻つき奈な々な、通称ナナ先生。今年が初担任ということもあり年齢は二〇代前半と若く、気合の現れか黒いスーツには皺しわ一つない。

　識は席に着く。このまま、識は当たり前のように授業を受けるのだろう。その後は一人ぼっちで掃除をし、誰とも会話しないまま終礼を迎えるのだ。

　だが、識の表情に浮かぶのは無敵の笑み。

　何な故ぜなら、今日の放課後はフィーナと街で遊ぶのだから。

　何ど処こへ案内すれば喜んでくれるだろう。フィーナならどんな場所でも退屈しないに違いないが、男子たるもの気の利いたところを見せたかった。考えあぐねた識は窓の外へと視線を移し──恐らく、このクラスで誰よりも早く、それに気づいた。

　誰もいない校庭を囲む学校のフェンス。

　さらにその先の世界が、蜃しん気き楼ろうの如ごとく揺らめいていた。

「──は？」

　空も雲も太陽も建物も不明瞭にぼやけ、しかし校舎の周りだけが線を引いたように鮮明だった。自然現象では説明出来ない、ありえない景色。

　しかし、識しきはこの事象を即座に理解した。

　これは、中位クラスの神域魔術アイテール──〈デプリベイション〉。

「あ、あれ？　おかしいなぁ、なんで鳴らないの？」

　ナナ先生が慌てふためく。いつもなら五限目の本鈴が鳴る時間だが、スピーカーは沈黙したままだ。にわかに騒がしくなった生徒たちを、ナナ先生が必死になだめる。

　そして、識は見た。

　校庭の中心に、此こ処こではない何ど処こかに繫つながる空間の歪ひずみ。

　直後、一度だけ校舎全体が激しく震動した。いくつもの教科書やペンケースが床に落ち、女子生徒が短く悲鳴を上げる。揺れが収まった後も生徒たちは身構え──一人、また一人と校庭に視線を移し、呆ぼう然ぜんとした。

　そこにいたのは、巨人だった。

　身丈は三階建て校舎の二倍ほどで、その手は体育館程度なら容易たやすく摑つかみ上あげそうなほど巨大。鼠ねずみ色いろの肌には、隆々とした筋肉が浮かび上がっていた。

　何より異様なのは、顔面だ。

　巨人の眼めと口は糸で縫ほう合ごうされたように、鎖で縫い付けられていた。

　誰も、言葉など口にしなかった。口に出来なかった。

　巨人はゆっくりと左右に首を振り、次いで空を仰ぐ。口元を縛っていた鎖を顎あごの力だけで引き千切り、開口した。

『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』

　それは、咆ほう哮こうだったはずである。

　脳が言語として変換することを拒む、この世のものとは思えない蛮声。振動する窓硝子ガラスに罅ひびが刻まれ、生徒たちは身動き一つしない。もしかしたらこの場にいる全員が、目の前の光景が夢であると願っているのかもしれない。

　そんなはず、あるわけがないのに。

「──きゃああああああああああ！」

　引き金は女子の悲鳴だった。教室は誰の声とも分からない喧騒で満たされ、何人もの生徒が我先にと避難を始める。中には、巨人の胴どう間ま声ごえに耐えられず意識を失い、倒れている生徒もいた。

　狂乱も狂騒も止まらない。……その中で、一人だけ席に着いている人間がいた。

　机の上で頭を抱えている識だ。

　絶望しているかのように見えるが、それにしては奇妙だ。恐怖に身を震わせることなく、ただただ識しきはそこにいる。この状況に不適切であると承知しながら、あえて例えるならば──そう、まるで、

　返却期限を過ぎたレンタルＤＶＤを思い出し打ちひしがれているような、そんな切ない悲ひ愴そう感に溢あふれていた。
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　校庭のほとりに立っていたフィーナは、足を踏み出すゴライアスを為なす術すべもなく眺めていた。

　かの巨人は肩を怒らせながら、校舎へと歩き……その途中、足元にあったサッカーゴールに小指をぶつけ立ち止まった。まるで見えているかのようにそれを見下ろし、

　ゴミを蹴散らすように、サッカーゴールを足で薙なぎ払はらった。

「きゃっ！」

　かなり離れた距離にいるはずなのに、巻き起こった風に目を覆おおう。フィーナは背そむけていた顔を戻し、その惨状に青ざめた。

　原形を留とどめていなかった。ゴールポストは万まん力りきで締め付けられたが如ごとく押し潰つぶされ、校庭の隅に転がっていた。

　改めてゴライアスに目を向ける。

　フィーナが管轄する異世界、〈ラグナロク〉に生息する巨人族。視覚を犠牲にした代わりに聴覚と嗅覚は異常に発達し、わずかな音や匂いで周囲の空間を完全に把握する、夜間の行動を主とする巨人。

　では、ゴライアスの前で無謀にも騒ぎ立てる集団がいたら、どうなるか？

　──ど、どうしようどうしようどうしよう！

　フィーナは滅め茶ちや苦く茶ちやパニクりながら、しかし、ぎゅっと拳を握りしめ、

「わたしが、なんとかしなきゃ……！」

　元を正せば、この世界へゴライアスの侵入を許した原因はフィーナにある。もしフィーナが通常通り魔力を熾おこしていれば、もっと早く異世界転移に気づけたはずだ。だが、この世界は魔術と無縁であると油断した。その結果がこれだ。

　それに、フィーナには生徒たちを守る義務がある。その理由は、今のフィーナの服装が物語っている。

　先程フィーナが着替えたのは、念のためバッグに用意していた魔術を補助する衣服だ。彼女は肌を露あらわにした純白の羽は衣ごろものような衣装に身を包んでいた。

　そう、フィーナはあの男子生徒たちが言うような『天使エンジエル』ではない。人為ならざる力を持ち、ときに神と崇あがめられ世界を統治する者……神しん霊れい、と呼ばれる存在。

　即すなわち、フィーナは──女神、なのだ。

　よしっ、とフィーナは腹を括くくった。校庭に足を踏み入れ、決意と共に息を吸い、注意を引き付けるために声を張り上げようとし……突然、ゴライアスがこちらを見下ろした。

　舌なめずりをし、拳を固めた腕を掲げる。

「はい？」

　呆あつ気けに取られたのは一瞬、着地点すら定めずがむしゃらに跳ぶ。地面に倒れたフィーナの全身に、重い衝撃が走った。見ると、拳が振り下ろされた先には、大量の炸さく薬やくが破裂したような大きな穴が穿うがたれている。

　洒落しやれにならなかった。

「うわ、うわわわわっ！」

　フィーナは脱だつ兎との如ごとく走り出す。

　確かに、フィーナの覚悟は尊い。人類を守るのは神しん霊れいの責務である。だが、フィーナは根本的に勘違いしていた。

　理由こそ分からないが、ゴライアスの標的は生徒たちでなくフィーナらしい。

　つまり、他人の心配などしている場合ではないのである。

「……ふ、ふふふ」

　突然、フィーナがにやりと笑う。ついに恐怖でどうかしちゃったように見えるが、実は違う。フィーナには勝算があったのだ。

　何な故ぜなら──巨人という種族は往々にして、動きが鈍いからだ。

　ゴライアスの大きさがフィーナの一〇倍だと仮定しよう。となると、ゴライアスが一歩踏み出す間に、フィーナは一〇歩も多く走ることが出来る。つまり、恐ろしいことに、フィーナはゴライアスの一〇倍速いのだ。

　結論、ゴライアスは永遠にフィーナに追いつけない。

「ははは、どうですかっ！　わたしを智ち将しようと称たたえるがいいですよ！」

　フィーナは勝ち誇った顔で振り返る。

　目の前に、ゴライアスの巨大な足が迫っていた。

「思いっきり追いつかれてるっ!?」

　あわや蹴り飛ばされそうになったところで、フィーナは再度跳び激突を免まぬがれた。

　残念ながら、フィーナはあまり賢い女の子ではなかった。

　確かに、フィーナからすれば巨人の動きは鈍く見える。しかし、歩幅もフィーナの一〇倍であるため、結果的に速度に違いはないのだ。

　フィーナはほとんど泣きそうな顔で立ち上がる。逃げ回ることが難しいとなれば、残る道は交戦しかない。

　しかし、それが出来るならとっくにやっているのである。

　戦闘能力の差など、フィーナが一番理解していた。全ての魔術の知識を駆使し、全ての魔力を熾おこしたとしても、倒すことなど万に一つもありえない。

　もう打つ手はない……そんなときだった。

　フィーナは、ゴライアスが魔力の壁にぶつかり、体勢を立て直していることに気づいた。

〈デプリベイション〉とは、指定した空間を別次元へとコピーする神域魔術アイテールの一つである。範囲内にある空間をそっくり造り、元の場所にいた生命体のみが移動される。故ゆえに、実際の荒あら垣がき高校はゴライアスが現れる直前のまま時は止まり、人一人いない。

　そして、指定範囲の境界には魔力の壁があり、何者も突破することは出来ない。

　フィーナは「えーと、えーと」と口にしながら必死で思考する。ゴライアスは、速度を落とすことが出来ず壁にぶつかった。それは、何を意味するのか。

「もしかして、ゴライアスにはこの空間が狭すぎるってこと、なのかな──」

　だから、フィーナが避よけたと知っても方向転換出来なかった。勢いを殺す前に、壁に衝突してしまったから。

　つまり──ゴライアスは、直線的な動きしか出来ない。

「だったら……」

　フィーナは、こちらへ突撃しようと身構えるゴライアスに相あい対たいする。

「軌道さえ予測すれば、絶対に衝突することはありませんっ！」

　頭が良さそうなセリフを言えた自分が、ちょっぴり誇らしかった。

　ゴライアスが駆け出したその瞬間、フィーナは全力で真横へ疾しつ駆くする。フィーナが回避したことに気づくが、遅い。ゴライアスは校庭を越え職員用の駐車場に足を踏み入れ、壁に阻はばまれた。

　フィーナは校庭の果てへと移動し、息を整える。これで確実にゴライアスから逃れられることが証明された。

　しかし、問題が全て解決したわけではない。ゴライアスを戦闘不能にしない限り、この命懸けの鬼ごっこは終わらないのだから。

　なんとか、神域魔術でゴライアスに対抗する術すべはないか。そう考えながら、しかし巨人から決して目を離さず──ゴライアスが、足元にある数十台ほどの自動車を掬すくい上あげる。

　突っ込んでくると警戒していたフィーナは、ぽかんとする。

　ゴライアスは手中の車両を潰つぶさぬよう摑つかみ、背中を見せつけるように半身を捻ひねる──そこで、やっとフィーナはその意図に気づいた。

　フィーナが地面を蹴るのと、ゴライアスが自動車を投とう擲てきするのは同時だった。

　いくつもの車両が散弾の如ごとく飛来し、地面へと着弾する。金属が砕ける甲高い音が幾いく重えにも重なり、一台の車両の爆発をきっかけに次々と誘爆する。

　辺り一面、火の海と化した。

　そこから数メートルほど離れたところで蹲うずくまっているのが、フィーナだ。

「────」

　背中の疼うずくような痛みに、フィーナは苦しげに呻うめく。直撃こそしなかったものの、車の破片が痛烈にぶつかったのだ。

　よろめきながらフィーナは立ち上がるが、歩くことなど無理だった。突っ立つだけのフィーナへ、ゴライアスは歩み寄る。

　その口元に浮かぶのは、猛獣のような凶暴な笑みだ。

　死ぬのかな、という思考が頭を掠かすめた。

　まだ、何も成し遂げていないのに。この世界に転移した目的をはたしていないのに。

　自分は──世界を救った英雄に、会いに来たはずなのに。

　フィーナの目に涙が浮かんだ、そのときだった。

　まるで何かを警戒したように、不意にゴライアスがフィーナから顔を背そむけた。気を失いかけたフィーナは、つられるように視線を移し、

　一瞬で意識が覚醒した。

　陽炎かげろうに揺れる景色の中に、一人の少年がいたからだ。

　奇妙なことに、少年はこちらへと向かっていた。その足取りに力強さはなく、まるで夢の中を彷徨さまよっているかのように頼りない。












　そして、何よりも異様なのは、




「あーくそめんどくせえなんで巨人がこんなとこいんだよ勘弁してくれ俺はもう普通の高校生なんだよ魔術とか魔物とかそんなん御ご免めんなんだ──」




　少年は、呪じゆ詛そのようにぶつぶつと文句を口にしていた。

　きょとん、とフィーナは目を丸くする。が、徐々に少年の顔がはっきりし、フィーナの表情は驚きに染まった。

　その少年は、織おり原はら識しきだったのだ。

「識さん、どうしてここにいるんですか!?　危ないですから逃げてくださいっ！」

「何なんだよほんといいかげんにしてくれよ俺はただ平穏に暮らしたいだけなんだそれともなにか俺に青春なんて似合わないってか──」

「き、聞いてますかっ!?　今からでも遅くないですから、早く校舎の方に……！」

「何食ったらそんなでかい図ずう体たいになんだよそもそもお前何種だこのやろー巨人なら巨人らしく別マガの世界に帰れよ大体な──」

「怖い！　ほんとにどうしちゃったんですか識さん!?」

　広場での涼やかさなど欠片かけらもなかった。

　識はブレザーを脱ぎ捨て、次いでネクタイを外す。上半身はワイシャツ姿のまま、しかし歩みを止める様子は一切ない。

　ゴライアスが首を傾かしげながら、足を持ち上げ、

「つーか、なんで俺こんなとこいるんだっけ……あー、お前か。お前のせいか！　はいはいなるほどなあっ！　じゃあ悪いのは全部こいつで、」

　ずん、と大地が激しく揺れる。

　無残にも、識はゴライアスに踏ふみ潰つぶされた。

　──えーと。もしかして、識さんって自殺志願者なのかな？

「じゃなくって！　識さん、どうして……！」

　取り乱したフィーナは識の許もとに駆けつけようとしたが、はたと止まる。

　巨人の足は地面からわずかに浮いていた。その下にいるのは、ゴライアスに刃物のような眼光を向ける識──有り得ない光景だった。

　識は、たった腕一本で、ゴライアスの攻撃を受け止めていた。

　……否いな、そうではない。

　識は、ゴライアスを押し返している！

「どうした、バケモノ。力比べはお前ら巨人族の十八番おはこだろ」

　識は空あいた片手の指を一つずつ折り曲げる。小指、薬指、中指……そうして、静かに拳を固め、

　びくり、とゴライアスの体が震え、識しきから距離を取った。

　その光景に、まさか、とフィーナは愕がく然ぜんとする。

　ゴライアスが──怯おびえた？　たかが人間一人に？

「はっ、情けねえな。その馬鹿みてえな筋肉は飾りか？」

　つまらなそうに吐き捨てる識の姿に、フィーナは確信した。

　識は魔術を使っているのだ。恐らく、肉体を強化する補助魔術エンチヤント。それも、膨大な魔力を熾おこした最上位の術式。

「来ねえならこっちから行ってやるよ」

　溜ため息いきを零こぼし、識はゆっくりと足を踏み出す。一歩、また一歩と近づく識にゴライアスが逡しゆん巡じゆんするが、ついには逆上したように襲いかかる。

　ゴライアスは識の頭上で両手を組み、鉄てつ槌ついさながらに振り下ろす──フィーナに理解出来たのは、そこまでだった。

　次の瞬間、ゴライアスはとてつもない力で地面に叩たたきつけられていた。一度だけその体が宙に跳ね、地面には蜘く蛛もの巣状に亀裂が走る。

「えっ……!?」

　識が左腕を真横に伸ばしていることでやっと、裏拳を放ったのだと推測する。

　山脈さえ背負うという伝説を持つ巨人族が吹っ飛ぶほどの、不可視の一撃だった。

　識は横たわるゴライアスへと近づき、その肩を気安げに叩く。ゴライアスの背後にあるのは、轟ごう々ごうと炎上する車両の群れ。

「よく考えてみりゃ、お前も運が悪いよな。巨人が神域魔術アイテールなんて使えるわけがねえし、お前をここに転移させた黒バ幕カがどっかにいるんだろ。……でもな、」

　識は浅く腰を落とし、構えを取る。

「ここは、俺の世界だ──お前らにでかい顔はさせねえよ」

　瞬間、爆発が生まれた。

　鈍い轟ごう音おんは耳をつんざき、暴力的な突風に立っていることさえままならない。フィーナはその場にしりもちをつき、耳鳴りが消えるまで固く目を閉じていた。

　目を開けると──そこには識しかいなかった。倒れていたはずのゴライアスも、燃え盛る火の手もない。

　いや、一つだけフィーナが初めて目にするものがある。

　識から一直線に、地面が抉えぐれていた。その果てには絶命したゴライアスの巨体。

　識は、ゴライアスに魔術を用いて殴り抜いたのだ。ゴライアスが吹き飛んだ衝撃で激しく燃える炎が消えてしまうほど、強力な破壊力を持つ魔術を。

「──ああ」

　安あん堵どで声が震えた。ようやく、巡り会えたのだ。

　識しきこそが、フィーナがこの世界で探し求めていた──英雄、なのだ。





　　◇






「……やっちまった」

　苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で、識は呟つぶやいた。

　頭に血が上り、深く考えずゴライアスをぶっ飛ばしてしまった。普通の高校生でないことは全校生徒に知れ渡ってしまっただろう。

「転校するしかねえかな、こりゃ」

　幸い、まだ識の正体はバレていない。このまま逃げてしまえば、もしかしたら今まで通り学生として生きていけるかもしれない。

　そこへ、

「識さまっ！」

　身を起こしたフィーナが識へ歩み寄り……識は猛烈に嫌な予感がした。

　フィーナが、やたら神こう々ごうしい羽は衣ごろもを身に纏まとっていたからだ。

「まるで夢のようです！　ゴライアスを倒したのが、偶然出会った識さまだったなんて！　わたし、一日で二度も運命を感じるなんて初めてです！」

「……ゴライ、アス？」

　フィーナは舞い上がった気持ちを抑えぬまま、識の手を取りぶんぶんと振る。対して、識の顔に浮かぶのは引きつった笑みだ。

　フィーナは、あの巨人の名前を知っている。

　もはや疑いようもない──フィーナは、普通の少女ではないのだ。

「あ、すいません。聞くまでもないと思うんですけど、念ねんの為ために確認させてもらいますね？」

　えへん、とフィーナは咳せき払ばらいを一つ。

　そして、目を輝かせながら言った。




「もしかして、異世界を救った英雄さんですか？」




　──終わった。

　フィーナは、今まで識が隠してきた秘密を、あっさりと口にした。

「違います、ただのパシリです」

「またまた、冗談が下へ手たなんですから～。そんなわけないじゃないですかあ」

「本当に違います。異世界とは無縁の何ど処こにでもいる平凡な高校生です。すみません、許してください。そんな眩まぶしい目で俺を見ないでください」

「なに言ってるんですか、識しきさまはわたしたちの間じゃ超有名人なんですよ！」

　フィーナはにこにこと笑いながら、

「だって識さまは──わずか一年で異世界〈ヴィルドラム〉の危機を救った伝説の英雄、ヴィシャス・ハインラインなんですから！」

　その忌いまわしい名前を、この世界で聞くことになるなんて。

　──今から、二年前の話だ。

　識は、過去にヴィシャス・ハインラインとして異世界にいたことがある。巨人をぶっとばした魔術も、その際に会得したものだ。

　そして、識は〈ヴィルドラム〉という名の世界を救った。幾多の戦場を駆け、数多あまたの魔物を屠ほふり、人々から畏い怖ふされる魔王と呼ばれる存在を討伐した。

　それが、織おり原はら識が隠し通してきた正体だった。

「えーとですね、フィーナさん。その、もしもですよ？」

　もはや生気が籠こもっていない眼まな差ざしを、フィーナに向ける。

「もし俺がそのヴィシャス・ハインラインさんだとしたら、フィーナさんはどうするおつもりなんです？　いや、もちろん違うんですけどね？」

「はいっ！　……あ、その前にもう一度自己紹介させてください」

　フィーナは識の手をぱっと離し、優雅に胸元に手を添える。

「わたしは、神しん霊れいの血統が一つ〈アークトゥリー〉の眷けん属ぞく、フィーナ・アークトゥリーです。フィーナ、と呼んでください」

「……〈アークトゥリー〉、だと」

　神霊──異世界にて神話として語り継がれ、人為ならざる力を持つ者、その総称。

　ある神霊は天地を創造した絶対神として崇あがめられ、ある神霊は神羅万象を司つかさどるとされ人々から信仰を集める、人じん智ちを超えた存在。もしフィーナが〈アークトゥリー〉を信仰する世界へ降り立ったなら、信者たちは彼女の御み姿すがたに涙を流すだろう。

「この世界へ転移したのは、識さま、あなたにお願いがあるからです。神霊が人間へ乞い願うのは恥と知っていますが、どうか聞いてください」

　祈るように目を閉じ、フィーナは語り始める。が、識は聞いているのかいないのか。相あい槌づちすら打たず、ぼ～っと彼女を眺めていた。

「現在、わたしが管轄する異世界〈ラグナロク〉の住人は、魔王を宣言した神霊が原因で恐慌に陥おちいってます。その神霊の名は、エルヴィ・ファランクス。彼女は〈ラグナロク〉の魔物を招集し、世界征服を企くわだてているのです」

　厳おごそかに話しながらも、フィーナはちらちらと識を盗み見ている。もしかしたら、『礼儀正しく話せたよ褒ほめて褒めてー』、とか思ってるのかもしれない。

「ですが、〈ラグナロク〉の神しん霊れいたちは現在力を失っており、エルヴィに対抗する術すべを持ちません。恥ずかしながら、わたしでもエルヴィを討つことは不可能です」

　わくわく、といった感じでフィーナは識しきを上目遣いに見る。

「他の異世界の神霊を援軍として〈ラグナロク〉へ転移することは、重大な聖典違反になります。だから、わたしはエルヴィを倒すほどの力を持つ神霊以外の存在を探し、今日出会えました。……識さま、どうかお願いします」

　今にもぶっ倒れそうなほど意識が霞かすむ識へ、フィーナはとどめの一言を言い放つ。

「わたしと一緒に、〈ラグナロク〉へ来てください──世界を救ってください、識さま」

　ぶちん、と。

　識の中で、何かがキレた。

「……あ、あの、笑わないでくださいね？　わたし、識さまがヴィシャスさまだったらいいなって、今日一日ずっと思ってたんです」

　フィーナは頰ほおを染めながら、想おもいを告げる。緊張のためかその瞳は儚はかなげに揺れ、識を直視出来ないらしく視線を落としていた。

　だからこそ、気づけなかったのだろう。

　識が、直上に脚を振り上げていることに。

「だって、識さまはこんなわたしにも優しくしてくれて。こんなに胸がきゅんってなったの、初めてで。……わ、わたし、識さまとなら何ど処こへでもはわわわわわっ！」

　識の踵かかと落としに地面が炸さく裂れつし、フィーナがぺたんと座り込む。よほど恐ろしかったのだろう、掠かすってもいないのにフィーナは呆ぼう然ぜんとしたまま動かない。

　そんなフィーナを、識はチンピラのような表情で見下ろして、

「……さっきから寝ぼけたことばっか言いやがって。目は覚めたかよ？」

　ちっ、と舌打ち。

　フィーナはむっとした顔で、座りこんだまま声を張る。

「い、いきなりなにするんですかっ！　今の蹴り、どう見たって本気でしたよね!?」

「当てる気なんて最初からねーよ。良かったな、俺が平和を愛する博愛主義者で。感謝していいぞ」

「突然襲い掛かってきたくせにどうしてそんな偉そうなんです!?」

　フィーナは怒りこそすれど、何な故ぜ識が踵落としをかましてきたのか分からないようだ。

「あれだ。お前の話を整理するとだ」

　識は苛いら立だたしげにばりばりと頭をかき、

「お前の世界には魔王がいるが、フィーナたちじゃどうにもならない。だから、〈ラグナロク〉へ来て魔王とドンパチしてください、と」

「はい、その通りです」

「ははは、ナルホドネー」

　愉快そうに、あっはっはと高笑いをし、

「──ざっけんなあああああああああああああああっ！」

　空へ向かって、あらん限りの力を込めて絶叫した。

「認めてやるよ、確かに俺は異世界を救った。魔王って呼ばれる神しん霊れいをぶっ飛ばしてな。でもな、勘違いすんじゃねえ。俺はもう二度と、異世界なんて行きたくねえんだよ！」

　不意打ちを食らったかのようにぼーっとするフィーナを、識しきは見下ろし、

「俺がどんだけ死に物狂いで世界救ったのか分かってんのか！　人じん狼ろうの爪に引き裂かれたことあるか？　魔獣に骨を嚙かみ砕くだかれたことは？　悪あつ鬼きに腕を握り潰つぶされたこともないだろ？　どれも死ぬほどいてーんだぞ！　それでも俺は強くなった。いや、強くなるしかなかったんだよ魔王をぶっ殺すために！　神界でぬくぬく暮らしてる神霊様には分かんねーよなっていうか分かるなんて言わせねえ！　何千回も死ぬ思いをしてやっと帰ってきたのに、もう一回世界救えってか？　いいか、はっきり言うぞ！」

　びしっ、と識はフィーナを指さす。

「テメエらの世界くらい、テメエらが救え！」

　ぽかん、とフィーナは識の人差し指を見つめる。

　が、悔しそうに口元を引き締め威勢よく立ち上がり、

「それが出来るならとっくにやってます！　わたしたちじゃどうにもならないから、こうして識さまにお願いしてるんじゃないですか！」

「世界のためなら俺の意思はどうでもいいのかよ？　現実逃避してる連中なんてそこら中にごろごろいるだろそいつら根こそぎ攫さらってけよ！」

「攫うなんて人聞き悪いこと言わないでください！　それに魔術の素質がない人を一から育てるなんて、その……めんどくさいじゃないですか！」

「女神にあるまじきこと言い出した！　もっとそれっぽい言葉あるだろ、だらだらしてたら世界滅んじゃうとかさあ！」

「そう、それです！　分かってるなら一緒に異世界行きましょう！」

「あーあー、聞こえませ～ん！」

　耳を塞ふさぎながら、識は子どものようにいやいやをし……はたと気づく。

　校舎の窓から生徒たちが、間の抜けた顔をしてこちらを見ている。識は猛ダッシュでゴライアスに近づき、その巨体を倒す。背後に回り、狙いを定め、

　さながらサッカーのロングパスのように、フィーナへとゴライアスを蹴り上げた。

「何してるんですかあっ!?」

　自分より遥はるかにでかいものが落ちてくれば、そりゃ怖い。

　ゴライアスはフィーナの鼻先へと落下し、大地が大きく揺れる。

　識しきは、恐怖で固まっているフィーナの許もとへ戻り、

「そのデカブツなんとかしろ。いつまでも晒さらしもんにしとけないだろ」

「……あー、もうっ！」

　フィーナが両手を掲げる。校庭を囲んでいた魔力の壁が取り払われ景色は鮮やかさを取り戻し、代わりに校庭に倒れていた巨人の体たい軀くが消失する。〈デプリベイション〉の対象を、ゴライアスの周囲に変更したのだ。

　空間内の生命体は本物の荒あら垣がき高校へと移され、荒垣高校は何事もなかったかのように日常を取り戻した。ゴールポストも、職員の自動車も、抉えぐられた地面も、ゴライアスが現れる直前の状態へと戻っている。

　静止した一時二五分が動き出す。

　五限目を告げるチャイムが、空高く響き渡る。

「幻滅しました、識さまはわたしを騙だましてたんですね！　広場での態度は猫を被かぶってたってことですか！」

「ちげーよ俺は生まれ変わりたかったんだよ！　そりゃ無理はしてたかもしれねーけど、俺はあんな真人間になりたくてだな！」

「こんな乱暴な人に、わたしは運命を……っ！　乙女の純情を何だと思ってるんですか！」

「あぁ？　純情ってなんだよわけわかんねー奴やつだな！」

「ははー、なるほど。だから識さまはあの時下着を見せつけたんですね！　この性格なら納得です！　自分の恥部を晒して性的快感を得る変態さんだったわけですね！」

「違うね！　むしろ紳士的な行動だって自分を褒ほめてやりたいくらいだね！　フィーナのパンツを見た罪滅ぼしをしたんだからよ！」

「えっ？」

「お前、広場で樹に登ってただろ。そんときに見えた」

「……っ！　最っ低！　露出狂のうえに覗のぞき魔なんですか!?」

「だから申し訳ないと思って俺の下着見せたんだろ！　あーいいよ文句あるなら満足するまで見せてやるよ別に減るもんじゃねえしなあ！」

「どんな思考回路してたらそうなるんですか！　ちょっと、こんなところでズボンを──きゃああああああああああっ！」

　異世界を救った英雄が、ベルトを緩ゆるめながら逃げ回る女神を追いかける。

　そんな世も末な光景を、校舎から生徒たちが呆あつ気けに取られた表情で眺めていた。





幕まく間あい







　その頃、この街の異変に気づいた者が二人いた。




　一人は薄暗い路地裏にいた。

　麗うるわしい朱色の髪を持つ、異国の少女だ。

　そして、その少女の足元には、数人の男たちが蹲うずくまっていた。皆一様に顔には苦く悶もんの色が浮かび、痛みに耐えるように歯を食いしばっている。

　その中の一人が、怯おびえた瞳で少女を見上げた。

「な、何なんだよお前……！　俺らが何したってんだよ！」

　彼は、どうして自分がこんな目に遭うのか理解していないようだ。

　たとえ、通りすがりの少女に故意に肩をぶつけ、荒こう唐とう無む稽けいな言いがかりを宣のたまい、会話の主導権を握ったところで少女の肩に手を回す──そんな唾だ棄きすべき行いを、彼は悪であると自覚していない。その軽薄な考えこそが、少女の怒りを買ったというのに。

　しかし、既すでに少女は男のことなど眼中にないように、明後日の方を向いていた。

「……約束しろ、二度とこんな下劣な行為はしないと。もし貴様らが、他の女性に同じ罪を繰り返したその時は──一生消えない傷を刻んでやる」

　がたがたと震える男に一いち瞥べつもせず、少女は歩き出す。

　その先にいるはずの、英雄に会いにいくために。




　もう一人は何の変哲もないアパートの自室にいた。

　鮮やかな金色の髪、そして尖とがった長い耳が目を惹ひく、不思議な少女。彼女は窓越しにある公立高校の校舎を眺めたまま、微動だにしない。

　その少女の背後に蠢うごめくのは、この世に存在するはずのない生物たち。

　ぶよぶよとした弾力を持つ液体だけで構成された化物。一つの胴に二つの頭を持つ犬。邪悪な顔をした小さな悪魔……。

　それは、幻想の世界にのみ存在するはずの、魔物たちだった。

「……行こ、ナイト」

　少女のあどけない声に、一匹の犬が耳を立てて身を起こす。手足が短く山吹色の毛色をした、ウェルシュ・コーギーに似た愛らしい犬だった。

　少女は外出の支度もそこそこに、ナイトと共に外へ出る。

　目的はただ一つ。

　荒あら垣がき高校──そこに、伝説として語り継がれる少年がいるのだ。





二章　Ｑ．もしかして、ライバル登場ですか？







　気づけば、少年は真っ白な空間にいた。

　何ど処こまでも白に塗り潰つぶされた、地平線さえ存在しない不可思議な世界。

　そして、少年の目の前には、一人の老人が佇たたずんでいた。

　齢よわいは六〇ほどに見える。老人は漆黒のローブを羽織っており、この真っ白な世界ではその黒が目に痛いほど映えている。その姿はまるで、童話に出てくる悪い魔法使いのよう。

　老人が、おもむろに口を開いた。

「覚えているかな？　君はある世界で、衝突事故に遭った」

　少年の脳裏に、数瞬前の出来事がフラッシュバックする。

　横断歩道を渡る少女。鼓膜に突き刺さるクラクションの音。信号に気づかず少女へと迫るトラック。小さな体を突き飛ばした手の感触。衝撃と共に回転する天地──記憶から消し去りたいほどの、痛み。

　嗚あ呼あ──自分は、死んだのか。

　その事実を、少年は驚くくらいすんなりと受け入れた。

　あるいは、これは天罰なのかもしれない。本来ならば中学二年生である少年は一年前に何となく学校を厭いとい、何となく不登校になり、何となく引きこもりになっていた。

　それで久方ぶりに外出してみれば、これだ。

「本来なら、君はそのまま死亡していた。……しかし、君に救済への道を与えよう」

　肩を落としていた少年が、顔を上げる。

「君にはこれから、〈ヴィルドラム〉という異世界に転移してもらう。もし今一度、生まれ落ちた世界へ戻りたいと願うなら、ある使命を果たすといい……〈ヴィルドラム〉を蹂じゆう躙りんする魔王を討ち倒すのだ」

　──異世界？　魔王？

　目を白黒させる少年へ、老人は淡々と語る。

「その道筋は決して楽なものではないだろう。だが、約束しよう。君には世界の人々を救うほどの力がある。……いつか再会するのを、心から願っているよ」

　やがて、老人はしわがれた声で告げる。

「許してくれとは言わない──本当に、すまない」

　どうして謝罪を口にするのか、問いかけることさえ出来なかった。

　少年の意識は途切れ、一転、暗闇へと落ちていった──……。





　　◇






　──何してんだろ、俺。

　賢者タイムに突入した識しきはベルトを締めながら、今の状況を客観的に分析する。

　一人の女の子を、下着を見せるために追い掛け回す。

　紛まごうことなき変質者だった。

「……その、な」

　識は膝を抱え項垂うなだれるフィーナへと振り返り、

「……すみませんでした」

「急に丁寧に謝らないでくださいよ！　何なんですか本当に……もう駄目です。絶対に夢に出てきます」

　よよよ、と泣き崩れるフィーナ。識は困った表情で校舎を見ると、もう窓からこちらを眺める者はいない。教師が生徒たちを宥なだめたのだろう。

「とりあえず、場所移さないか？　ずっとここにいるわけにもいかないし、フィーナの話は詳しく聞いておきたいからな」

「えっ？　識さま、〈ラグナロク〉に来てくれるんですか？」

「それはない。悪いが、異世界に行くつもりなんざ微み塵じんもないんだ。……だってよ、」

　識は目を尖とがらせながら、

「俺が異世界に行ったら、この世界へ帰るのは絶望的なんだろ？　異世界転移ってのは、生まれ落ちた世界から別の世界へ行くのは難しくないが、その逆を行おうとすれば難易度は跳ね上がる。だから、エルヴィをぱぱっと倒してこの世界へ戻るのは無理……だろ？」

「……わあ、すごいなあ。識さまってば神域魔術アイテールに詳しいんですね。尊敬しちゃいますっ」

「あれだな。お前ゴマするの宇宙一下へ手ただな」

　満面の笑みを浮かべながら滝の如ごとく汗を流すフィーナへ、識は溜ため息いきをつく。

「〈ラグナロク〉へ行くのは御ご免めんだが、助言くらいは思いつくかもしれないからな。俺に出来るのはそれくらいだよ」

　識の答えが不満なのか、フィーナはしぶしぶ立ち上がろうとする。

　が、急に苦し気に顔をしかめた。

「おい。まさか、怪け我がでもしてたのか？」

「……はい。歩けないほどじゃないですけど、さっきの戦闘のときに背中を」

「お前、そんな状態であんな元気に走り回ってたのか……」

「誰のせいですか、誰の！」

「そりゃ悪いとは思ってるけどさ。でも、それくらい回復魔術ヒーリングで治せるんだろ？　だって女神なわけだし」

　奇くしくも、魔術の原理はどの異世界でも不変である。

　魔術を行使するには原動力となる魔力というエネルギー源、さらに魔術を起動するための術式を構築する特異感覚エクストラセンスが必要になる。この二つは先天的に限界が決まっているため、魔術は学べば誰もが会得出来るものではない。

　だが、生を受けた瞬間から膨大な魔力を宿す神しん霊れいは違う。

　種族の頂点に立つ彼らに体得出来ない魔術などない。火水風土の四元素を生み出す四大魔術アルケー、五体を強化する補助魔術エンチヤント、契約した物質及び生命を喚よび出だす召喚魔術アドヴエント。そんなどの異世界にも存在する基本的な魔術なら、息をするように吸収してしまう。

　……なのに、何な故ぜ。

　フィーナは先程から、石のように固まったまま動かないのか。

「何してんだ？　神霊なんだから基礎魔術くらい余裕だろ」

「……そのはず、なんですけどね」

「…………。お前、まさか──」

　識しきは若干引き気味になり、

「使えないのか、回復魔術ヒーリング!?　無理すりゃ動けるくらいだから大した怪け我がじゃないだろ!?　そんな下位魔術でも十分な傷を、お前は──」

「そ、それ以上言わないでください！　いいじゃないですか回復魔術が使えない女神がいても！　攻撃も回復も補助も出来るバランスブレイカーなんてつまらないでしょう!?」

「それはゲームの話で、リアルじゃ強けりゃ強いほど良いんだがな……」

　っていうか、自販機は初めて見た癖にどうしてそんなこと知ってんだよ。

　その言葉をぐっと吞のみ込こみ、

「それにしても……〈アークトゥリー〉、か」

　うんざりしたような顔で、識は呟つぶやく。

「なるほど、お前は神霊としてまだまだ未熟らしいな。回復魔術が使えないってことは、どうせ他の魔術もからっきしなんだろ」

「で、でもっ！　わたしだって何も出来ないわけじゃありません！」

　なかなかに立派な胸を張り、フィーナは言い返す。

「わたしには神域魔術アイテールがあります！　現に、あの巨人を隠したじゃないですか！」

　神域魔術──次元、及び空間に干渉する高等魔術。

　神霊ですら使いこなすものは限られ、あらゆる異世界の魔術師をかき集めても、ごく一部しかその真価には届かない。無理に術式を理解しようとしたなら、底の見えない知識に正気を失ってしまうという、禁きん忌きの魔術。

　確かに、神域魔術を容易たやすく行うフィーナには舌を巻くものがある……が、

「でも、ゴライアスには全然歯が立たなかったじゃねーか。女神のくせに」

「うぐっ……！」

「そこら辺の人間ならあのデカブツには歯が立たないかもしれないが、お前神しん霊れいだろ？　たとえ巨人族だろうと雑ざ魚こみたいなもんじゃねえか。女神なら巨人一体くらい瞬殺して当然──」

　不意に識しきの言葉が途切れる。

　どうやら、神霊として未熟という点は、フィーナも相当気にしてるらしい。

「──っ、ぐす……」

　フィーナは目に涙を溜ため、しゃくりあげていた。

　たとえ相手が神霊だろうと、男と女の喧けん嘩かなんてどの世界でも共通している。

　即すなわち──大抵の場合、女を泣かせた奴やつが悪い。

「あ、ああ、そうだな！　フィーナの言う通りだ、神域魔術アイテールが使えるだけでも凄すごいよな！」

「…………」

「い、痛くて歩けないなら、俺が背負ってやろうか？」

「……いいです。識さまに頼らなくたって、自分で歩けますから」

　とぼとぼと、寂しげにフィーナは歩み始める。

　まずい。非常にまずい。

　現時点において、識は変質者のみならず女の子を泣かせたクソ野郎でもある。フィーナに許してもらう術すべはないかと慌てふためき……思いついたように、校舎裏の方へと恐るべき速度で走り出す。

　数秒後、帰ってきた識は目的のものをフィーナの前に置き、

「ほら、運んでやる。乗れよ」

　爽やかな笑みを浮かべ、物置から調達してきたそれに指をさした。緑色の光沢、一つだけ付いたタイヤ……、

　どこからどう見ても猫ねこ車ぐるまだった。

「……っ！　馬鹿ですかあなたは！　どの世界に喜んで猫車に乗る女神がいるんですか！」

「な、なんだよ。俺の背中が嫌だって言いだしたの、お前じゃねえか」

　識は困惑したように頭をかき、

「さっきのは謝るからさ、無む茶ちやはすんなって。猫車だって案外悪くないかもしれないぞ？」

　その言葉に、フィーナが黙考すること数秒。

　しかし、彼女は識の提案を拒絶するように、歩き出す。

「……勘違いしないでください、もう識さまに対して怒ってなんかいません。でも、わたしだって仮にも神霊です。そんなものに乗るなんて屈辱には耐えられません」

　きっとフィーナなりの強がりなのだろう。

　痛みで足取りはぎこちないのに、その眼まな差ざしは力強い。

　フィーナは、キッ、と識を睨にらみつける。

「絶対に、猫ねこ車ぐるまに負けたりしませんっ！」

　──数分後。

　そこには猫車に揺られるフィーナの姿があった。

「猫車には勝てなかったよ……」

「慣れない意地なんて張るからだ。素直になりゃいいんだよ、素直に」

　ちなみに、識しきなりにフィーナに配慮しているのだろう。荷台には識のブレザーが敷かれており、フィーナはその上に座っていた。

「識さま、このことは〈アークトゥリー〉の信者さんたちには秘密にしてくださいね。みなさん、舌を嚙かみ切きるかもしれないので……」

「安心しろ、〈ラグナロク〉には絶対に行かねーから」

　断言する識を、フィーナはじとーっと見つめる。

　……が、何か思い出したように、突然表情を明るくし、

「そうですよね、識さまの気持ちも分かります！　誰だって魔王と戦うなんて怖いですもんね！」

「なんだ、ようやく分かってくれたか。じゃあ──」

「でもですね、何も悪いことばかりじゃないんですよ！　もし識さまが世界を救ってくれたら、ご褒ほう美びがあるんです！」












「……ご褒ほう美び？」

「はいっ！　識しきさまが魔王を倒した暁には、なんと！」

　フィーナは、自信満々な表情で言った。

「〈ラグナロク〉の英雄として、世界中の人々から称賛されるんですよ！」

「よーしもうすぐ保健室だ。さっさと救急箱かっぱらうから待ってろよー」

「全然人の話を聞いてないっ!?」

　呆あきれたように、識はフィーナに視線を移し、

「あのな、人の話聞いてないのどっちだよ。俺は今の生活に満足してるわけ。英雄なんてこっちから願い下げなんだよ」

「……言われてみれば、そうですね」

「大体、お前なんもしてねーじゃねえか。何か女神らしいこと出来ないのかよ？　砂漠まるごと砂金に変えるとか、そういう奇跡っぽいの」

「あはは、識さま面白いこと言いますね」

「あーそうだな！　お前に期待した俺が馬鹿だったよ！」

「な、なんですか、人を役立たずみたいに……分かりました。じゃあ、約束します」

　フィーナは、ぱんと両手を叩たたき、

「神しん霊れいであるわたしが直じき々じきに、識さまの身の回りの世話をします！　料理から耳の掃除まで、真心持ってやりますとも！」

「世界を救う報酬がメイド一人って、割に合わねえなあ……」

「しかも、週二日の八時間労働ですよ！」

「バイト感覚か！　女神のくせにしょぼすぎるぞ！」

「むー。いいじゃないですか、異世界。〈ラグナロク〉は良い異世界ですよー。文明水準は中世くらいで情じよう緒ちよがありますし、狼人種ウルフインや猫人種ニーアキヤツトといった獣人さんたちと異世界交流だって出来るんですよ！」

　異世界交流。なるほど、なかなか素敵な響きである。

　識とて、異世界に転移する前は立派な引きこもりであった。過去にはそんな幻想的な世界に憧れたこともある。

　だが、識は冷めた目をしながら、

「〈ラグナロク〉に高校はないだろ」

「……はい？」

「修学旅行もない。制服デートも出来ない。女の子と自転車で二人乗りも学園祭でバンドやろうぜって叫ぶことも携帯の待ち受けを好きなあの娘こにすることも第二ボタンを誰かにあげることも全部あり得ない。……異世界には、俺が求めてる青春が一個もないんだよ」

　識はこの世界を愛していた。

　この世界でも、理不尽な暴力に巻き込まれ死んでしまう人だっているだろう。だけど、識しきが過ごした異世界に比べれば、あまりにも平和ボケしている。

　それが、愛いとしくて愛しくて愛しくてたまらなかった。

「俺はいつまでもこの世界にいたい。異世界に未練なんて、欠片かけらもねえよ」

　識は校舎の裏口で足を止め、中へと入る。幸い、保健室に養護教諭はいない。倒れた生徒の対応に追われているのだろう。

　識は救急箱を手にフィーナの許もとに戻り、彼女へ手渡した。

「そんなに、識さまは異世界が嫌いなんですか？」

「……全部が全部嫌いって訳でもねえけど、もう関わりたくないってのが本心だ」

　別に、異世界の住人を憎んでいるわけではない。現代にまつわる話題を楽しげに聞いてくれる人もいたし、人間に対して気のいい獣人だっていた。

　それでも、識にとって異世界とは戦場の別名でしかない。

　もう二度と死線は越えない。自分は、平凡な高校生として生きる。

　それが、識の意志だった……しかし、

「……もし、魔王のせいで罪のない人たちが虐殺されていても、ですか？」

　鋼はがねの意志に罅ひびが入る。

　識の頰ほおに、冷たい汗が流れた。

「……待てよ。お前、エルヴィはまだ魔物を招集してる途中だって言ったろ」

「確かに、エルヴィはまだ人類に対して宣戦布告はしていません。でも、魔物を集めている途中に、いくつかの村落が壊滅してるんです」

「じゃあ……エルヴィが軍力を整える影響で、死んだ奴やつらがいるってことか」

　こくり、とフィーナは弱々しく頷うなずいた。

　識だって、その可能性について気づかなかったわけではない。ただ、見ないふりをしていたのだ。異世界に行きたくない、その一心で。

「エルヴィは、まだ侵攻を始めていないかもしれません。ですが、魔王がいる限りこれからも犠牲者は増え続けます。……改めて、お願いします」

　フィーナは、ぎゅっと自分の膝を抱く。

「世界を救ってください。……わたしたちを助けてください、識さま」

「────」

　この世界に帰ってから、もう英雄の真ま似ね事ごとはしないと誓ったはずだ。

　けれど、今この瞬間にも、〈ラグナロク〉の何ど処こかで命を落とす者がいて。

　その命を救うことが出来るのは、どうやら自分だけらしくて──

「……あー、くそっ！」

　自や棄けになったように、力の限りに叫んだ。

「分かったよっ！　行くよ、お前の世界に！」

　フィーナが、驚きに目を見開きながら識しきに振り返る。

「……識さま、今、なんて」

「エルヴィをぶっとばしてやるって言ったんだ。……でも、勘違いすんなよ。俺は英雄を気取ってるわけじゃねえ、エルヴィが気に入らねえから、結果的に〈ラグナロク〉を救うだけだからな」

　識が宣言し──フィーナが猫ねこ車ぐるまから降り、識の体を抱きしめた。

「わたし、すごく不安だったんです。このまま識さまが来てくれなかったら、どうしようかって」

「……悪かったよ、ガキみたいに駄だ々だこねて」

　フィーナはにこりと笑顔を浮かべ、そっと識から離れる。

「やっぱり、識さまはわたしが思った通りの英雄さまでした。……では、一緒に〈ラグナロク〉へ行きましょう。他者との異世界転移には契約が必要なので、わたしはこれから準備を──」

「その前に、一つだけ約束してくれ。異世界に転移する前にエルヴィと話がしたいんだ。フィーナなら、神域魔術アイテールで〈ラグナロク〉と中継を繫つなげることも出来るだろ？」

「えっ？　確かに難しくないですけど、それは〈ラグナロク〉に到着した後でも遅くはないんじゃ……」

「希望は薄いけど、和平を結ぶことも出来るかもしれないだろ。異世界に行かないで済むなら、それに越したことはないからな」

「そ、そうですか？　そこまで言うのなら……」

「それと、もう一つ頼みたいことがある」

　そう前置きをして、識はフィーナにある頼みごとを告げた。




　識が猫車を見つけた物置。

　フィーナが手当てを終え、二人は部屋にあった適当な物に座り込み目を閉じていた。第三者が見れば、瞑めい想そうでもしているのだろうかと首を傾かしげるくらいに、奇妙な光景である。

「まだエルヴィから応答はないのか？」

「……そうですね。エルヴィが気づいてるかどうかも、よく分かりません」

　数分前、フィーナは自分自身と識に魔術を付与していた。

　術名は、〈リンキング・センス〉──対象の感覚機能を異世界へと繫げる、神域魔術の一つ。フィーナはエルヴィがいる地点を指定し、視覚と聴覚を連結させたのだ。

　しかし、エルヴィは〈リンキング・センス〉に対抗したらしく、識の瞼まぶたの裏には暗闇が広がるばかり。

「ね、ねえ、識しきさま。やっぱり諦めた方がいいと思いますよ？　軍使に応える魔王なんて、聞いたことありませんし」

「そうだな。もしいたとすれば相当なお人ひと好よしか、それともこっちを見くびってる傍ぼう若じやく無ぶ人じんな奴か。……さて、」

　闇の奥底から生まれる、仄ほのかな光。

「〈ラグナロク〉の魔王は、どっちかな？」

　刹せつ那な、鮮麗な映像が映し出される。

　古城の一室だった。石造りの床には縦に絨じゆう毯たんが敷かれており、その先には彫刻が施された荘そう厳ごんな玉ぎよく座ざがある。傍そばには顔を伏せ跪き座ざをする、従者と思われる青年。

　玉座には、一人の少女が頰ほお杖づえを付いて座っていた。

　一見、年端もいかない女の子に見えた。濡羽色と称たたえるに相応ふさわしい黒髪を左右二つに束ね、顔つきにはまだ幼さが残っている。

　しかし、少女の顔に浮かぶのは、口の端を釣り上げた凶暴な笑み。

「貴様か？　余に直じき話わを乞う不遜な神しん霊れいとやらは」

　問いかけられたはずのフィーナは、少女の眼光に射い竦すくめられたように言葉を返さない。

　やはり、そうなのだ。

　この少女こそが、〈ラグナロク〉にて魔物を統率する神霊──エルヴィ・ファランクス。












「……ふん。貴様から呼びかけておいて無言とはな」

「あ、あの！　わわ、わたしは……！　し、識しきさま！　後はお願いします！」

「魔王が相手とはいえビビんなよ、女神らしくねえなあ……さて、」

　識は瞼まぶたの裏に映るエルヴィへと、

「まず、こちらに応えてくれて感謝するよ、魔王さま。てっきり、俺たちの交渉なんてシカトすると思ってたからな」

「交渉、だと？　……なるほど、どうやら余は誤解をしていたようだ」

　エルヴィが愉快げに喉のどを鳴らす。

「すまんな、余は貴様らが無様に命乞いをすると思い込んでおった。しかし、人間風情ふぜいが対等に交渉とは……喜べ、余の面前にいたならば、その首既すでに地に転がっておるぞ」

　この瞬間、識の中から和平の期待は霧む散さんした。

　どうやら、エルヴィは後者──傲ごう慢まんな魔王であったらしい。

　人間を下等な生物と見下し、路ろ傍ぼうの石を踏ふみ潰つぶすが如ごとく無感情にその命を刈り取る。生まれた時から人を超越した存在である神しん霊れいの中では、エルヴィのような思想を持つ者も存外に少なくない。

「それはそれは。今日一日は、自分の幸運を嚙かみしめることにするよ。……さて、本題に移らせてもらおう」

　識は挑発的な笑顔をエルヴィに向け、

「魔王さまは、フィーナが管轄する異世界、〈ラグナロク〉の魔物を自分の支配下においている。間違いないか？」

「いかにも。この世界には、多くの異世界で絶滅した巨人族が生態系を築いておってな、これを利用せん手はあるまい。余の軍勢として、これほど相応ふさわしいものはないぞ」

「大層なご口こう上じようどうも。だが、俺が聞きたいのはそんなことじゃない」

　識の語調が、刀剣の如く鋭くなる。

「お前は魔物を招集する最さ中なか、〈ラグナロク〉の人々を殺した。真まことか、虚うそか」

「……はっ」

　エルヴィは嘲あざけるように笑い、

「まさに真である。して、貴様はどうするつもりだ？」

「お前を殺す。これは誓せい約やくだ。醜く泣き叫ぼうが無様に救いを求めようが慈悲は与えない。世界の果てまで追い詰めて、自分の愚行が万ばん死しに値すると理わ解からせてやる」

　識の耳に、フィーナが息を吞のむ音が聞こえた。

　恐怖を抱いたのだ。あまりに冷たい、識の声色に。

「……貴様、気が触れておるのか？」

　エルヴィは真紅の瞳に怒りを滾たぎらせ、

「余を殺す？　地を這はう人間の分際で、天を統すべる神しん霊れいである余を討つというのか？　嗚あ呼あ、そうか──貴様、余程自分の命が惜しくないと見える」

　ゆらり、とエルヴィは玉ぎよく座ざから立ち上がる。

「貴様の言葉、そのまま返すぞ。死などという恩情はかけん。この世に生まれ落ちたことを、隣にいる神霊共々後悔させてやる」

「あ、あな、あなたこそ後悔しますよ！」

　どれだけの勇気を振り絞ったのだろう。フィーナの声はうわずっている。

「この人は、ヴィシャス・ハインライン──伝説の英雄なんですから！」

「……ほう？」

　憤ふん怒ぬに歪ゆがんでいたその表情が、驚きに塗り替わる。

「なるほど、貴様が人間種にして神霊を屠ほふった彼かの英雄か。ならばその豪胆さも得心がいく。……して、フィーナというらしいな。貴様はその英雄とやらに、この世界を救ってもらうつもりか？」

「はい！　今更謝っても許しませんよ！」

　しばし、エルヴィはフィーナを見つめ──くく、と笑い声をもらし、

「──はは、あははははははっ！」

　やがて、堰せきを切ったように哄こう笑しようした。

　呆ぼう然ぜんとするフィーナを横目に、エルヴィは隣の従者へと視線を移し、

「き、聞いたか！　神霊が人間如ごときに縋すがったらしいぞ！　人間に畏い怖ふされるべき神霊が犬のように平伏したのだ、自分が役立たずの無能だと認めて！　よ、余なら自害しておるぞ！」

　フィーナが言葉を失った。

　もしかしたら、エルヴィの主張に反論できなかったのかもしれない。

「随分と余裕だな、魔王さんよ。ただ、気を付けた方が良いんじゃねえか？」

　識しきの不機嫌な声に、エルヴィの哄笑がぴたりと止やむ。気配を探るように目を瞑つむり、

「……なるほど、そういうことか」

「やっと分かったみたいだな。……ペットの死体くらい、飼い主が弔とむらいな」

　直後、天井が崩壊する。

　エルヴィへと落下するのは──識がフィーナに頼み転移させた、ゴライアスの死体。エルヴィは、圧死させんとばかりに落下する巨人の体たい軀くを見上げ、

　しかし、微み塵じんも動揺する様子を見せず、片手を上空へ掲げる。

「──〈フリージング・エッジ〉」

　エルヴィの手に形成されるは、氷の刃やいば。

　氷刃は電磁投射砲が如く射出され、ゴライアスへ深々と突き刺さる──瞬まばたきを許さないほど、一瞬だった。

　巨人の亡なき骸がらが氷塊と化し、粉々に砕け散った。

　氷の破片が礫つぶてとなり降り注ぐ。が、いつから従者はそこにいたのだろう。エルヴィの傍そばに立ち、召喚した洋傘を主あるじの頭上に広げた。

「……最も早はや、決定的だな」

　氷雨ひさめの中、洋傘の下で魔王は笑う。

「この瞬間から、余と貴様の全面戦争となるが、相違ないか？」

「上等だ、くそったれ」

　言い捨て、識しきが瞼まぶたを上げようとした、そのときだった。

「お待ちください、ヴィシャス様」

　それまで無言を貫いていた従者が顔を上げる。

　意外にも、エルヴィがあれだけ貶おとしめた人間だった。一見、二〇代くらいの青年に見える。

「誰が口を開いて良いと言った」

「申し訳ございません、エルヴィ様。しかし、ヴィシャス様は勘違いをなされているようなので、一言申しておくべきかと」

　従者は感情らしいものを表に出さず、淡々と識に告げた。




「我々は、一人たりとも、人間を殺あやめてはいません」




「……………………はへ？」

　笑えるくらい情けない声が、識の口から零こぼれた。

「天地天命に誓って真実です。もし、未いまだ人間に危害を加えていない我々を武力で弾圧するのならば聖典違反になるはず。そこの神しん霊れいは査問にかけられると思いますが」

「ま、待て待て待て！　んなわけあるか！　だって、エルヴィはさっき殺したって──」

「ああ、それなら噓うそだ。貴様があまりに必死だったのでな、少しからかってお前の話に合わせただけだ」

　絶句した。

　絶句しながら、識は瞼を開けフィーナを横目で見ると、

「♪」

　当の女神は、明後日の方向を向きながら口笛を吹いていた。

「──てめぇえええええ！　俺を騙だましたのかっ！」

「あ、ちょっと待っ痛い痛い痛い！　頭が割れるように痛いですっ！」

　ぎりぎりと、識のアイアンクローがフィーナを襲う。

「やかましいっ！　女神のくせに何平然と噓ついてんだ、魔王の従者の方がよっぽど筋が通ってんじゃねえか！」

「だってああでも言わないと異世界に来てくれないじゃないですかあ！」

　フィーナが「にゃああ……」と断だん末まつ魔まの声をあげたところで、

「一応確認しますが、ヴィシャス様は〈ラグナロク〉に来られるので？」

「あ、行かないっす。魔物でも何でも好きに集めてください、はい」

「手のひら返すの早すぎです！　それが英雄のすることですか!?」

「お前にだけは言われたくねえよ！」

「どうやら、貴様を英雄などと謳うたう連中は盲目らしい。余にはただの腑ふ抜ぬけにしか見えん」

「別に好きで世界救ったわけじゃねえからな……最後に、一つ聞かせてくれ」

　識しきは目を閉じ、エルヴィに言葉を返す。

「お前らは、本当に〈ラグナロク〉を滅ぼす気があるのか？」

「愚問だな、余は魔王であるぞ。天下に武を布しくこと以外に目的などあるまい」

「……ふん、そうかい」

「話は終わりか？　……よいか、これだけは覚えておけ」

　エルヴィは紅あかい瞳を識に向けながら、

「余を侮辱した罪は、必ず償つぐなわせてやる」

　映像がブラックアウトする。

　識の目に真っ先に映ったのは、あたふたと慌てるフィーナの姿。

「ど、どうするんですかっ、エルヴィすごく怒ってましたよ!?　このままじゃ、本当に〈ラグナロク〉が──」

「征服されるってか？　俺は全くの逆だと解釈したけどな」

　あれだけ動揺していたフィーナが、硬直する。

「安心していいぞ、エルヴィは、〈ラグナロク〉自体に興味がないらしい。この世界までの長旅ごくろうさん、気をつけて帰れよ」

「なに言ってるんですか!?　だって、あんなに堂々と魔王だって言ってるのに……！」

「しょうがねえなあ。じゃあ、フィーナに問題だ」

　識は、人差し指をフィーナに向けると、

「まず、問その一。エルヴィは〈ラグナロク〉の人間を殺す気があるかどうか」

「それは……当然でしょう。そのために魔物を集めてるんですから」

「ぶぶー、大ハズレ。何な故ぜなら、エルヴィは明らかに殺人を避けてる。じゃないと、人間も殺さず魔物を集めるなんて面倒なことをするはずないからな」

「えっ？　じゃあ、どうしてそんなことを……？」

「あいつらはこう言いたいのさ……我々は現段階では無害だ。故ゆえに我々を裁くことは出来ない、ってな。だからこそ、あの従者は聖典違反という言葉を持ち出した」

　聖典──それこそが、神界に住む神しん霊れいが絶対遵じゆん守しゆすべき法令、〈プロティアス〉。この聖典に従う限り、神霊たちはエルヴィの行いを黙認するしかない。

「で、でも、エルヴィは攻め入る準備をしているだけで、今は大人しくてもいつかは……」

「そこで、問二だ。現在のエルヴィと、〈ラグナロク〉の神霊の総力。戦ったらどっちが勝つと思う？」

「……エルヴィ、です」

「今度は大正解。つーか、勝ち目なんてないからフィーナは俺のとこにきたわけだからな。当然といえば当然だ」

　識しきはエルヴィの魔術を思い出す──〈フリージング・エッジ〉。四大魔術アルケーの水を発展させた、最上位クラスの一つ。近接戦では無類の強さを誇り、形あるものであれば例外なく凍いてつかせるという氷の刃やいば。

「っていうか、あいつどう見てもフィーナより子どもだろ？　なのに、エルヴィより魔術が使えないお前って……」

「なっ……！　ぽんこつ言うなあ！」

「うおお！　ぽんこつなんて言ってないだろ！　でもごめん！」

　涙目のフィーナにぽかぽかと叩たたかれ、たじろぐ識。

「ま、まあそれでだ。エルヴィはその気になれば〈ラグナロク〉をぶっ潰つぶせる。それでも行動に移さないのは、真意は別にあるってことだ。だから、エルヴィは絶対に〈ラグナロク〉へは侵攻しない。これで納得いったか？」

「……それなりに説得力はある気がします。だけど、もっと簡単な解決策があると思うんですよ」

「ほう、言ってみな？」

「識さまがわたしの世界に来」

「却下だ」

「せめて最後まで言わせてください……」

「とにかく、〈ラグナロク〉のことなら心配いらねえよ。何なら、もしエルヴィが暴れ出したら即刻世界を救いに行くって誓ってやる」

　識の言葉に納得しきれないのか、フィーナは考え込む。

「もう俺に出来ることはないだろ。じゃ、帰るわ。明日から学校のみんなにどう言い訳するか考えなきゃいけないし」

　ひらひらと手を振り、識は部室から出ようとする。

　……が、フィーナは恥ずかしげに識の服の袖を握り、引ひき留とめた。

「……わたしとの約束、忘れちゃったんですか？」

「約束？」

「もうっ。識しきさま、この街を案内してくれるって言ったじゃないですか！」

「あー、そういえばしたっけか。何ど処こに連れていけばいいか、かなり悩んだんだよな」

「識さまも、楽しみにしてくれてたんですか？　……ま、まあ、識さまの乱暴なところにはがっかりもしましたけど、でもわたしに優しくしてくれたのは変わりありませんし。そんな識さまと一緒に遊べるなんて、すごく嬉うれしくて……」

　フィーナは頰ほおを染めながら呟つぶやくが、

「なにぶつぶつ言ってんだ、ヘンな奴やつだな」

「……ふーん。いいですよー、わたし一人でぶらぶらしますから。おいしいお店見つけても、絶対識さまには教えませんからねー」

　拗すねたように、ぷいっとフィーナは横を向く。

　そんな彼女に、識はすげなく言い放った。

「なら、ここでお別れだな。一言言っとくが、揉もめ事だけは止やめてくれよ」

「ちょ、ちょっと待ってくださいっ！　本当にわたしのこと見捨てちゃうんですか!?」

　フィーナが必死に識を制止する。が、識に動揺した様子はない。

　嫌われるかもな、と識は思う。それでも構わない、とも思う。

　自分は、フィーナと親しくなるべきではないのだ。異世界へ行くつもりがない以上、彼女に見せる優しさは全て偽善になる。フィーナにとって自分は、嫌な奴であるべきだ。

　頭では分かっているつもりなのだ。……しかし、

「……いくらでもわたしに付き合ってくれるって、言ったじゃないですか」

　スカートの裾を握りしめ、こちらを恨みがましく見つめるフィーナ。

　その瞳には、うっすら涙が浮かんでいた。

「うっ……！」

「……噓うそつき。ひとでなし。はくじょーもの」

　目を潤ませながら抗議するフィーナに、たじろぐ識。

　思えば、フィーナだって辛つらいはずなのだ。自分の異世界には魔王がいて、フィーナからすればいつ侵攻を始めてもおかしくない。街に出たいというのも、その不安を紛まぎらわせたいだけなのだろう。

　それに、何よりも……識は、泣いている女の子が苦手なのだ。

「……分かったよ」

　苦く渋じゆうの末、識は呟くように口にする。

「俺だって、約束を反ほ故ごにすんのは趣味じゃねえ。それはとても気に入らない。だから、今回きりだ。……連れてってやるよ、お前が好きなとこに」

「……ほんと、ですか？」

「ああ。魔術もないし異種族もいないけど、この世界も悪くないってこと教えてやるよ」

　それに、と識しきは思う。

　相手が神しん霊れいとはいえ、学校をサボって女の子と遊ぶなんて青春らしいこと、初めてだ。




　フィーナがまず、この世界で一番初めに行ってみたかった場所。

　それは、かつて識が足を運んだことのない、非常に女の子らしい店だった。

「ああ、識さま。わたし、ようやく分かりました。理想郷アヴアロンは、この世界にあったのですね！」

　そう言って、フィーナはテーブルいっぱいに広げられたスイーツの一つを口に運んだ。

　スイーツキングダム、略してスイキン。それが、識たちがいる店の名前である。

　フィーナは「この世界のお菓子がたくさん食べれる場所」を所望し、識がここを選んだのだ。食べ放題でありながら、なんと値段は一五〇〇円。そこら辺の洋菓子店より味は落ちるが、千せん紫し万ばん紅こうが如ごとく種類に富んだスイーツは女子高生から多大な支持を得ている。

「はあぁ……幸せです」

　とろけるようなフィーナの甘い声に、「そりゃ良かったな」と識は小さく笑う。ちなみに、識はブラックコーヒー一つだ。残念ながら、甘いものはあまり好きじゃない。

「ほんとに噓うそみたいです。まさか、こんなにおいしいスイーツが無料で食べ放題なんて！」

「……ん？」

　今、聞き捨てならない言葉が聞こえたような。

「無料ってなんだよ。商売なんだから金取るに決まってるじゃねえか」

「えっ、どうしてですか？」

「いや、なんで不思議そうな顔してんの」

「だって、わたし女神ですよ？」

「知らないから。ここにいる誰一人気づいてないから」

「じゃあ、わたしが〈アークトゥリー〉ですよーって、皆さんに教えてあげれば」

「すげえな、信心深い教徒が金払ってくれるのか。ここ日本なのに」

「………………」

「ひょっとしてだけど、お前アホだろ」

「し、仕方ないじゃないですか、この世界に来たばっかりなんですから！　それに、異世界転移なんて初めてだから分からないことだらけなんですよ！」

　へえ、と識は意外そうな声をもらす。神域魔術アイテールに優れているとはいえ、今まで異世界転移を実践したことはないらしい。

「そ、それよりどうするんですか、タダで食べれると思ってお金は……！」

「一五〇〇円も持ってないのかよ……いいよ、別に。俺が立て替えといてやるから」

　呆あきれながら、識がカップをソーサーに置いたときだった。

「その必要はない。彼かの英雄の御お供ともならば、私が支払うのが礼儀というものだろう」

　凛りんと鈴を転がすような、美しい声音。

　識しきも、そしてフィーナも、弾はじかれたように視線を移し──同時に、凍りつく。

　そこにいたのは、トランクケースを手にした異国の少女だった。

　流れる髪は、夕空を吸い込んだかのような幻想的な朱色。眼まな差ざしは鋭く、すらりとした身体つきは洗練された彫像を彷ほう彿ふつとさせた。気品が滲にじみ出でる礼服めいた服装が、そして体の部位一つ一つが、彼女の凛り々りしさを引き立てるがために存在する──そう錯覚するほど、一つの美しさとして完成された少女。

「……初めまして、でいいかな？」

　識と同年代と思おぼしき少女は、顔に毅き然ぜんとした笑みを湛たたえながら、

「私の名前は、シオン。〈シャングリム〉という異世界から、伝説に名高い英雄に会うためにこの地へと転移した。相席しても構わないだろうか。……どうした？　随分と落ち込んでいるようだが」

　両手で顔を覆おおっている識に、シオンという名の少女が首を傾かしげる。だが、自身の境遇を呪っている真っ最中の識に、返事など出来るはずもない。

　まさか──二人目が現れる、なんて。

「あ、あの、その英雄というのは、やっぱり……？」












「何だ、君も彼の素す性じようを知っているのか」

　おずおずと話しかけたフィーナへ、シオンは、

「彼が、ヴィシャス・ハインライン──私の世界で、〈邪炎を操りし堕天使ダークフレア・ルシフアー〉と呼ばれる英雄であることに」

　いたたたたたたたた。

「あっ、識しきさまがもがき苦しんでます！」

「うむ、まるで度重なる拷問に耐える囚人のようだが……」

「……大丈夫、古傷が開いただけだから。でも、頼む。二度とその名前で呼ばないでくれ……」

　識くらいの英雄であれば、〈狂暴なる戦神ライオツト・デイオス〉や〈討ち殺す者ヴイズル〉など、渡り歩いた戦場の数だけ異い名みようがある。まあ、それはいいのだ。異世界に二つ名は付き物だと割り切っている。

　しかし、〈邪炎を操りし堕天使〉。

　こいつだけは、いつか名付け人に出会ったら全力で殴ろうと心に決めていた。

「意味分かんねえよ、なんで火の魔術使えないのに邪炎って単語が付くんだよ。しかも堕天使って。他人から期待された目で見られて、でも火も使わなけりゃ堕天使でもない俺の気持ちも考えてくれよ。止やめてくれ、何でそんながっかりした顔をするんだ。いや、だって、堕天使とかどんだけ頑張っても無理じゃないすか……」

「目が死んでますけどほんとに大丈夫ですか!?」

「……面白いな、君は。伝説では残ざん虐ぎやくな男と語られているが、どうやら違うらしい」

　シオンがフィーナの隣に座る。こうして見ると、一層彼女の背の高さが分かる。フィーナより頭一つ分、といったところだろうか。

　識は、なんとか過去のトラウマを振り払い、

「……偶然にしては出来すぎてるな。シオン、って言ったか。この世界に来たのは昨日や今日じゃないんだろ？」

「一ヶ月、といったところだ。その間ずっと君のことを探していたんだが、なにせ少しも魔力の気配がなくてな。まさかこんなに時間がかかるとは思わなかったよ」

　なるほど。ということは、この世界の一般的な常識や規範については、信頼しても良いだろう。

「一ヶ月、ねえ。……まさかお前、ずっとその格かつ好こうで過ごしてたのか？」

　改めて、識はシオンの服装を眺める。

　わずかに胸元を開けたオーバーコートに、肌に吸い付くようなデニムのパンツ、さらには高級そうな革のブーツ。さながら歌劇の舞台に上がる麗人みたいだ。

「何か問題でもあるか？　異世界の服装の方が、君にも見つけられやすいだろう」

　識とシオンの会話の合間に、フィーナが「そうか、その手が……」と頷うなずく。断言してもいいが、もしフィーナが女神っぽい服装で木の上にいたなら、識しきは全力で無視していただろう。

「その貴族っぽい服装、目立って仕方ないんだよ。この世界にいるからにはもっとカジュアルな服にしてくれ。……それで、シオンはどうして俺に？」

「単刀直入に言おう。ヴィシャス……いや、この世界では識と呼ばれているらしいな」

　シオンは口元に笑みを浮かべながら、

「識には、私の世界に来てほしい。君を、我が騎士団の教官として招きたいんだ」

「やっぱ、そうきたか……」

「〈シャングリム〉に、騎士団……まさか、あなたが、あの？」

「私のことを知っているのか？　……なるほど、フィーナと言ったか。識が先程言ったように、君が女神というのは本当らしい」

「あなたの功績は神界にも届いています。かつて、〈シャングリム〉に現れた龍りゆうを倒し、〈七星護国章〉という騎士として最高の誉ほまれである勲くん章しようを授かった、と。付いた異い名みようが──〈不穢の騎士王ホワイト・ナイト〉のシオン」

「女神の次は、女騎士かよ……。けど、そんなに強いなら俺なんていらないだろ」

「とんでもない、君に比べたら私なんてまだまだだよ。私の世界の神託者が言っていたが、識は魔物を率いる神しん霊れいを討ち世界を救ったらしいな。そんな君に、折り入って頼みがある」

　シオンは、真剣な瞳を識に向け、

「〈シャングリム〉では、私が討ったドラゴンが襲来して以来魔物が凶暴化している。それまでは国の騎士団のみで事足りていたが、現在ではほぼ壊滅状態だ」

「でも、今の〈シャングリム〉の魔物たちは休眠期に入っていると聞きましたけど……」

「それもいつまで続くか分からないんだ。少なく見積もっても、残り一年ほどで目覚めると議会は大騒ぎさ。私の国では早そう急きゆうな軍の強化が必要だが、国力は衰おとろえ十分な兵士を雇うだけの余裕がない。そこで、上層部は考えた」

「少数精鋭の騎士団をつくればいい、か。まあ、よくある話だな」

「……頼む。〈シャングリム〉を、私と共に救ってくれ。識の実戦や魔術の知識を、私たちにご教授願いたい」

　目を閉じ、シオンは深々と頭を下げる。しかし、

「悪いが断る。俺はもう異世界に関わりたくないし、魔物が目覚める前に状況が好転する可能性だってあるだろ？　今すぐ転移するには、判断材料が少なすぎる」

　ほっ、とフィーナが胸を撫なで下おろした。識が〈ラグナロク〉を放って〈シャングリム〉に行ってしまうことを、危き惧ぐしていたのだろう。

「それに、俺じゃあんたらに指導なんて出来ねえよ」

「そんなことはない。識は幾多もの魔物を屠ほふった猛も者さのはずだ。剣技の心得はないと聞くが、戦闘を有利に動かす魔術だけでも──」

「そうじゃない。どの異世界の人間だろうと、俺みたいな戦い方は出来ないんだよ」

　識しきは、自分自身を親指でさし、

「自慢じゃないが、俺は魔術が一つしか使えない」

「……えっ？」

　疑問の声をもらしたのは、シオンではなく、フィーナだった。

「そ、そんなわけないじゃないですか！　だって識さまは神しん霊れいを倒してるのに──」

「四大魔術アルケーも回復魔術ヒーリングも使えないんだな、これが。俺がまともに覚えた魔術は一つきり、」

　フィーナに目を向けたまま、識は一言だけ口にした。

「壊劫魔術デイザスターだけだ」

　ぽかんと、フィーナは口を開ける。恐らく、初めて耳にする魔術だったのだろう。

　それも仕方がない──壊劫魔術は欠陥だらけ故ゆえに淘とう汰たされ、ほとんどの異世界で自然消滅したクズ同然の魔術なのだから。

「壊劫魔術ってのは、術者の魔力を直接衝撃に変換する魔術だ。術式は至って単純で、覚えようと思ったら素人しろうとでも出来る。それなのに、何な故ぜこの魔術が歴史から消えたのか……壊劫魔術は、死ぬほど魔力効率が悪いのさ」

　例えば、壊劫魔術で一〇の魔力を熾おこしたならば、一〇の破壊力に転換される。

　だが、仮に四大魔術で一〇の魔力を消費すれば、火球で相手を焼き払ったり、あるいは氷柱つららで突き刺したり、もっと威力の大きい魔術を使うことが可能だ。わざわざ壊劫魔術を使う必要などないのだ。

「じゃあ、壊劫魔術しかろくに魔術が使えない俺が、どうして神霊を倒せたのか──答えは、俺の総魔力量がそこら辺の神霊より飛び抜けてるからだ」

　異世界にいた頃、ある魔術師から言われたことがある。もし、一般的な神霊の総魔力量がワイングラス一杯だとすれば識は──なみなみと満たされた水みず瓶がめくらいはある、と。

「……噓うそ、ですよね？　そんなでたらめなことが、」

「冗談なら良かったんだがな。何でも、この世界ではごく稀まれに膨大な魔力を持った人間が生まれるらしい」

　だからこそ、例の神霊に目をつけられ拉ら致ちられた。

　嫌な記憶が蘇よみがえり、識は露骨に顔をしかめる。

「でも、どんだけ魔力があっても、俺には基本的な術式すら理解するだけの特異感覚エクストラセンスがなかった。だから、劣等生でも覚えられる壊劫魔術一つで世界を救うしかなかったんだよ」

　突然だった。フィーナがやけに真剣な顔をしながら、識の両手をがっと摑つかむ。

「仲間、ですね。未熟者同士、お互い仲良くしましょう」

「一応言っとくけど、俺は人間でお前は女神だからな。そこんとこ忘れんなよ」

「むー……」

　フィーナは頰ほおを膨らませながら、しかし、

「でも、識しきさまは補助魔術エンチヤントも使っていたような……？」

「あれは俺を攫さらった神しん霊れいの加護だよ。魔力を熾おこすだけで、術式なしで身体能力が上がるんだと。これまた燃費は悪いがな──だからな、シオン。他の連中じゃ俺みたいに、……？」

　不意に、識は口を噤つぐむ。

　それまで無言だったシオンが、テーブルに目を落とし肩を小刻みに震わせていた。

　そして、いきなり顔を上げ、

「──素晴らしいっ！」

　無邪気な子どものように、目をきらきらさせながら叫んだ。

「識はその、弱すぎて誰も使わない壊劫魔術デイザスターとやらだけで世界を救ったのか!?　凄すごいぞ、誰にでも出来ることではない！」

「い、いや、だから俺は特別魔力が多かっただけなんだって。それに壊劫魔術しか使えないって、相当ヘボだと思うんだけど」

「そんなことはない、とても格かつ好こいいぞ！　例えるなら、そう──」

　バンッ、とテーブルを力強く叩たたき、

「モンクだけでエクスデスを倒すような、そんなロマンを感じる！」

「……うん？」

　モンクだけで、エクスデスを倒す。

　もしかして……ＦＦ５？

「あの、すみませんシオンさん。まさかとは思うんですけど」

　何な故ぜか識は敬語になりながら、

「ＦＦ、好きなんですか？」

　口にした瞬間だった。今度はシオンが、識の両手を強く摑つかんだ。

「……知ってるのか？」

「え、ええ、まあ。国民的ＲＰＧですし」

「好きなナンバリングは？」

「……７、ですかね。異世界に行く前の話ですけど」

　シオンは、先ほどまでの凛り々りしさが噓うそのように喜色を露あらわにし、

「うむ、７か！　７も良いな！　世界観が近未来になりそれまでの幻想的な雰囲気こそ薄れたものの、マンネリの打破となる勇気ある挑戦だったと私は思う！　ストーリーも従来の王道をあえて外し、クールな主人公を設定することでそれまでにない物語が生まれた！　特にヒロインが殺されるあの場面は、初めは彼女に冷たい態度を取っていた主人公だからこそ今でも語り継がれる名シーンへと──」

「フィーナ、助けてくれ。こいつの暴走を止めてくれ」

「わたしはドラクエが好きです。断然ビアンカ派ですね」

「誰も聞いてねえよ！　っていうか女神といい女騎士といい、なんでこの世界のゲーム事情にこんな詳しいんだ！」

　ふと、シオンは識しきの手を放し、赤面しながら一言。

「す、すまない、私としたことが取り乱してしまった。今のは忘れてくれ」

　先程、シオンはこの世界に滞在して一ヶ月ほどと言った。

　およそ信じ難いが……どうやらシオンは、識を捜索している間に、ゲームに興じていたらしい。女騎士のくせに。

「話を戻そう。識には一層興味を抱いたよ。是非とも〈シャングリム〉に──」

「だから、俺じゃ役に立たねえって」

「騎士への指導、という点は諦めよう。だが、識の戦功が国中に轟とどろけば民への希望になる。君の転移は決して無駄にならないんだ。それに、私は個人的に、君と共に戦場を駆けたい」

　シオンは、どこまでも真っすぐな瞳で識を射抜く。

「知りたいんだ。英雄とは、どんな存在なのか」

「……知りたい、ですか？　〈不穢の騎士王ホワイト・ナイト〉と呼ばれた、シオンさんが？」

「私の師匠が言っていた。この世界には英雄になれる人間となれない人間がいる。そして、わたしはなれない人間であるらしい。今では英雄と持もて囃はやされているが、その言葉が心のどこかに引っかかっているんだ。だから、識の隣にいれば答えが見つかるかもしれない」

「……英雄、ねえ」

　物もの憂うげな表情で呟つぶやいた識へ、

「もちろん、無償などと都合の良いことは言わない」

　シオンはテーブルのスイーツをどかし、椅子に掛けていたトランクを置く。

「君が〈シャングリム〉に来てくれれば、私の財産と荘しよう園えんの領主権を譲ろう。総額をこの世界に換算するのは難しいが、末代まで労働を必要としないことは保証するぞ」

　小気味よい音と共に鍵が外れ……フィーナが、目を丸くした。

　中に敷き詰められるは、眩まばゆい光沢を放つ純金の金貨。〈シャングリム〉の通貨なのだろう、見たことのない獅し子しの紋章が刻まれている。

「トランクの中だけでも、〈シャングリム〉では一生涯何不自由なく暮らせるだろう。無論、民からの貢こう納のうも全て君のものだ。……豪ごう華か絢けん爛らんな人生を送りたくはないか？」

　もし識が首しゆ肯こうすれば、大量の金の延べ棒をベッド代わりに就寝するのも、戯たわむれに宝石同士をぶつけ合う遊びに興じるのも自由だ。若い奴隷を山のように抱えることも可能だろう。

　しかし、識は顔色一つ変えずに、

「どう思うよ、フィーナ。向こうの女騎士はメイド一人なんてケチくさいこと言わず、どっかの女神よりよっぽど魅力的な条件を出してるぜ」

「むぐっ……！」

「だが、興味ねえなこんなもん」

「……歯し牙がにもかけない、か」

「あいにく、平凡な暮らしがしたい一心でこの世界に帰ってきたからな。俺の将来設計は、汗水流して穏やかにかつ健すこやかに過ごすことなんだよ」

　シオンは嬉うれしそうに顔を綻ほころばせ、トランクを閉める。

「そう答えてくれると思ってたよ。欲に塗まみれた英雄など、私の隣に立つには相応ふさわしくないからな。もし頷うなずけば、こちらから断っていたところだ」

「やっぱそれくれ。で、帰ってくれ」

「やはり面白いな、君は。是非とも、君と〈シャングリム〉で余生を過ごしてみたくなった」

「あの、そのことなんですけど……」

　遠慮がちに、フィーナは手を上げる。

「識しきさまを〈シャングリム〉へ連れていくの、諦めてもらえませんか？　識さまには、わたしの世界である〈ラグナロク〉を救ってもらわなくちゃなんです」

　お前、まだ諦めてなかったのかよ。そう識がげんなりしたとき、

「なんだと？　……確かに、不思議には思っていた。この世界に神しん霊れいはいないはずだが、どうして女神がいるのか、とな。フィーナも識を異世界に連れていくために、ここへ？」

「全然うまくいってないんですけどね……。一応聞きますけど、識さまをこの世界へ転移し直すってことは出来ますか？」

「いや、無理だな。私はＳ級魔導具を使用して異世界転移をしたんだが、私が〈シャングリム〉へ帰る手段は確保していても、識をこの世界へ戻すのは不可能だよ」

　だろうな、と識は内心で呟つぶやいた。

　識は実物を見たことはないが、神霊でもない存在が異世界転移を行おうと思えば、神域魔術アイテールを宿した魔導具を利用するぐらいしかない。しかし、神界で確認されている最高クラスの魔導具でも、フィーナの神域魔術にも及ばないというのが実情らしい。

「そもそも、識には〈シャングリム〉に永住してもらうつもりだったんだが……困ったな」

　シオンは腕を組み、

「しかし、フィーナは女神だろう？　世界を救うのは君の務めだと思うのだが」

「で、でも！　シオンさんこそ戦力を増強させるためなら、識さまである必要はないじゃないですか！　英雄と呼ばれる人は他の世界にもいるわけですし！」

「そういう訳にもいかない。私の魔導具は、この〈地球〉にしか転移出来ないんだ」

「……この世界にしか転移出来ない、だと？　そりゃ、随分珍しいな」

〈地球〉と呼ばれるこの世界は、数ある異世界の中でも異質である。

　ほとんどの異世界で信仰されている神しん霊れいがおらず、魔術という文化もなければ異種族もいない。そのためか、神界の神霊たちがこの世界を認知したのはつい二年前のことで、聖典で守られていない唯一の異世界と言ってもいい。

　故ゆえに、〈地球〉に転移出来る魔導具が存在するなど、にわかには信じ難いが……。

「何よりも、私は識しきを気に入った。君に譲ることは出来ないな」

「識さまに初めに声をかけたのはわたしですよ！　異世界に来てもらう権利があるのは、わたしのはず！」

「まず、二人には俺の意思を尊重して欲しいんだがなあ」

　識の言葉には反応せず、女神と女騎士は睨にらみ合あう。

　先に折れたのは、シオンだった。

「このままでは平行線だな。……分かった、もっと識の気を惹ひく提案を考え直すとしよう」

　シオンはトランクケースを手に立ち上がり、挑発的な笑みを識に向ける。

「だが覚えておいてくれ。騎士の誇りに賭かけて、必ず君を〈シャングリム〉へ連れていく」

「普通、騎士はゲームにのめり込んだりしないけどな」

「なっ……！」

　見るからにシオンは狼ろう狽ばいし、

「わ、忘れてくれと言っただろう！　……いじわるだな、君は」

　そう言い捨て、美麗な髪を揺らしながら立ち去った。

　嵐が去ったような静けさの中、フィーナが呟つぶやく。

「まさか、わたし以外に識さまを異世界に連れて行こうとする人が現れるなんて……」

「悪い奴やつじゃなさそうだけどな。少なくとも、律りち儀ぎではあるらしい」

　すっかり冷めたコーヒーを口に、シオンが座っていた席に目を向ける。……どうやら、シオンはフィーナの支払いは自分が持つ、という言葉を忠実に守ったようだ。

　テーブルの上には、スイーツバイキングの代金としては高価すぎる一枚の金貨が、ぽつんと置いてあった。




　外に出ると、空はもう茜あかね色いろに染まりつつあった。

「識さま、随分くたびれた顔してますね」

「そりゃ、色々なことがあったからな」

　しかし、それももう終わり。あとは帰宅するだけ──なのだが。

「最後に頼みたいことがある。これからある場所に来てほしいんだが、いいか？」

「なんですか、ある場所って？」

「この街で一番広い、人ひと気けがない場所。ゴライアスの時みたいに、他人を〈デプリベイション〉に巻き込むわけにはいかないからな」

「……まさか、またエルヴィが魔物を送り込んでくるんですか？」

「一概には言えないが、用心するに越したことはないだろ」

　識しきはフィーナと共に歩き出そうとし……ふと、気づく。識たちがいる歩道に植えられた、街路樹の下。そこに、一匹の四肢が短い犬がいた。

　犬はお座りの格かつ好こうで、つぶらな瞳を識に向けたまま、

「わんっ」

「わ、犬だ！　ほら、おいでおいで！」

　フィーナは顔を緩ゆるませながら手招きをする。とてとてと近寄った犬に、フィーナは思う存分体を撫なで、

「し、識さまっ！　もふもふですよ、もふもふ！　こんなに可愛かわいい生き物が存在して本当に良いのでしょうか!?」

「止やめとけよ。飼い主が見たら気を悪くするぞ」

「でも、この子満更でもないみたいですよ？　わたしのこと気に入ったのかも」

　いや、超嫌がってる。抵抗こそしないが激しいもふもふ攻撃にうんざりした顔をし、フィーナと目を合わせようともしない。

　けれど、フィーナは微み塵じんも気づいてないようで、

「どうしたの？　もしかして、飼い主とはぐれちゃった？」

　フィーナ自身、答えなど期待していなかったはずである。

　だが、まるでフィーナの言葉を理解したように、犬は首を動かし一点を見つめる。識もつられるように視線を移し……悪寒が背中を這はった。

　横断歩道の先にて、信号を待つ人の群れ。その中にこの犬の飼い主がいるのだと、識は一瞬で理解する。何な故ぜなら──、

　一人だけ、異様なほど耳の長い少女がいたからだ。

「あっ、識さまどこに行くんですか!?」

「放してくれ、もう異世界はたくさんだ！　思春期の男ならみんなファンタジーに憧れると思ったら大間違いだぞ、俺みたいに学園生活を送りたい奴やつだっているんだからな！」

　もういっそ全力で駆け出し、フィーナを振り切ろうか。そんな考えがよぎり、

「……あなたが、ヴィシャス・ハインライン？」

　いたいけな甘い声に、頭が真っ白になる。

　ぎぎぎ、とぎこちなく顔を動かすと……そこに、少女がいた。

　小さな女の子だった。背伸びをしてもフィーナの肩にも届かないに違いなく、触れれば壊れてしまいそうなほど華きや奢しやな体つき。宝玉のような瞳はぱっちりと大きく、頰ほおはふにふにと音を立てそうなほど幼さを残している。可か憐れんさを表したような、ワンピースのようなフリルの付いた衣服も相まって、さながら西洋人形ビスクドールのよう。

　しかし、何よりも特徴的なのは──繊細な金色の髪。そして、異国離れならぬ、異世界離れした長耳。

　感情が窺うかがえない透明な表情で、少女は言う。

「名前はアーシェ。アーシェは、あなたに会いに来たの──アーシェが生まれた世界、〈ヒンミィリア〉を救って欲しいから」

　果たして、その言葉が聞こえたかどうか。

　識しきは、頭こうべを垂れて跪ひざまずいたまま動かなかった。

「……？　あなたが、あの英雄なんだよね」

　無表情のまま、アーシェは首を傾かしげる。

「人間でありながら、神しん霊れいを倒して世界を救った少年──通称、〈最強の霊長類ゴリラ・オブ・ゴリラ〉のヴィシャス」

「馬鹿にしてるだろ。お前ら俺を馬鹿にしてるだろ！　何だよゴリラの中のゴリラって！」

　見ると、フィーナは顔を背そむけぷるぷると震えている。どうやらツボだったらしい。

「うん、やっぱりヴィシャスだ。ちょっとだけ、話を聞いて？」

「あーはいはい、分かりましたよ。でも、ここはまずい。いくらなんでも目立ち過ぎだ。……つーか、何でお前までそんな格かつ好こうしてんだよ。さっきの女騎士といい、お前ら自己主張が激しすぎるぞ」












　道行く人々は一人の例外もなく、アーシェに好奇の視線を向けていた。中には足を止め、アーシェに携帯を向けている者もいる。

「別に、アーシェは気にしないけど」

「頼むから、価値観の相違ってやつを理解して欲しいな。……ついてきてくれ」

「分かった。こっちだよ、ナイト」

　アーシェの言葉に応えるように、犬が一度だけ「わふ」と鳴く。

「あっ、その子ナイトっていうんですか？　可愛かわいいうえに賢いんですね！」

「……あげないよ？」

「そ、そんなこと思ってないですよ！　……羨うらやましいですけど」

　少女たちの声を背に、識しきは先導する。識が案内したのは、三人も並べば通れなくなるくらいの狭い路地裏だった。

　識は、ナイトを抱きながら室外機に腰を下ろしたアーシェへ尋ねる。

「本題に入る前に聞きたいことがある──お前、エルフだろ」

　エルフ。

　自然と共に歩み、争いを嫌う穏和な種族。どの異世界でも共通しているのは耳が長いことと、長命であること。

「ヴィシャスは、エルフ嫌い？」

「そんなことねえよ、むしろ種族差別するような連中の方が嫌いだ。あと、ヴィシャスっていうのは止やめてくれ。ここじゃ識って呼ばれてる」

「あ、わたしはフィーナです。ちなみに神しん霊れいやってます」

「うん。シキに、フィーナ」

　神霊ということに少しも驚いた様子を見せず、アーシェはこくりと頷うなずく。

「でも、その耳はまずいだろ。この世界じゃすぐに広まっちまうぞ」

「そう？　この世界だとエルフは架空の種族って聞いたけど。エルフっぽいとは思われても、本物のエルフだとは誰も思わないよ。……でも、シキが言うなら今度から隠す方法考えてみるね」

「あの、ちょっといいですか？」

　フィーナは何かを必死に思い出そうとせんばかりに、指でこめかみをぐりぐりとし、

「……もしかして、アーシェさんのフルネームはアーシェ・ウィニヴェルズム、ですか？」

「おいおい。アーシェの名前まで神界に響いてんのかよ」

「はい。……高名な生物学者なんですよ、アーシェさんは」

　その言葉には、異世界慣れしている識でさえ面食らった。

　多くの異世界の文化水準は地球の中世に酷こく似じしており、さらに魔術が存在するため自然科学は蔑ないがしろにされる傾向がある。無論、生物学も例外ではない。

「そこから先はアーシェが言うね。シキを〈ヒンミィリア〉に転移させたい根拠にも繫つながるから」

　アーシェは識しきを見つめながら、

「アーシェの世界にいる異種族を含めた人類は、もうすぐ滅亡するの。原因は、深刻な少子化による人口の低下──〈ヒンミィリア〉には女性しかいないから、子孫を残すことが出来ないの」

「……女しかいない？」

「深くは説明しないけど、理由は一〇〇年前にあらゆる生物の雄だけを殺す病気が蔓まん延えんしたから。今では人間種の出生率は、当時の一〇分の一を下回ってる。アーシェの国の総人口は一万くらい……このままだと一〇〇年後には、一〇〇〇を割っちゃうの」

「待ってくれ、男がいないんだから出生率も何もないだろ。どうやって──」

「魔術による人工受精」

　ぽつりと、アーシェは口にした。

「それが、フィーナがアーシェを知っている理由。アーシェのお母さんが魔術による遺伝子形成の基本構想を練って、アーシェがその方法を確立したから」

　識はただ啞あ然ぜんとするしかなかった。

　異世界での生物の誕生は、「神が創り出した」というのが通説となっている。それ自体はおかしなことではない。この世界の聖書にだってアダムとイブはいる。

　だからこそ、アーシェが何気なく口にした遺伝子という単語は、あまりに異様だった。

　つまり、アーシェの世界では地球でいうダーウィニズム──あらゆる生物の始祖は微生物であり、自然淘とう汰たによって生き残ったという進化論が根付いているということ。

〈ヒンミィリア〉は生物学の分野において、この世界のわずか一五〇年前の歴史を既すでに通過しているのだ。

「……驚いた。自然を信仰するエルフが、遺伝学を研究しているなんてな」

「エルフにだって科学者はいるよ。そして、科学者の本質は人間もエルフも同じ……未知を解明したい。ただ、それだけ」

　そこで、アーシェはナイトをぎゅっと胸に抱き、

「でも、アーシェにも分からないことはある。動物の人工受精はほぼ理想的だけど、異種族を含めた人類の場合、何な故ぜか女性しか生まれないの。だから──」

「ちょ、ちょっと待ってくださいっ！」

　沈黙を貫いていたフィーナが、突如慌てた声を上げる。

「あの、とても嫌な予感がするんですけど……〈ヒンミィリア〉には男性がいなくて、これからも生まれることもない。つまり、アーシェさんがこの世界に来た理由って──」

「それを、今言おうと思ってたの」

　アーシェは、迷いも逡しゆん巡じゆんもなく、断言した。

「シキには、〈ヒンミィリア〉にいるたくさんの女の子と性交──子孫を残して欲しいんだ」

「だ、ダメですよそんなのっ！」

　フィーナは不自然なくらい慌てながら、

「何人もの女性と関係を持つなんてふしだらです！　ほとんどの異世界でも、一夫多妻制は少数派なんですから！」

「それは、生きることに余裕がある人間の言葉だと思うよ。種を保つためには、出来るだけ多くの種を残す必要がある。それが生物の不ふ文ぶん律りつだから」

「で、でもっ！　別に識しきさまじゃなくてもいいですよね!?　何なら、わたしが他の男の人を探しますから！」

「それは駄目だよ。〈ヒンミィリア〉では魔術が使える人間が減ってるから、アーシェはシキを選んだの。……フィーナだって、シキがどれだけ特異な存在なのか知ってるよね。本来、人間種としては有り得ないほどの魔力を宿してる。だから、アーシェの世界を変えるためにはシキの遺伝子が必要なんだ」

「うぅ～……！　識さま、何とか言ってやって下さいよ！　異世界嫌いなんですよね!?」

　頰ほおを上気させながらフィーナは叫ぶ。

　識は腕を組み、大量の汗を浮かべながら固まっていた。

「なに迷ってるんですか！」

「安心しろ、俺の心は至って冷静だ。答えは最初から決まってるからな」

「シキ、目が泳いでる」

「俺の心は至って冷静だ！」

　識は子どものように反論するが、説得力は皆かい無むだった。

　実をいえば、異世界から帰ってきて後悔していることが一つだけある。

　今でこそ、最後に女子生徒と会話したのが半年前、おまけに内容が「あ、いたんだ」だったのをはっきりと覚えている識だが……あのまま異世界にいれば、間違いなくモテたはずなのだ。なんせ、英雄と呼ばれた男なわけだから。

　……だが、それでも識は、この世界を離れる気はなかった。

「すまないが、俺はアーシェの世界に行くつもりはない。アーシェも魔導具で異世界転移したんだろうし、この世界にも魔力を持っている人間はいるはずだろ？　そいつらに声をかけてくれないか」

「……理由を聞いてもいい？」

「俺は恋がしたいんだ──一人の女の子を、心から好きになってみたい」

　一切の恥じらいもなく、識しきは力強く言い切った。

「ドラマチックなことなんかいらない。一緒にいるだけで幸せで、他た愛あいないことで喜びを分かち合って、気づいたら好きになってる。……そんな何ど処こにでも転がってるような恋愛を、俺はしたことがないんだよ」

　それが偽らざる識の本音である。ハーレムという男の夢に溺おぼれてみたい気持ちもある。しかし何よりも、ただ純粋に平凡な恋に落ちてみたかった。

「……アーシェには理解出来ないよ。恋愛なんて感情、生殖活動には必要ない」

「そうかもな。お前の世界には異性がいないんだから、分からないのも無理はねえよ」

「……でも、そっか」

　アーシェはナイトを見下ろしながら、「うん、決めた」と小さく口にする。

「実はね、シキに〈ヒンミィリア〉に来て欲しい理由がもう一つあるんだ」

「何言っても俺の意思は変わんねえと思うが、一応言ってみな」

「アーシェはシキの赤ちゃんが欲しいの」

　ごん、と識とフィーナは壁に頭をぶつける。

「シキの魔力は、異世界の中でも桁けた外れなんだよね。アーシェとシキなら、歴史を変えるくらい優秀な子どもが生まれると思うんだ」

「アーシェさんっ！　そ、そんな非常識な……！」

「大丈夫」

　アーシェは顔色一つ変えず、ピースサインをつくる。

「人間とエルフでも、ちゃんと子どもは身み籠ごもるから」

「そういうこと言ってるんじゃありませんっ！」

「だからね、シキ」

　アーシェは、ナイトを腕に抱えたまま、表情のない顔で識を見つめる。

「恋をしたいなら、アーシェが叶かなえてあげる──アーシェに、どきどきして？」

「う、ぐっ……！」

「すとっぷ！　残念ながら、識さまはわたしの世界に来るんです、〈ラグナロク〉の魔王を倒すために！」

「……？　フィーナは女神だよね？　どうして、自分で世界を救わないの？」

「あーっ！　アーシェさんもシオンさんと同じこと言うんですか!?　ひどいです、アーシェさんまでわたしを馬鹿にしてるんだ！」

「そんなことないけど……じゃあ、妥協案として今すぐシキと子づくりするので良い？　それだけで最低限の目的は果たせるから」

「止やめてくださいなんで服を脱ごうとしてるんですか!?　それもいけません！」

「どうしてシキと性交しちゃ駄目なの？」

「だ、だって……とにかくっ！　ダメなものはダメなんです！」

　フィーナとアーシェは言い争いを始める。が、放心状態の識しきの耳にはまるで届かない。

　識の脳裏に浮かぶのは、三人の少女たち。魔王を倒してくれと懇願する女神。共に戦場に立つことを夢見る女騎士。子孫を残して欲しいと願うエルフ。

　その三人の少女たちは、口を揃そろえてこう言うのだ──世界を救ってくれ、と。

　幸せだった平凡な日々が崩れていく音を、識は確かに聞いた。





　　◇






　織おり原はら識は英雄である。それは動かし難い事実だ。

　しかし、そんなことこの世界では全く関係ないのである。魔術もなければ魔物もいない現代においては、普通の学生でいられた。まあ、ぼっちかつパシリである時点で普通ではないのだが、それでも識は十分だった。

　それなのに、通学中の生徒たちが一様に識を見ているのは、どういうことなのか。

「…………………………」

　フィーナたちと出会った翌日。識はどんよりとした顔で、いつもの通学路を歩いていた。

　社会的に見れば、フィーナのおかげでゴライアスの存在は隠蔽を果たせた。しかし、織原識という男子生徒があのバケモノを倒した、という記憶は生徒たちに刻まれたままだ。その証拠に、みんな識を怪け訝げんな目で見ている。

「……いつまで続くんだよ、これ」

　毒づきながら昇降口で上履きに履き替え、二年Ｃ組の前に立ち、一度だけ深呼吸。

　扉を開けると、教室中のクラスメイトが一斉に、強こわ張ばった表情を識に向けた。しかし、直後にはほとんどの生徒が何事もなかったかのように振る舞い始める。触らぬ神に何とやら、である。

　識は胸の中で嘆たん息そくする。本当は、心の何ど処こかで期待していたのだ。誰かに昨日の出来事を話すことをきっかけに、その生徒と仲良くなれるかもしれない、と。

　識はいつも通り、パッシブスキルと化した隠密ステルスを発揮し席に着き、日課となりつつある寝てるふりをする。貫かん禄ろくさえ感じるほど見事な噓うそ寝っぷりだった。

「なあ、あいつだよな、昨日校庭にいた巨人ぶっ飛ばしたのって」

「……やっぱ、ナナ先生が言ってたのマジじゃねえの？」

　ある男子生徒たちの会話に、識は机に突っ伏したまま耳をそば立て、

「俺ら、集団幻覚起こしてたんだよ。ほら、進級した影響で全校生徒が緊張状態になってなんちゃらかんちゃらって言ってたじゃん」

「……だよなあ。巨人がいたってことすら信じられないのに、あいつが倒したっていくらなんでもな」

　かっ、と識しきは目を見開いた。

　考えてみれば、自然なことかもしれない──物的証拠が何一つないのに、ぼっちの高校生が巨人とタイマンしたなど誰が信じるだろう。幻を見ていたというのも荒こう唐とう無む稽けいではあるが、もはやそれでしか説明がつかない。

　今でこそみんな半信半疑だが、このまま識がボロを出さなければ、やはりおかしいのは自分たちだったのだと納得してくれるだろう。

　──よっしゃあああああぁぁ……！

　胸の内でカッツポーズをする。まだ、希望は潰ついえていない。

　識は英雄などではなく、今まで通りのぼっちのパシリでいられるのだ。




　そんな数分前の期待は朝礼の時間に粉々に砕け散った。

　黒板にはでかでかとこう書かれてある。

　──フィーナ・アークトゥリー。

「はじめまして！　今日転校してきました、フィーナっていいます！　フィーはミルフィーユのフィーで、ナはナタデココのナです！」

　元気よく挨拶するフィーナを、生徒たちはぽかんと眺めていた。

　その中で二人だけ、他と違う反応をする人物がいた。一人はとある男子生徒で、「ああ、『天使エンジエル』……」と感極まったように両手を組んでいる。

　そしてもう一人こそが、魂が抜けたように天井を仰ぐ識である。

　ナナ先生は、困った表情で生徒たちを見回し、

「えっと、急なことで驚いたと思いますけど、彼女が転校生のフィーナさんです。以前は外国にいたそうですが、御両親の仕事の都合で最近日本に移住したみたいで……」

　そんなもん噓うそに決まっていた。大方この学校の校長に心理操作マインドコントロールの魔術を施し、無理やりこのクラスへ編入したのだろう。それしか考えられない。

　恐らく、フィーナの魂胆はこうだ──シオンとアーシェを出し抜いて、識を異世界へ連れて行く。そのために、識と親密になろうとしているのだ。

　……しかし、そうなると一つの疑問が生まれる。

　いったい、どうやって転校してきたのだろう。フィーナは、神域魔術アイテールしか使えないはずなのに。

「じゃあ、フィーナさん。空あいてる席に座ってください」

「分かりました！　みなさん、よろしくお願いしますね！」

　しかし、誰一人としてフィーナに拍手を送らなかった。

　当然の反応である。昨日、フィーナが校庭にいたことは大勢の生徒が目撃している。巨人の件と関係があるのは、疑いようがない。

　その後朝礼が終わるが、見えない堀があるかのようにフィーナは孤立していた。だが、何を考えているのか、当の本人は周囲へにこにこと笑顔を振りまいている。

　そこに、一人の勇者が現れた。

　ある女子生徒が、フィーナに話しかけたのだ。

「ね、ねえ、フィーナさんって言うんだよね？　日本語、大丈夫かな？」

「もちろんですよ！　それで、どうしたんですか？」

「えっと、いきなり変なこと聞いて悪いんだけど……」

　その時、識しきを含む他の生徒全員が、フィーナたちの会話に耳を傾けていた。

　識は素知らぬ顔をしながらただひたすらに祈る。頼む、下へ手たなことは言わないでくれ。俺の青春を壊さないでくれ……！

「フィーナさん、昨日私たちの学校にいたよね？」

「ええ、そうですよ」

　勢いよく識は立ち上がった。止めなければ。多少乱暴なことも仕方がない。何としてでもフィーナの暴挙を阻止し、この教室から連れ出さないと──

「だって、昨日は荒あら垣がき高校の下見に来てましたから」

「……えっ？」

「初めての学校ですから、遅刻しないように通学路くらい覚えときたいじゃないですか～。それがどうかしたんですか？」

「あ、その、フィーナさんは巨人に追いかけられてたんじゃ……？」

「巨人？　なんですかそれ？　えっと、もしこの国の冗談ならごめんなさい。わたし、そこまで日本に詳しくなくて……」

「……あ、あははっ！　そうだよね、そんなわけないよね！　ごめんね、訳分かんないこと聞いちゃって！」

　女子生徒の安あん堵どが伝でん播ぱするように、教室中の張り詰めた雰囲気が緩ゆるむ。生徒たちが苦笑いを浮かべるなか、識は全身の力が抜け席に腰を下ろした。

　フィーナが持つ天てん真しん爛らん漫まんさに惹ひきつけられたのか、一人、また一人と女子生徒が会話に加わっていく。この調子なら、クラスに溶け込むのもあっという間だろう。

　異世界の女の子よりコミュ力が低い自分ってどうなのよ……と悲観もするが、なんにせよ、穏便に事が済んで良かった。

　識がほっと息をつくと同時に、始業のチャイムが鳴る。フィーナが編入してきたことは予想外だったが、どう対処するかは授業中にでも考えられる。識は思案に暮れながら指でペンを回し、




　──……すか。……えますか。




「…………？」

　ふと、声が聞こえた──というより、感じた。

　識しきは耳ではなく神経を研ぎ澄まし、それがフィーナの声色であることを理解する。

　──聞こえますか、英雄よ。今、あなたに語りかけています。

　こいつ、直接脳内に……！

　多分、神域魔術アイテールの一種だろう。識は心の中だけで言葉を返した。

　えっと、なんでしょうか。

　──識よ、よくお聞きなさい。現在、〈ラグナロク〉に危険が迫っています。世界を救うことが出来るのは神に選ばれた戦士である、あなたしかいません。

　そんなことより、どうしてここにあなたがいるんですか。転校する気はないって昨日俺に言いましたよね？　その辺りはどうお考えなんですか？

　──記憶にございません。全て秘書がやったことです。

　政治家みたいな逃げ方しないでください。っていうか秘書ってなんですか。

　──あなたは我々にとって希望の光。魔王と戦うことこそが、あなたの宿命です。

　散々言いましたけどね、フィーナさん。俺は……、

　──わたしはフィーナではありません。熾し天てん使しフィナリエルです。

　誰ですかそれは。

　──さあ、今こそ旅立ちの時です！　立ち上がりなさい、織おり原はら識よ！

　すいません、もう異世界行きたくないんです。他を当たってもらえますか。

　──いや、ちょっと。ほんとに何言ってるんですかあなたは。

　異世界には嫌な思い出があるんで、あんまり足を運びたくないんですよ。

　──空気読んでくださいよ。普通断らないでしょ。こんな風に直接語りかけられたら異世界行くのがお約束ってもんでしょ。

　そんなこと言われましても……。

　──大体、識さまは英雄としての自覚がなさすぎです。いつもいつも駄だ々だこねてばっかり。そんなんだから……、

　あ、校庭に子犬がいる。かわいいなあ。

「どこどこっ、どこにいるんですか!?」

　頰ほおを上気させながら、威勢良くフィーナが立ち上がった。窓の外を見ようと爪先立ちをし……やっと気づいた。

　教壇に立つ教師、それにクラスメイトたちが、フィーナの奇行に呆あつ気けに取られていた。

「……すみません」

　おずおずとフィーナは席に着き、一度だけ恨めしそうに識しきに振り返る。余程恥ずかしかったのだろう、顔が真っ赤だ。

　しかし、識はつんとした顔でそっぽを向くだけであった。




　フィーナが識の許もとを訪れたのは、昼休みに入った直後のことだった。フィーナは不満そうに口を尖とがらせ、教科書を仕し舞まう識を見下ろす。

「謝罪を求めます。わたしは識さまのせいで辱はずかしめを受けました。何か甘いものをくれたら許してあげましょう」

　……さて。

「えっと、何のことかな？　フィーナさんの言ってること、良く分からないけど」

　識がフィーナに向けるのは、眩まぶしいくらいの笑顔。

　フィーナは、まるで未知の物体に出会ったが如ごとく、かちこちに固まった。

「え……えっ？」

「それで、用件はそれだけかな？」

「あ、いえ。さっき友達からご飯に誘われたので、折せつ角かくだから識さまもどうかなって……」

「ごめん、先約があるから今日は駄目なんだ。でも、購買くらいは案内してあげるよ」

　立ち上がり教室を出る。フィーナと顔見知りなのが信じられないのかクラス中の生徒が啞あ然ぜんとした顔で識を見つめていた。

　識は一階まで降りると、人ひと気けのないところでフィーナに向き直り、

「お前な、さも当たり前みたいに転校してくるなよ。しかも速攻で友達つくりやがって。羨うらやましいぞこら」

　先程の爽やかな笑みから一転、不機嫌そうに目を細める。

　そのときのフィーナの表情といったら。鳩はとが豆鉄砲を食ったら、本当にこんな顔をするかもしれない。

「……あの、昨日から思ってたんですけど、識さまって子どもの頃のトラウマとかありますか？　もしくは、急に記憶がなくなったりとか」

「多重人格じゃねーよ、さっきのは演技だ。この高校じゃ、受けの良い好青年を目指してるからな」

「そうなんですか？──そっか。だから、わたしと初めて会ったとき……」

　得心がいったようにフィーナが頷うなずく。気のせいだろうか、その頰ほおはわずかに赤くなっているように見えた。

「でも、なんでそんなことを？」

「……お前、俺が授業の合間に何してたか知ってるか？」

「えっと……寝てましたね、ずっと」

「正確に言えば、寝てるふりをしてた。俺はぼっちだからな、やること何もないからああやって時間を潰つぶすしかないんだよ」

「……友達、いないんですか？」

「おいなんだ、その雨に濡れた捨て犬を見るような眼まな差ざしは。……俺だって必死なんだよ。少しでも理想の学園生活に近づくためにな」

　そして、フィーナの転入は識しきにとって悪影響になりかねない。

「だから、この学校では俺のことは知らないふりをして欲しいんだよ。少なくとも、例の件が完全に風化するまではな。あと、その識さまって呼び方もまずいから止やめてくれ」

「えー、そういうわけにはいきませんよ。だって、識さまは〈ラグナロク〉を救ってくれる英雄──」

　そこで、急にフィーナは考え込み、

「……ちょっと待ってください。さっき、先約があるからご飯は食べれないって言ってましたよね、友達がいないのに」

「んなもん噓うそに決まってんだろ。目立つ行動は避けたいんだよ」

「だったら一緒に食べましょうよ、人の目を気にするなんて変です！」

「あのな、お前俺が言ったこと分かって、」

　言葉はそこで途切れた。ポケットの中で携帯が震えることに、気づいたからだ。

　慌てて識は液晶画面を見つめる。そこには、たった一言だけのメッセージ。

　一人で来い──差出人は学校一のイケメン、隼しゆん也や。

「あっ、識さまどこ行くんですか!?」

「用事が入った！　飯なら他の奴やつと食ってくれ！」

「待ってください、話はまだ終わってないですよ！」

　走り出した識の後をフィーナが追いかける。が、識が突然立ち止まり、その背中にフィーナは衝突し「わぷっ」と声をもらす。

「いいかフィーナ、よく聞けよ。お前は俺が目的でこの学校に来たかもしれないが、そんなの関係ねえ。全世界のぼっち代表としてこれだけは言わせろ」

　鼻の頭を押さえるフィーナへ、識は真剣な眼差しを向ける。

「転校初日ってのは、友達つくるのに一番大事なんだ。食事なら俺とじゃなくて、クラスメイトとして交流を深めろ。……俺みたいな生徒にだけは、絶対になるな」

「……識さま」

　フィーナの呟つぶやきを最後に、識は再び走り出した。

　隼也は場所を指定していなかったが、それはあえて書く必要がないからだ。隼也が望んで識と言葉を交わす空間は、一つしかない。

　識は空あき部室のドアをノックし声をかける。鍵が外され扉が開くと、案の定、中では隼也、そして数人の男子生徒が弁当を広げていた。

　隼しゆん也やを中心とした生徒たちは、不快そうに識しきを睨にらんでいる。ただ一人、宗そう侍じだけが吟ぎん味みするような視線を向けてきた。

「やあ、識。よく来たね、君に話があるんだ」

「……あの。俺、何か気を悪くするようなことしましたか？」

「不愉快な理由は二つある。一つは、昨日の幻覚のことさ」

　隼也は識に詰め寄り、胸に人差し指を突き立てる。

「ほら、君みたいな男がよく想像するだろ。学校に立て籠こもったテロリストを倒して学校のヒーローになる、みたいな気持ち悪いことをさ。どうして、僕たちがそんな胸むな糞くそ悪い妄想に巻きこまれなきゃいけないんだ？」

　やはり、隼也も幻覚だと思っているらしい。なにせ識は隼也の忠実なパシリなのだ。この学校で昨日の出来事を最も信じていないのは、彼なのかもしれない。

「でもそれはもういいんだ、あまり深く考えたくないしね。一番気に入らないのは、フィーナさんのことだよ」

「……フィーナさん、ですか？」

「あの娘こはなかなか上物だよ。少し子どもっぽいところは好みから外れるけど、外国人ってだけで相当価値がある。……なのに、だ。信じられないことに、識はあの娘と知り合いみたいだね」

　隼也の目つきが、一層険しくなる。

「身の程を知れよ。僕たちはいいけど、フィーナさんが可哀かわい想そうだろ？　君みたいなゴミと会話しなきゃいけないなんてさ」

　どうやら、隼也はフィーナのことを気に入ったらしい。それほど、フィーナの容姿が優れているということなのだろう。それは識さえも認めている。

「……すみません。出来るだけ関わらないようにするんで、許してくれませんか」

　識は素直に頭を下げる。もとより、学校ではフィーナを避けるつもりだった。

「へえ、意外と物分かりがいいんだ。でも、それだけじゃ僕たちの気が収まらないんだよね。……だから、一つ提案があるんだ」

　にっこりと、隼也が微笑ほほえむ。

「君、フィーナさんの持ち物を盗みなよ。そうだな、出来れば体操服とかが良い。僕らが君を犯人だってバラせば、彼女は幻滅するよね。君はフィーナさんに土下座しながらこう言うんだ。ごめんなさい、俺はフィーナさんの持ち物を盗んだ変態ですって」

「……あの、それだけは許してくれませんか。流石さすがにキツすぎます」

　べちゃり、と識の肩に気味の悪い感触が広がる。

　男子生徒の一人が投げた食べかけの弁当箱が、床に転がった。

「識しき、なに隼しゆん也や君に口答えしてんだ！　てめえは黙って言うこと聞いてればいいんだよ！」

　声を荒げた生徒に、隼也は薄く笑い、

「ほんとだよね。いいかい識、提案とは言ったけど君に拒否権なんてないんだよ。そんなことも分からないくらい頭悪いのかな？」

　しかし、識は床に散乱する弁当を見下ろしたまま、何も答えない。

「ねえ、返事くらいしなよ」

　隼也が識の髪の毛を無造作に摑つかみ──不意に、ドアノブが動いた。

　次いで聞こえてきたのは、少女の声。

「あのー、すみません。誰かいるんですよね？　いま、識って聞こえたんですけど」

　フィーナだった。

　隼也は先ほど大声を出した男子生徒を一いち瞥べつし、舌打ちをする。その苛いら立だたし気な表情に、男子生徒の体がビクンと跳ねた。

　しかし、怒りたいのは識も同じだ……きっと、フィーナは識を探していたのだろう。識の忠告を無視し、一緒に食事をするために。

　隼也は居留守を決め込むことにしたのか、身動き一つしない。フィーナはしばらく扉を叩たたいていたが、やがて静かになり、遠ざかっていく足音が聞こえ、

　誰かが止める間もなく、宗そう侍じが鍵を外し扉を開けた。

「……宗侍、お前」

「文句あるかよ。識はここにいるんだから、教えてやるのが筋ってもんだろ」

　素っ気なく言い捨てた宗侍に、隼也が溜ため息いきをつく。ハンカチを取り出し識の肩を拭ぬぐい、落ちた弁当箱を料理もろとも隅へ蹴りのけた。

「なんだあ、やっぱりいるじゃないですか。……あ、あれ？　もしかして、お取込み中でした？」

　部屋へ入ったフィーナに、隼也は型通りの笑みをつくる。

「そんなことないよ。どうしたのかな？」

「えっと、識さまのこと探してたんです。他の女の子と一緒にご飯食べるので、識さまもどうかなって」

「……識さま、ね」

　ほんの一瞬だけ、隼也の瞳に怒りが宿るのを識は見逃さなかった。

　──このアホ、その呼び方は止やめろと……！

　とにかく、これ以上フィーナと隼也に話をさせてはいけない。素直にフィーナの言葉に従おうとし……しかし、先に行動を起こしたのは隼也だった。

「でも、止めた方がいいんじゃないかな。フィーナさん、転校していきなりクラスメイトに嫌われたくないでしょ？」

「……えっ？」

「識しきはあまりみんなに好かれてないんだ。そんな奴やつ連れていったら、みんな困っちゃうと思うよ」

「……それが良く分からないんですよねえ」

　フィーナは顎あごに指を当てながら、

「識さまって、わたしから見たら紳士的に見えるんですよ。なのに、友達が一人もいないっていうのは、ちょっとおかしくないですか？」

「はは、紳士的か。まあ、今は多少識もマシになったから、フィーナさんがそう思うのも仕方ないかもしれないけど」

「どういうことですか？」

「識は他人との距離感が分からないんだよ」

　過去の自分の行いが脳内に蘇よみがえり、識は拳を固く握る。

　それは、今までずっと忘れようとしていた、忌いまわしい記憶だ。

「例えばさ、こんなことがあったんだ。クラスであるバンドが流は行やってるけど、自分は知らないから会話の輪に入れない。さて、フィーナさんならどうする？」

「えーっと……一曲くらいは、聴くと思います。」

「識の場合、度が過ぎてるんだよ。……こいつ、曲だけじゃなくてそのバンドのアルバム全部揃そろえるんだ」

「はい？」

「それだけじゃない。ライブ映像やグッズも買かい漁あさって、ファンクラブに入会して、ネットでメンバーの来歴を完全に暗記するんだよ。たった一日で。ほんと、気持ち悪いよね」

「……識さま、そんなことを」

　止やめろ、何な故ぜそんな冷めた目でこっちを見る。

　言い訳をすれば、異世界から帰ってきたばかりの識は異常だったのだ。とにかく友達が欲しくて、がむしゃらだった。

　それが原因で、周りはドン引きしていたというのに。

「あと、他人の制服をちょっと汚しただけで弁償したってこともあったかな。大きさが分からないからって全サイズ買うのは、やりすぎだよね」

「まあ、確かにどうかとは思います……けど、識さまにだって良いところはあります。友達になってくれる人がいたって良いじゃないですか」

　違う、フィーナは何も分かっていない。入学時にイタい事件を起こすのが高校生にとってどれだけの大惨事になるか、知らないのだ。

　あいつは変人だと噂うわさされ、誰もが過剰なまでに避け、気づけば識の居場所などなかった。

「フィーナさんって、こんな奴にも優しいんだね。でも、気を付けた方が良いよ。人間なんてそう簡単には変わらないんだから」

　隼しゆん也やは自分の頭を、とんとんと軽く叩たたく。

「こいつ、ここがおかしいんだよ」

　それは隼也なりのジョークだったかもしれないし、あるいは識しきの悪印象を抱かせようという意図があったのかもしれない。

　しかし、

「……なんですか、それ」

　フィーナは、今まで見たことがないほど、怒りを露あらわにしていた。

「何もそこまで言うことないじゃないですか。識さまだって必死だったんですよ。平凡な高校生に憧れるのが、そんなにいけないんですか？」

「もしかして怒っちゃった？　ごめん、謝るから許してよ」

「頭を下げるなら、わたしじゃなくて識さまにしてください」

「……はっ、勘弁してよ。なんでこんな奴やつに」

　ぶち、という音が、フィーナから聞こえた気さえした。

　フィーナは嚙かみつくように、隼也へ敵意を向けながら、

「全然反省してないじゃないですか！　あなた一体何様のつもりなんですか、さっきから識さまのこと馬鹿にして！」

「フィーナさんこそ、こんな奴のためにムキになりすぎだよ」

「それですよ！　ずっと気になってましたけど、識さまのことこんな奴とか失礼な呼び方してるじゃないですか！　はっきり言ってすっごくむかつくんです！　いいですか、識さまはあなたなんかよりよっぽど凄すごい人なんですよ！」

「おい、止やめ──」

「識さまは、異世界を救った英雄なんですからっ！」

　──言いやがった、こいつ……！

「はあ？　急にどうしたの」

「昨日だってゴライアスを素す手でで倒したんですよ！　あなたに出来ますか？　いーえ無理ですね！　泣き叫んで逃げ回るのがオチでしょう！」

「あー、フィーナさん落ち着こっか。っていうか、ここから出て一緒に飯食おっか。そのために来たんだしね？　ねっ!?」

「もうそんなのどうでもいいですよ！　そもそも、どうして識さまはこのへらへら野郎に言われ放題なんですか！　エルヴィの時みたいに喧けん嘩か売ってくださいよ！」

「それ以上は本当にやばいから。とにかく出よう、マジで！」

　識はぐいぐいとフィーナを押し出そうとする。が、乱暴にならないよう識が手加減しているために、二人はその場で押し合いになる。

　流石さすがに見かねたのか、男子生徒たちが識しきとフィーナを羽は交がい絞じめにし引き離した。フィーナが外へ連れ出され、扉が閉まる。

　が、それでも口論は止まらない。

「いいですよ識さまが何もしないならわたしが殴りますから！　別に女神でも構いませんよね、これも神罰ですよ、神罰！」

「そういう単語口にするんじゃねえよ！　ははーん、てめーさてはあれだな。俺の青春ぶっ潰つぶすために転校してきたんだろこの馬鹿！」

「馬鹿って言った、今わたしのこと馬鹿って言った！　良かったですねここが〈ラグナロク〉じゃなくて！　もし信者さんがいたら識さま私刑リンチにあってますよ！」

「頼む！　お願いだから、少し黙ってくれ……！」

「黙るのは君の方だよ」

　隼しゆん也やは、情け容赦なく腹部に拳を打ち込んだ。

「正直、がっかりしたよ。外見はかなり良いけど、頭の中はお花畑みたいだね。あんなイカれた女なら、君と波長が合うのも納得かな」

　うんざりした顔で隼也は吐き捨て……その表情が驚きよう愕がくに強こわ張ばる。

　さもありなん。いつもなら、痛みに呻うめくはずの識が──何ごともなかったかのように、平然とフィーナとぎゃーぎゃー言い合ってるのだから。

「な……っ！」

　動揺に顔を歪ゆがめながら、隼也は殴る。殴る殴る殴る殴る殴る──、

「大体な、飯なら他の奴やつと食えって言ったじゃねえか！　これでも俺はお前のこと心配してたんだぞ！　そりゃお前は俺より社交性あるかもしれねえけどさあっていうかさっきから鬱うつ陶とうしいんだよボケェ！」

　識の渾こん身しんの前蹴りが、隼也のどてっぱらにぶち込まれる。

「げがっ！」

　蛙のような唸うなり声と共に、勢い激しく吹っ飛ぶ。識は微み塵じんも魔力を熾おこしていないのに、老朽化したドアは容易たやすく壊れ、隼也は扉と共に外へと転がり出た。

「しゅ、隼也君！」

「…………あ」

　男子生徒たちが隼也に駆け寄り、やっと識が我に返る。

　隼也は腹を押さえながら、息も絶え絶えに半身を起こし、

「な……なん、で。あれだけ、殴ったのに……」

「……殴る？」

　その言葉に気づいたのか、識は自分の体をおもむろに見つめ、

「──ぐっ！　うう、はあ、はあ、はあ……」

　今さら、苦しそうに喘あえぎだした。

　しかし、隼しゆん也やもフィーナも硬直したままだ。識しきはぴたりと演技を止やめ、

「……誤ご魔ま化かせねえよな、やっぱ」

「ど、どういうことだ……!?」

「いや、今まで騙だまして悪かったけどさ……別に、何ともなかったんだよ」

　識は気まずそうに笑いながら、

「ほ、ほら、殴られてぴんぴんしてたら、隼也たち引くだろ？　だから、適当に痛がってるふりしてたんだけど……」

　それも当然だ。識は数え切れないほどの死線を越えてきた男──並なみ大たい抵ていの痛みには、耐性が出来ている。

「だってさ、隼也たちは俺をパシらせてくれてたわけだろ？　俺としては、有り難かったんだよ。……だからさ、」

　識は隼也に歩み寄る。だが、一歩近づく度に、隼也は腰を抜かしたまま後ずさりをする。まるで、捕食者から逃げる哀れな獲物のように。

「ひっ……！　く、来るな。何なんだよ、お前……！」

　怯おびえる隼也を落ち着かせるためか、識はにっこりと満面の笑みを浮かべ、

「今回の件は水に流して、今まで通りパシリとしてこき使ってくれよ。なっ？」

　この瞬間、隼也の恐怖は極限に達したものと思われる。

「──うわああああああああああ！」

　隼也は醜いほどに顔面を歪ゆがめ、ばたばたと逃げ去った。その後を、悲鳴を上げながら男子生徒たちが追いかける。

「なっ！　お、おい！」

　識は手を伸ばすが、その姿は既すでに消えていた。

　言葉を失くす識に、フィーナは清すが々すがしい顔をして、

「いやー、お見事ですよ識さま！　見ましたかあの逃げっぷり！　ぷぷぷ、傑作ですよ！」

「────だよ」

「えっ？」

「……何してくれるんだよ、お前はあ！」

　識は切実な表情で、フィーナの両肩に摑つかみかかった。

「え、ええっ!?　何で泣きそうな顔してるんですか!?　だって、きっとあの人、これから識さまに怯えながら暮らすことに──」

「だから困ってるんだよ！　考えてみろよ、パシリのぼっちがパシリじゃなくなったら、ただのぼっちになるだろっ!?」

　何な故ぜ、識が今まで隼也に刃向かわなかったのか。理由はその一点に集中する。

　識しきは、誰もが嫌うパシリというポジションに自ら望んでついたのである。

　客観的に見てみじめであることは識も理解している。しかし、パシリとはまさにいじめられっ子の代名詞。学生ならではの特権だ。

　渇いた学園生活を送る識にとっては、パシリすら青春の一ページだったのだ。

「ちくしょう、俺はこれからどうすれば……」

　絶望に打ちひしがれ──突如、識は思い出したように、空あき部屋にいる宗そう侍じに振り返る。

　宗侍は腕を組み、歯を食いしばり識を見つめている。まるで、逃げ出したいが男としてのプライドが許さず耐えているような、そんな姿だ。

　識は亡者の如ごとき表情で懇願する。

「頼むよ、宗侍。俺をパシらせてくれ……俺を、見捨てないでくれ」

　宗侍にとって、どれだけその光景が異常に見えただろう。隼しゆん也やなどいつでも半殺しに出来た少年が、パシリを求めている。何か裏があると考えるのが自然なほど、不気味という他ない。……だが、

　宗侍という男は、隼也より遥はるかに度胸があったらしい。

「──クソっ！　分かったよ！」

　ヤケになったように叫び、宗侍は識の手に一〇〇〇円札を渡す。

「肉まんと適当な飲み物、あとチャンピオン買ってこい！　釣りはいらねえよ！」

「……宗侍」

　くしゃり、とお札を握る。

「絶対、五限目までには渡すから！」

「あ、じゃあわたしはうさぎさんのムースケーキとカフェラテＬサイズで」

「お前は自分で買えよっ！」

「じょ、冗談じゃないですか、待ってくださいよお！」

　識は駆け出し、追いてかれまいとフィーナもついてくる。

　直前、背後で微かすかに、「……変な奴やつだ」という宗侍の呟つぶやき声が聞こえた。

「ねー、識さま～。パシるついでに世界救いに行ってくださいよ～」

「頼むから、俺に普通の青春を送らせてくれ……！」

　識は全力を出し、フィーナを振り切ろうとしたが、

「あのな、フィーナ」

　息など少しも乱れていないのに、識は目を伏せる。

　精一杯勇気を振り絞り、やっと、風に消えそうなくらい小さな声を零こぼした。

「……ありがとな、隼也にキレてくれて。すごく、嬉うれしかった」

「……えっ？」

　フィーナが、耳まで赤くなった識を見つめる。

　やがて、花が咲き零こぼれるような笑顔になって、

「識しきさま、よく聞こえませんでした！　もう一回、もう一回だけ言ってください！」

「だーっ！　お前分かって言ってるだろ！」

　速度を上げる識を、フィーナが楽しそうに追いかける。

　少しだけ、ほんの少しだけだが。

　フィーナがこの世界に来てくれて良かったかもな、と胸中で呟つぶやいた。





　　◇






　昼休みを終え、午後の授業と学校の清掃をやっつけたなら、残るイベントは一つだ。

　即すなわち、終礼である。

「みなさん、お喋しやべりはもう止やめてくださいね～」

　ナナ先生の言葉に、生徒たちがそれぞれの席へと戻っていく中で、識はフィーナの席へ視線を送る。

　学校が終われば、後はただ帰るだけである。となれば、フィーナは間違いなく識を下校に誘うだろう……が、識としては困るのだ。一緒にいるのが苦痛なわけではないが、異世界に金こん輪りん際ざい関わるつもりはない以上、出来るだけフィーナと接点は持ちたくない。

　だから、識はずっと断る理由を考えていたのだが──それは徒労に終わった。

　終礼になっても、フィーナの席は空っぽのままだったのだ。

「あれ、フィーナさんがいませんね。もしかして、教室の場所が分からないのかな……？」

「はーい、ナナせんせー。フィーナちゃんなら先に帰っちゃいました。なんか、急用があるみたいですよ？」

「そうなんですか？　……こういうのあんまり良くないんだけど、まあいっか。じゃあ、このまま始めましょうか」

　マジか、と識は内心で呟いた。

　そのまま終礼が終わり、識は釈然としないまま帰宅の準備をし家路につく。いつもの帰り道を歩きながら、しかし、識の胸騒ぎは治まらない。

　転校までしてきたフィーナが、本当にこのまま識を放っておくだろうか？

「いや、でもあいつまたスイーツキングダムスイキン行っただけかもしれないし……そうだよな、あいつだっていい加減諦めてるよな」

　自分に言い聞かせるように頷うなずき、二〇分かけて自宅であるアパートに到着した。

　ムーンライトパレス荒あら垣がき。それが、識が一人暮らしをするアパートの名だ。

　ちなみに、識が天てん涯がい孤こ独どくの身だから自立しているわけではなく、両親は二駅離れた実家で元気に暮らしている。その二人に、識は「青春っぽい環境で過ごしたい」と自ら一人暮らしを望んだのだ。異世界に行く前、識しきは引きこもりだった男である。学校へ行ってくれるのならばと、両親は涙を流しながら抱き合い了承した。

　識は二階にある自室に鍵を差し……がくり、とうなだれる。

　鍵が開いている。つまり誰かいるのだ。例えば、女神とか女神とか女神とか。

　扉を開けると、目に入ったのは綺き麗れいに揃そろえられた三足の靴。もう確定的だ──犯人は、女神と女騎士とエルフなのだ。覚悟を決め、識は部屋の中に上がり、

　どうしてか、クリームシチューの香りが鼻をくすぐった。

「あ、識さま……じゃなくて、旦だん那なさまっ」

　その瞬間、識の胸は張り裂けんばかりに高鳴った。

　部屋にいたのは案の定フィーナだったのだが、識が言葉を失くした理由はそこではない。

　フィーナは、生まれたばかりの姿にたった一枚の前掛けを身に着けた──所謂いわゆる、裸エプロン姿をしていたのだ。

　こんなに着き瘦やせしていたのか、とぼんやり思う。フィーナの健康的な胸は布一枚では隠しきれず、横乳の美しい曲線は気を抜けば理性など消し飛んでしまいそう。短いエプロンは絶妙に下腹部を隠し、わずかにでも身を捩よじれば見えてしまうだろう。

　わずかに残った冷静な思考が、そういうことかと納得する。フィーナがこんな扇せん情じよう的てきな格かつ好こうをしているのも、ひとえに識を〈ラグナロク〉へ連れて行くため。

　フィーナは識に、劣情を抱かせようとしている──！

「あの……旦那、さま」

　どれだけ恥ずかしいのだろう。フィーナはエプロンの裾をいじらしく握りながら、

「お食事にしますか？　お風呂にしますか？　それとも──わ、わわ、わた」

「風呂に入るわ」

　引ひき剝はがすように、視線をフィーナから浴室へ。脱だつ兎との如ごとく駆け寄った。

　開けた。

　耳を打つのは、水滴が水槽を叩たたく音。

　そして、中にいるのは、一糸纏まとわぬ姿をしたシオンだった。

　シオンは、鮮麗な髪から雫しずくを滴らせながらシャワーを浴びていた。何もかも捨ててむしゃぶりつきたくなるほど、肉付きが良い──エロい、肢し体たい。ヒップは程よく引き締まり、その豊胸は指で突つつけば全て埋まってしまうに違いない。とても同年代の少女とは思えないほど、理想的なプロポーション。

　シオンは、識に振り返る。

　浮かべるのは、全てを委ゆだねたいという願望が芽生えるほど、蠱こ惑わく的な笑み。

「……良ければ背中を流してくれないか、識」

　閉めた。

　煩ぼん悩のうを消し去るようにがんがんと頭を叩たたきながら、冷蔵庫を開ける。

「あの、旦だん那なさま。お食事ならわたしが……」

　識しきは見もしない。そもそも腹が減っているわけではなく、何かしていないと色々爆発してしまいそうなのだ。いっそのことキャベツを生で咀そ嚼しやくしようかと考え、

「……シキ、何か食べたいの？」

　部屋の片隅から澄んだ少女の声。よせばいいのに、識は首を動かした。

　アーシェが、いつもの無表情でシーツの上に横たわっていた。彼女もまたシオンのように裸体を晒さらしているが、決定的に違うものがある。

「お腹なかが空すいてるなら──アーシェを食べて？」

　アーシェの秘所には、生クリームが添えられていた。溶かしたチョコレートでお腹に書かれるのは、『私の全てを捧げますI'll give you my all』。

　犯罪的だとさえ思った。アーシェの体は十分な発達をしておらず、しかしそこに逆説的な色欲を覚える。わずかに膨らんだ胸は優しく愛めでたいくらい可愛かわいらしく、守ってあげたいという本能がくすぐられる。何よりも、その甘味を舌で舐なめとり、アーシェの表情を快楽に染めたいという──、

「さーて、インスタントラーメンは何ど処こにあったっけかなあ！」

　戸棚から袋麵を取り出すとベランダに座り、そのまま中身を貪むさぼり食くった。もはや錯乱状態であった。

　どうやらナイトまで訪れていたらしく、ベランダでうたた寝をしていた。ナイトを眺めながらバリボリと乾麵を食す識の背後から、三人の少女の声。

「……どういうこと？　シキ、アーシェたちの体に反応してないみたい」

「まさか、識は現実の女性に興味がないのでは」

「そ、そうなんですか？　そういえば、最近そういう人が増えていると……」

「ちょい待て、なに勝手なこと言ってたんだお前ら」

　実際、識への効果は抜群だった。しかし、もし欲望に従いそのまま朝チュンでも迎えようものなら、責任を取って異世界に行くのは避けられまい。

「そもそも、お前らどうして俺の部屋にいる。世間一般では、こういう状況を空き巣って呼ぶと思うんだが。お前らに分かりやすく言うと、泥棒だぞ」

「私としては、このアパートの管理人にはしっかり話をつけたつもりだよ。少し心理操作マインドコントロールをかけて、君の姉だと言ったら快く合鍵を貸してくれた」

　なるほど。恐らく、アーシェも同じ手段を使ったのだろう。

「じゃあ、ここにいる理由ってのは」

「無論、君を〈シャングリム〉に連れていくためだ。この世界には、英雄色を好むという言葉があると聞く。欲に溺おぼれない程度に、私に篭ろう絡らくされてくれれば十分だよ」

「で、さっきのシャワーなわけね。それもゲームか何かの知識かよ？」

「むっ……それには触れないでくれと、言っただろう」

「何な故ぜそこで恥ずかしそうな声を出す」

　まさか、裸を見られるより趣味をいじられることに羞恥するとは。〈シャングリム〉の貞操観念がおかしいのか、それともシオン自身がヘンなのか。まあ後者だと思うが。

「アーシェもシオンと同じ考えなのか」

「肉体を使った求愛行動は、雌雄選択の基本」

「そうっすか」

「あの、そろそろ食事にしませんか？　識しきさま、一緒に食べましょうよ」

「……いや、今はいいや。あんま腹減ってないし」

　噓うそだった。例え満腹だろうと、女の子たちとの食事ならしたいに決まっている。しかし、このままフィーナたちのペースに流されるのは、術中に嵌はまったみたいで何か癪しやくだ。

「そうですか？　じゃあ、識さまの分は残しておくので後で絶対食べてくださいね。シオンさんにアーシェさん。夕ご飯には少し早いですけど、食べましょうか」

「ありがとう、フィーナ。せめて食器くらい私に用意させてくれ」

「ナイト、ご飯だって。こっち来て一緒に食べよ？」

「はは、その犬も騎士ナイトなのか。私と同じだな」

「あ、でもナイトちゃん、シチューを食べても大丈夫でしょうか……？」

「安心して、ペットフードなら持ってきてるから」

　背後から伝わる和わ気き藹あい々あいとした雰囲気。識は彼女たちに背を向けたまま、

「ずいぶん仲良いな。お前ら、敵対してるんじゃないのかよ」

「フィーナもアーシェも、自分たちの世界が大変なのは分かるからな。同情こそしても、いがみ合う気にはなれないさ」

「だから、アーシェたちはシキが来るまでに話し合って協定を結んだの。手段は問わないけど、誰が識を奪っても恨みっこなし」

「おい。今、手段は問わないって不吉な言葉が聞こえたんだが」

「うん。拡大解釈すれば、シキをぼこぼこにして連れ去るのも自由。でも、それは最終手段になりそう。多分、この中の誰もシキには敵かなわないと思うし」

　少し意外だった。最終手段とはいうが、つまりは選択肢に含まれているということだ。シオンは腕に覚えがあるかもしれないが、アーシェにも勝算があるということだろうか。

「ささ、どうぞ。お口に合えば良いんですけど」

「ありがと、フィーナ。……？　どうしたの、シオン。アーシェの顔、何か付いてる？」

「い、いや、気分を害したのなら済まない。私の世界にエルフはいないから、肉を食べても平気なのかと」

「そうなんだ。でも、エルフも人間と変わらないよ。自然に感謝しながら食べる人だっているでしょ？……うん、おいしいね。このコクのある味、初めて」

「そうだな、私の国ではシチューといえばもっと味が薄いものだったが、パンが無くても十分なくらい食べ応えがある。……それにしても、フィーナは料理が上う手まいんだな」

「えへへ、ありがとうございます」

「でも、神しん霊れいは普通使い魔を仕えさせるはず。料理も自分でやるの？」

「ま、まあ、未熟者ですので。それに、女神だって女子力は必要だと思うんですよね！」

　背後から聞こえるのは、少女たちの弾む声。ふと、識しきは食いかけの乾麵を見下ろした。軽く死にたくなった。

　今さら「一口ちょーだい」と言うのはあまりにも情けない。しかし、このまま袋麵を食べていたら頭がおかしくなってしまうのでは。そう思い、識はちらりと振り返り、

　少女たちは、識が部屋に入った時と同じ格かつ好こうで食卓を囲んでいた。

「なんでお前ら服着てないんだよっ！」

「わ……！　し、識さま。こっちを見るなら一言言ってください」

「突然どうしたんだ。食事中に騒ぎ立てるのはマナー違反だと思うが」

「どの異世界に全裸で飯食うエチケットがあるんですかね!?　それともなに、俺がおかしいの!?」

「なんだ。やっぱりシキ、異性の裸体に興味があったんだ」

「……勘違いすんな。俺はお前らに恥じらいを持てって言ってんだよ」

　再び少女たちから顔を背そむけ、衣きぬ擦ずれの音を確認してから独りごちた。

「大体、お前らは俺のストライクゾーンから外れてんの。やっぱ、女性って包容力が大事だと思うわけよ。ナナ先生みたいな年上の魅力っていうかさ」

　これも噓うそである。人並みの青春が送りたい識にとって理想の女性とは同年代の少女であり、今の発言は強がり以外の何物でもない。

「ま、まあ？　シオンにはちょっとグッとくるものがあったけど、他二名は少し貧相すぎる。アーシェに関して言えば、今後に期待だろうな」

「……それって、わたしに女性としての魅力がないってことですか？」

　フィーナの、突っかかるような不機嫌な声。

　着替え終えた彼女は、むっとした顔で識を見つめ……やがて、他人を小馬鹿にするような呆あきれた笑みを浮かべた。

「本当に、そうなんですかねえ？」

「……何が言いたいんだ？」

「わたしはこう思うんです。識さまがわたしたちを無視するのは、もしかして、女性に手を出す度胸がないだけじゃないかなって」

「勘違いすんなよ、俺はただ異世界に行きたくねえだけだ。それに、恋愛感情もない女の子に手を出すなんて、男として終わってるだろ」

「わたしたちは、誰にでもこんな破は廉れん恥ちなことをするわけじゃありません。識しきさまだからこそ精一杯頑張ったんですよ？　それなのに何もしないのは、識さまが女性に奥手だからだと思うんです。恋愛経験がない思春期の男の子にはよくあるらしいですね。世に言う、草食系男子ってやつですよ」

　いつになく喧けん嘩か腰ごしのフィーナに、ついかちんときて、

「俺がお前らにビビってるって言いたいのか？」

「過去に女性とお付き合いしたことがないのが、何よりの証拠かと」

「なあ、アーシェ。あの二人はいつもあんな風に喧嘩してるのか？」

「アーシェには分かんないけど、何となくそんな気はする」

　のほほんと食事をするシオンとアーシェを他よ所そに、二人はバチバチと睨にらみ合あう。

「きっと、識さまは今までプロポーズなんてしたことないんでしょうねえ。なのに、青春を送りたいなんてちゃんちゃらおかしいですよ。まずはそのチキンを直して、から──」

　そこで、フィーナは言葉を飲み込んだ。

　識が立ち上がり、フィーナの正面で仁王立ちしたからだ。

「……な、なんですか。文句があるなら言い返してみてくださいよ」

　しかし、識は無言。怒気すら感じるほどの双そう眸ぼうでフィーナを見下ろし、

　すっと、フィーナの横を通り過ぎた。

「……あ、あれ？」

　呆あつ気けに取られた声をもらすフィーナの背後に回り、どすんと腰を下ろす。目を固く閉じ、深く息を吐いたのちに、

　ぎこちなく、フィーナの胸を揉もんだ。

　揉みしだいた。

　わざわざ後ろから揉む辺り、識なりのこだわりがあるらしい。

「────」

　きょとん、とフィーナはその両手を見下ろしていた。

　識の手は止まらない。服の上からでも分かる、何物にも形容出来ない柔らかさ。やはり、フィーナが貧相というのは訂正せねばなるまい。わずかに力を入れるだけで、たぷん、と揺れる胸は、識の頭を真っ白に染めた。

「──ふぁ」

　頰ほおを染めたフィーナが、蕩とろけた吐息を零こぼし、

「きゃあああああああああああっ！」

　鋭い肘ひじ鉄てつが、識の顔面にめり込んだ。












　識しきは強したたかに後頭部を壁にぶつけ、そのまま寄りかかる形になる。しかし、識は苦く悶もんの声一つもらさない。

「な、なに、なにをするんですかあっ！」

「……俺のことチキンとか言い出したのは、お前だろ」

「で、でも、まさか揉もむなんて思わないじゃないですか！　それに、さっき恋愛感情のない女の子には手を出す男は最低だって……！」

「俺は売られた喧けん嘩かを買っただけだ。あのまま黙ってるなんざ、性に合わん」

　吐き捨てる識に、アーシェが目を輝かせ、長い耳をぴこぴこさせながら近寄った。どうやら、アーシェの感情を察するには表情より耳に注目した方が良いらしい。

「シキ、ちょっとパンツ脱いで？　大きくなった男の人のモノ、一度見てみたいんだ」

「待て、今は本当にまずい。おい、ベルトに手を掛けんなって！」

「一つお願いがあるのだが、私の胸も触ってくれないか？」

「急に何言ってんのシオン!?」

「だって、フィーナだけずるいじゃないか。私だって、中途半端な気持ちで識の前で服を脱いだわけじゃないぞ」

「アーシェも、シキがしたいなら別に良いよ？」

「……アホか。年頃の女の子がそんなこと言うんじゃねえよ」

「へー、なるほど！　識しきさまはわたしの胸は揉もむのに、お願いする二人には何もしないんですね！　よーく分かりました！」

「だからそれはお前が俺を挑発したからで……お、おい、何で泣きそうな顔をするんだ。止やめてくれ、俺はそういうのに弱いんだよ！」

「泣きたくもなります！　初めて男の人に触られたんですよ!?」

「俺だって初めてだっ！」

「知りませんよそんなの！」

　強く叫んだ後、フィーナは突然、表情を隠すように俯うつむく。

「……悪かったよ。いくらなんでも、女の子の胸を揉むなんてやり過ぎた。どんな罰だって受けるから、許してくれないか？」

「……違います」

　ぽつりと、フィーナは呟つぶやいた。

「──半径二〇〇メートル以内に、魔力反応があります。数は一つ。これは、神域魔術アイテール。……識さま、何者かが異世界転移をしようとしています」

　識が目を見張ったのは一瞬だった。

「対抗出来るか？　優先事項は魔術の打消し、次に転移地点と転移時間の誘引。場所は、昨日俺と確認したところだ」

「は、はい。やってみます」

　フィーナは瞼まぶたを下ろし、両手を虚空に掲げる。相当集中しているのだろう。額に一筋の汗が流れ……ふう、と息をつく。

「信じられないことですが、高度な迷彩が施された神域魔術でした。打ち消しは無理でしたが、誘引は成功です。あと三〇分、ってところですね」

「ご苦労さん。じゃあ、行くか」

「識、何ど処こに行くんだ？」

　扉に手を掛けた識の背中に、シオンが声をかける。

「魔物か、あるいは術者本人か。誰かがこの世界に来ようとしてるからな、ちょっとフィーナと様子を見てくる」

　識の脳裏に、紅あかい瞳の魔王の言葉が蘇よみがえる。余を侮辱した罪は、必ず償つぐなわせてやる──恐らく、これがエルヴィの報復なのだろう。

　識は部屋を出て、駐輪場に置いてある自転車へ急ぐ。学校に登校するときは、いつ食パンをくわえた美少女とぶつかってもいいように徒歩ではあるが、遠出の際には自転車を利用していた。

　自転車に跨またがると、フィーナが荷台に二人乗りをする。スタンドを上げようとして、

　ずしん、と重い衝撃を感じた。

　見ると、フィーナの背後でアーシェが荷台を踏み場に立ち、さらにその後ろにシオンも立っていた。おまけに、ナイトまで前まえ籠かごの中で鎮座しぱたぱたと尻尾を振っている。

「……何してんの、お前ら」

「私も行こう。もし戦闘になるなら、微力ながらも手助け出来るかもしれない」

「アーシェも、転移する存在を確認しておきたいから」

「そうか。じゃあ俺らは先に行くから、二人は徒歩で来てくれ」

　しかし、二人はつーんとした表情のまま動かない。

　恐らく、識しきにフィーナと二人きりで移動されるのが嫌なのだろう。

「あのな、いくらなんでもその体勢じゃ危ないぞ。シオンはまだしも、アーシェが落っこちたらやばいだろ？」

　しかし、二人はまるで聞き入れる様子はない。

「……あー、分かったよ。じゃあ、一言だけ言っとく」

　十分な量の魔力を熾おこし、ペダルに足をかける。

「怪け我がしたくなかったら、死ぬ気でしがみつけよ」

　直後、砂すな埃ぼこりを上げて自転車が爆走する。

　恐ろしいほどの回転数ケイデンス。自転車を漕こぐ足は目視出来ず、チェーンは火花すら散らしそう。激しい風圧に髪が流されるが、識の顔は微み塵じんもぶれない。

　少女たちの反応はというと、三者三様であった。

「あはは、心地いい乗り物だなこれは！　私の愛馬には敵かなわないが、有う象ぞう無む象ぞうの駄馬より余程速いぞ！」

「フィーナ、大丈夫？　顔、真っ青だけど」

「だだだ、大丈夫じゃないです！　いくらなんでも速すぎませんか!?　ああ、おばあちゃん危ないですどいてくださいーっ！」

　老婆を軽やかによけながら、識は思う──女の子との二人乗りには、憧れていたはずだ。

　にもかかわらず、二人乗りどころか四人乗りしているのに、どうしてこんなにも胸がときめかないのだろう。




　三〇分後。識たちは、閑散とした平野にいた。

　過去に、この土地にはとあるテーマパークが建設されていたのだが、不況の煽あおりを受け数年前に撤去されていた。今では広大な敷地だけを残し、テーマパークの名残など欠片かけらも見当たらない。

「──時空の開門を確認。これより、空間断絶をします」

　フィーナの宣言と同時に、周囲が魔力の壁に囲われる。

「……なんだ、この魔術は。景色が不鮮明になっているが」

　シオンが首を傾かしげる。アーシェも初めて目にしたのか、好奇心を隠すことなく魔力の壁を凝視している。

「シオンさんとアーシェさんは〈デプリベイション〉を見たことないんですか？　神域魔術アイテールの中でも、中位くらいの術式なんですけど」

「〈ヒンミィリア〉では神域魔術の解明は遅れてるから。アーシェが知ってるのは、原理は分からないけど異世界転移が出来るらしい、くらいなんだ」

「私もアーシェと同じだな」

「ふふん、それは勉強不足ですね！　いいですか、神域魔術とは空間に干渉する魔術で、」

「それより、もっと下がれ。ゴライアスみたいなデカブツが来たら潰つぶされるぞ」

　やがて、空間に歪ひずみが生じ、何かがこの世界へ訪れた。

　識しきは、転移を果たした魔物を見つめながら、一言だけ口にする。

「……何かの冗談か、これは」

　それは、牡お牛うしの頭に屈強な体たい軀くを持つ牛人──ミノタウロスだった。

　牛人は炯けい々けいと光る眼めをこちらに向け、ばふ、と荒々しく息を吐いている。手に持つのは、岩石程度なら容易たやすく砕いてしまいそうな、巨大な鉄てつ鎚つい。

　大抵の異世界のダンジョンに生息する、凶暴なる魔物……しかし、

「エルヴィ、どういうつもりなんでしょうか？　ゴライアスを倒した識さまが、ミノタウロスに負けるはずないのに」

　そう、フィーナが語る通り、ミノタウロスの戦闘力はゴライアスに大きく劣る。編制された軍隊ならまだしも、中級モンスター一体など、識にとって倒すなど造作もない。

　ミノタウロスが吠ほえ、フィーナに向かって地を蹴る。

　どうやら、この中で最も弱いのはフィーナだと判断したらしい。

「え、ちょ、何でこっちに来るんですかあ！」

　怯おびえながら、フィーナが牛人から逃げだす。中級モンスターから逃げ回る女神という光景は、なかなか哀愁を誘うものがあった。

「しょうがねえなあ」

　識が一歩踏み出す、その直前。シオンが識の行く手を遮さえぎった。

「ここは私に任せてもらおう。もとより、君に私の実力を知ってもらうために、ここに来たのだからな」

「……なるほどね。じゃ、俺はゆっくりさせてもらうわ」

　相手がミノタウロスでは全ぜん貌ぼうを知ることは難しいだろうが、シオンが騎士としてどれ程のものかは見極めた方が良いだろう。

「シキは、シオンが〈不穢の騎士王ホワイト・ナイト〉って呼ばれてることは知ってる？」

　隣にいたアーシェが、識に問いかける。

「らしいな。フィーナから聞いた」

「じゃあ、シオンの神み剱つるぎのことは？」

「……いや、それは初耳だ。なんだ、神剱って」

「あるものは神しん霊れいの加護を授かり、あるものは龍りゆう鱗りんを以もつて打たれた、数々の逸いつ話わを持つ珠しゆ玉ぎよくの剣──それが、神剱。この世界だと、聖剣とか魔剣って言った方が伝わりやすいかも」

「識しき、君は本当に運が良い。今まさに、神剱の真価を目まの当あたりに出来るのだからな」

　シオンは不敵な笑みをたたえながら、

「とくと見よ。四大元素が一つ、風の恩恵を神霊から授かりし私の剣……」

　百ゆ合りの花を連想させるたおやかな手を天空に突き出し、声高らかに叫ぶ。

「──『純白の翼剣ローエングリン』！」

　刹せつ那な、シオンの手が光に包まれそれは召喚を果たす。

　黒い輝きを放つ表面に、持ち主が扱いやすいように計算し尽くされた取っ手。どこからどう見ても──

　フライパンだった。

「フライパンだな」

「フライパンだね」

　識とアーシェは、顔色一つ変えなかった。一番驚いているのはシオンである。目を丸くしながら、手にしたフライパンを矯ためつ眇すがめつ観察し、












「……行くぞ！　我が相棒、『純白の翼剣ローエングリン』よ！」

「特攻しようとするんじゃねえよ、明らかに失敗してるだろ」

「いや、これが正真正銘の神み剱つるぎだが？」

「何で認めないんだよ、絶対に違うだろそれ。風の恩恵を授かった神剱がフライパンとか、どんだけ愉快な異世界なんだよ」

「うむ、確かにな。属性持ちはＲＰＧのお決まりだが、フライパンというのは個性が強すぎる。個人的には、風属性ならば『ウィンドスピア』などオーソドックスな方が──」

「食いつかなくていいから！」

　何となく、識しきにはこんな予感がしていたのだ。

　恐らく、シオンは召喚魔術アドヴエントで神剱を喚よび出だそうとしたのだろうが……、

「多分、異世界転移の影響でシオンの魔術が不安定になってるんだろ。特に召喚魔術は対象との連係が必要な繊細な魔術だからな」

「……そうなの？」

　どうやら、アーシェもシオンが召喚魔術に失敗した理由が分からなかったようだ。異世界転移など初めてなのだから、無理もないのだが。

「だから、もう一度試してみろって。今度は成功するかもしれないから」

「……うむ」

「何でもいいですから、誰かこの魔物を倒してください！」

　牛人から逃げるフィーナに応えるように、シオンは再び片手を掲げる。

　眩まばゆい閃せん光こうが迸った後、シオンの手には何かが握られていた。ゴムで形成されたグリップに、そこから左右に伸びるしなやかな刀身。

　ボディブレードだった。

「ボディブレードだな」

「ボディブレードなの？」

「シオンとアーシェは知らんわな。一昔前に大流行したダイエット器具だ。こう、腕を上下に振るように使う」

　こくこく、とアーシェは興味深そうに頷うなずく。

　で、シオンはというとボディブレードをじっと見つめ、やがて、

「行くぞ！　我が相棒、『脂肪を燃焼せし体剣ローエングリン』よ！」

「ちょっと待て、さっきと名前が違う気がするんだが!?」

「もうこれでいい！」

「これでいいって言っちゃったよ！」

　シオンはボディブレードを片手にミノタウロスに肉薄し、刀身を打ち下ろす。ぺしん、という軽い音の後に、ミノタウロスがシオンに振り返った。

　全くのノーダメージであった。

　牛人が鉄てつ鎚ついを構えシオンに振り下ろす。が、シオンは舞うように身を翻ひるがえし、ボディブレートを血走った眼めに打ち付ける。ミノタウロスはたたらを踏み、シオンから距離を取った。

　流石さすがは〈不穢の騎士王ホワイト・ナイト〉といったところか。補助魔術エンチヤントで強化した身体能力に、見み惚とれるほどの剣技。異世界広しといえども、『脂肪を燃焼せし体剣ローエングリン』でミノタウロスと善戦出来る騎士はそうそういないだろう。

「つっても、あれじゃ倒すのは無理そうだな」

　識しきはミノタウロスへ歩き出し……ふと、その足が引っ張られる。

　ナイトが、ズボンの裾に嚙かみついていた。

「ここから先は、アーシェの見せ場。見てて、あのミノタウロスを倒してみせるから」

　通常、エルフは大自然の中で生活しているためか、人間よりも魔力が優れているケースが多い。アーシェならば、魔術に卓越している可能性は高いだろう。

「でも、お前生物学者だろ？」

「戦うのはアーシェじゃないよ。……アーシェの、仲間たち」

　直後、ナイトの体たい軀くが膨張するように大きくなる。

　やがて、アーシェくらいなら余裕で乗れるほどの体格へと変へん貌ぼうを遂げた。その顔つきはコヨーテに近く、愛くるしさは残しつつも、双そう眸ぼうは野性を感じるほど鋭い。

「どう？　これがナイトの進化。ナイトは、私を守ってくれる騎士なの」

　自慢げに、アーシェの耳がぴんと跳ねる。

「へえ、肉体が急成長する魔物なんて初めて見た。そいつがあの牛頭倒してくれんのか？」

「ううん。基本、ナイトは私の堅守がメイン。前衛はこっち」

　そう言って、アーシェは地面に手を触れる。

　紅葉もみじのような手を中心に大地に広がるのは、幾何学模様の魔法陣。

「シキに話した通り、〈ヒンミィリア〉には女性しかいない。だから戦える人間が減って、魔物による被害が深刻化したの。それを解決したのが、アーシェのお母さんと、アーシェ」

　魔法陣が輝きを放ち、中心に影法師のような虚像が浮かぶ。

「アーシェたちは遺伝子を解明して、魔物に対抗するための仲間を生み出したんだ」

「……それって、つまり合成獣キメラってことか？」

「本質的には一緒だけど、ちょっと違う。アーシェたちは生物の体を組み合わせたんじゃなくて、ＤＮＡの構造を人為的に変えて一から創り上げたから。アーシェたちは、こう呼んでる」

　虚像が質量を得て、この地へ顕けん現げんする。

「──創造獣フアミリア」

　魔法陣に一体の獣が現れ、識しきは硬直した。

　少なくとも、識には犬に見えた。四つの肢あしに一つの胴──その先に繫つながれるのは、異い形ぎようと呼ぶ他ない双そう頭とう。かの獣を見たならば、人々は口を揃そろえてこう言うだろう。

　神話にて、怪物を守る番犬として名を馳はせたオルトロス。

　しかし、

「アーシェ、教えてくれ。……どうして、あいつはあんなに小さいんだ？」

　手乗りサイズだった。

　大きさは識の足の半分くらい。二頭ともつぶらな瞳をこちらに向け、興奮したようにきゃんきゃん鳴いていた。どう贔ひい屓き目めに見ても番犬とは思えない。

「この世界には、品種改良を経た世界一の小型犬──チワワがいるよね？　初めて見る犬種だったから、チワワと〈ヒンミィリア〉の魔物のＤＮＡを魔術で交配したの。それが、このオルオルって魔犬」

「それで、そのオルオルは何の役に立つんだ」

　アーシェは何ど処こまでも真顔で言った。

「かわいい」

「そうかあ、良かったなあ」

　アーシェの言葉にジェラシーを覚えたのだろうか。ナイトがじとーっとアーシェを見つめるのを、識は確かに見た。

「どうやら、アーシェもシオンと同じみたいだな。失敗したんだろ、召喚魔術アドヴエント」

「……うん。本当は〈ヒンミィリア〉の創造獣フアミリアを喚よび出だしたかったのに、こっちでつくった子が来ちゃった」

　しゅん、とアーシェの耳が元気をなくす。

「でも、見てて。今度は成功させるから」

「そのやる気は買うが、もう止やめた方がいいと思うぞ。さっきから上う手まくいく気が全然しないんだよ」

　アーシェはまるで聞く耳を持たず魔法陣を展開し、再度創造獣が召喚される。

　今度は食虫植物に似ていた。全長は識ほどだろうか。毒々しい花弁を持つ花には口があり、茎からはうねうねとした触手が伸びている。

　植物は緩慢な動作で、花弁をこちらに向けると──何を思ったのか、驚くくらいの速さで触手を識に伸ばす。あまりの出来事に魔力を熾おこすのも忘れ、識はうねる触手に五体を捕らえられた。

「お、おい！　何で俺が狙われるんだ!?」

「アーシェね、この世界のことを少し勉強したの。ある、架空の生物について」

　アーシェは顎あごに指を当て、

「この世界の創作物、主にファンタジーに分類されるものには、女性と生殖行為をする植物がいたんだ。凄すごく斬ざん新しんな着眼点だと思う。植物と人間が性交するなんて、今まで考えたことなかった」

「なんか、ごめんな？　この世界の人間の想像力逞たくましくてごめんな」

「でも、生殖的隔離の関係で人間を母体とするのは難しいと思う。だから、発想を逆転してみたんだ」

「……とてつもなく嫌な予感がするが、どういうことだ？」

「植物が精子を抽出して受精すれば、無理なく種が創れるかも」

「おらあああああっ！」

　力いっぱい触手を引きちぎる。可哀かわい想そうに、食虫植物はピギィ、と悲鳴を上げて触手を引っ込めた。

「何てもん創り出してんだよ！　危うく植物に貞操が奪われるとこだったぞ！」

「知的好奇心に犠牲はつきもの」

「噓うそでもいいからちょっとは反省してくれ！　おい、どうしてまた魔法陣を描く、止やめろよどうせまた失敗するだろ！」

「あー、もうっ！　情けない人たちばっかりですね！」

　突然、フィーナが声を張り上げる。

　視線を移すと、フィーナはシオンと死闘を繰り広げるミノタウロスに向かって、手を突き出している。

「おい、お前魔術はろくに使えないはずじゃ……」

「あんまり、わたしを馬鹿にしないでください。中級モンスターくらい、何とかしてみせます！」

　フィーナが集中を始める。魔術の照準を牛人に定め、

「──〈フレイム・シュート〉！」

　四大魔術アルケーにおいて火を司つかさどる、単体攻撃を主とする上位の術式。その灼しやく熱ねつの火球は、対象を焼き尽くし屠ほふり去る……はずなのだ、普通は。

　ぽへ、という音と共に、フィーナの手から小さな火の玉が飛ぶ。

　頼りなく飛んだそれはミノタウロスの背中に当たり、ぱすんと弾はじけて消えた。

「……一言言っておきます」

　フィーナは、冷や汗を流しながら、

「いつもなら、もうちょっと大きいんですよ？」

「いいから逃げろーっ！」

　ミノタウロスがフィーナに標的を変え、慌てて彼女は駆けだした。

「し、識しきさまっ、助けてください～！」

「おい、待て！　お前の相手はこの私だ！」

「見て、シキ。この子は善性を持つゴブリンなんだ。人間に対して従順で、掃除、洗濯、料理、動物の世話まで全部やってくれるの。この子の繁殖に成功したら邪悪なゴブリンが減少する期待が──」

　牛人から逃走する女神に、それを追いかける女騎士。エルフは当初の目的を忘れ、ドヤ顔ならぬドヤ耳で自分の創造獣フアミリアを自慢する。

　今世紀稀まれに見るグダグダっぷりであった。

「きゃああっ！」

　フィーナは無我夢中で逃げ回り、アーシェの傍そばを通り過ぎる。鉄てつ鎚ついを振り回すミノタウロスがアーシェに迫り、

「……やれやれ」

　識が迎撃しようとした、その時だった。何かが風の如ごとくミノタウロスへ疾しつ駆くする。

　ナイトだ。ナイトは鉄鎚を搔かい潜くぐり、牛人の喉のど笛ぶえに食らいついた。どれほど強きよう靭じんな顎あごなのだろう、ミノタウロスは野太い奇声と共に押し倒される。その隙を逃すほどナイトは愚鈍ではない。尖せん爪そうを振り上げ、胸を抉えぐり裂く。

　あまりに呆あつ気けなく、ミノタウロスは絶命した。

「………………」

　識もフィーナもシオンもアーシェも、何も言えなかった。

　やがて、シオンはボディブレードを肩に担ぐと、おもむろに空を仰ぎ、

「よし。じゃあ、帰るか」

「よし、じゃねえよ！　お前ら恥ずかしくないのか、ナイトに手柄横取りされてるんだぞ！　女神も、女騎士も、エルフも、犬より役に立たないってどういうことだよ！」

「でも、ナイトはアーシェのパートナー」

「ご主人様のお前はさっきから変なモンスター召喚しまくってたろ！」

「戦闘に協力出来なかったのは情けなく思うが、許してくれないか？　何なに分ぶん、まだこの世界に体が慣れていないようだからな」

「ほんと、そうですよねー」

「おいへっぽこ女神、お前は被害者面づらする権利はねえからな」

「むぐ」

　悔しそうな顔をするフィーナを他よ所そに、識は肩を落とす。

「……まあ、仕方ねえか。それよりフィーナ、あのバケモノの処分を頼む。ゴライアスの時みたいに、エルヴィに突き返してくれ」

　へこんだ顔から一転、フィーナの顔が明るくなる。見せ場が出来て張り切っているのだろう、威勢よく袖をまくると、

「かしこまりです！　まかせてくださいよー、神域魔術アイテールだけならそこら辺の神しん霊れいには負けませんか、ら──」

　そのまま、絶句した。フィーナだけではない。識しきたちもまた、身を強こわ張ばらせている。

　なにせ──致命傷を負ったはずのミノタウロスが、ぎこちなく身を起こしたのだから。

「え、えええっ！　なんか復活してます！」

　おっかなびっくりにフィーナが後ずさり、識の背後へと隠れる。そこまではまあいいが、ぐいぐいと識を押すのはビビりすぎではなかろうか。

　ミノタウロスは、警戒する識たちを見据えながら、口を開いた。

「……無様だな。たかがミノタウロス如ごときに、貴様らは苦戦するのか？」

　一瞬、幻聴かとさえ思った。しかし、間違いない。この声は──、

「……エルヴィ、だと？」

〈ラグナロク〉にて魔王として君臨する少女、エルヴィ・ファランクス。

　当然、シオンとアーシェが知る由よしもない。シオンが、

「……すごいな、最近のミノタウロスは喋しやべるのか。しかも女の子の声で」

「ち、違いますよシオンさん。あれは、神域魔術でミノタウロスの体に意識を移してるんです。術者はエルヴィ──わたしの世界で魔王を宣言した、神霊です」

「……ふうん。この神霊がそうなんだ」

　心持ち、アーシェの眼まな差ざしが尖とがる。シオンに至っては、いつ戦闘が始まってもいいように身を構えていた。

「不遜な輩やからだな。神霊を前にして敵意を剝むき出だしにするなど、死にたいのか？」

「残念だけど、アーシェはあなたに良い印象を抱いてないんだ。フィーナを困らせてる人と仲良くするつもりはないよ」

「当然だな。私も騎士である以上、魔王に敬意を払うなど冗談にもならない」

「はっ、口だけは立派だな。とても召喚魔術アドヴエントも使えない愚ぐ図ずとは思えん。……貴様らはこの世界の人間ではないようだが、フィーナが転移させたのか？」

「どうだっていいだろ、お前には関係ないことだ。……それより、」

　識は探るような眼差しをミノタウロスに向けると、

「どうして俺らの前に現れた？　まさか、世間話でもしに来たつもりかよ」

「察しが良いな、ヴィシャスよ。あながち間違っておらんぞ」

「……なんだと？」

　訝いぶかし気げに目を細める識を他よ所そに、エルヴィは、

「一つ、確認したいことがある。そこの女神についてだ」

　依然、識の背中に隠れているフィーナが目を白黒させる。

「えっ……わ、わたしですか？」

「不思議ではあったのだ。神域魔術アイテールを会得するほどの特異感覚エクストラセンスを持つならば、余程神格の高い神しん霊れいであるはず。しかし、貴様はヴィシャスに助けを求めにこの世界へ転移した。まさかとは思うが……貴様、〈アークトゥリー〉の血筋の者か？」

「────っ」

　どうしたのだろう、と識しきは眉を顰ひそめた。

　エルヴィの問いは然しかりである。しかし……フィーナは怯おびえるように、識の衣服をぎゅっと摑つかんだまま、息を吞のんでいた。

「……やはりそうか。貴様の父親とは一度だけ会ったことがあるが、娘とは思わなかったぞ。面影などほとんどないからな」

　ミノタウロスの姿をしたエルヴィは、くつくつと笑みを零こぼす。

「よもや、貴様があの神霊きっての落ちこぼれ、〈アークトゥリー〉とはな。いやはや、貴様らも大変だな。こんな塵ゴミと行動を共にしなければならないとは」

　音が聞こえそうなほど、空気が凍り付いた。

　シオンが、不愉快そうにエルヴィを睨にらみつけ、

「気のせいかな。今、フィーナがひどく侮辱された気がするのだが」

「余は間違ったことを言ったつもりはないぞ。それとも、貴様らは〈アークトゥリー〉の特異感覚を知らないのか」

　エルヴィは、まるで物を知らない子どもを諭すような口調で、

「よいか、神霊とは万物を統御する存在でなければならないのだ。生物などという範はん疇ちゆうを超えた、あらゆる世界を支配する存在。それが神霊だ。……それなのにだ、〈アークトゥリー〉は唯ただの人間にさえ劣るのだぞ」

　フィーナは何も言わない。反論も抵抗もしない。

　ただ、エルヴィの刃物のような言葉に、必死で耐えていた。

「そこの女神は本物の無能なのだ。何せ、〈アークトゥリー〉の特異感覚は欠陥品でな、神域魔術以外の魔術は呆あきれるくらい覚えが悪い。どれだけ魔術の鍛錬を重ねようが、基本魔術すら使いこなせないのだ。……当然と言えば当然だ。地を這はう虫ケラが、大空に憧れを抱くようなものだからな」

「……アーシェも、何となく分かってた。フィーナが魔術が苦手なのは努力が足りないからじゃない、特異感覚に問題があるからだって。だからこそ、アーシェはあなたに怒ってるんだよ」

　その言葉に、エルヴィは心底不思議そうに、

「理解出来ん、どうしてそいつの肩を持つのだ。……ああ、なるほど。そういうことか」

　ようやく合が点てんがいったように、エルヴィは頷うなずき、

「つまり──貴様らは落ちこぼれ同士、傷を舐なめ合っているということか」

　臨界点に達したと思われるほど、空気が張り詰める。

「ろくに魔術も使えないくせに、神しん霊れいを名乗っている女神には相応ふさわしいかもしれんな。やはり、余が警戒すべきはヴィシャス唯ただ一人と──」

　その時には既すでに、識しきはミノタウロスの頭を鷲わし摑づかみにしていた。巨体を物ともせず振りかぶり、荒々しく大地に叩たたきつける。

　ミノタウロスは地面にめりこみ、そのままぴくりともしなかった。

「どうせ聞こえてねえだろうが、一応言わせろ。少し黙れ」

　吐き捨て振り返ると、フィーナたちが識を見つめていた。

「……識さま」

「勘違いすんなよ、お前らのためにやったわけじゃねえからな」

　きょとんとするフィーナに、識は視線を逸そらすと、

「フィーナは、俺のために隼しゆん也やに怒ってくれただろうが。そん時の借りを返しただけだ。本当にそれだけだからな」

「……はい。そういうことにしておいてあげます」

　フィーナは微笑ほほえむ……が、その笑顔には翳かげりが残っている。やはり、エルヴィの言葉が胸に刺さったままなのだろう。

「しかし、あれだな。あのエルヴィという神霊だが、」

　シオンはそこまで言うと一いつ旦たん言葉を切り、一言でエルヴィの印象を統括した。

「腹立つ奴やつだな！」

「少しだけ、フィーナに同情した。あんな神霊が〈ラグナロク〉にいるなんて、フィーナも大変だね」

　アーシェの言葉に、フィーナは「あはは……」と苦笑いを浮かべるだけだった。

　それから、シオンとアーシェの二人はフィーナに気遣いながらチャリンコに向かう。もう魔物は倒したのだ。あとは帰るだけなのだが……、

「一つ忘れてないか、フィーナ。この牛野郎をこのままにしとくのは、まずいんだが」

「…………あ」

　識の言葉に、フィーナはぱたぱたとミノタウロスへ駆け寄った。





　　◇






　フィーナがこの高校へ転校してきた翌日である。識が教室に向かっているときだった。

　間の悪いことに、登校したばかりの隼也とばったり出くわした。

「ひっ……！」

　こちらに気付いた隼しゆん也やは顔を強こわ張ばらせ、逃げるように教室へ姿を消した。識しきにぶっ飛ばされた出来事が、余程心の傷になっているのだろう。

「…………はあ」

　思わず、識は頭を抱えた。

　問題は山積みだった。フィーナたちの異世界勧誘をどう諦めさせるか考えなければならないし、エルヴィがこれから差し向けてくる魔物にも対処しなければならない。

　何より、隼也に恐れられた今、理想の学園生活から遠ざかったと言わざるを得ない。

　このまま、自分は寂しい青春を送りながら終わるのではないか。悶もん々もんとしながら識は席に着き──突然、机の上にぱんぱんになったビニール袋が置かれた。

　仏ぶつ頂ちよう面づらをした宗そう侍じがそこにいた。

「これ、やるよ」

「……あ、ええと」

　咄とつ嗟さに言葉は出なかった。教室で誰かに声をかけられるなんて、進級して以来初めてだ。

「どうして、かな。よく意味が分からないんだけど」

「その隼也みてえな気持ち悪い喋しやべり方かた止やめろよ。お前の本性なら、もうバレてんだからな」

「…………。どういうことだよ、これ。意味が分からねえよ」

「パシったんだよ、お前のために」

「は？」

　宗侍は、無愛想な顔で識から視線を外す。

「正直、俺はお前のこと見下してた。自分からへこへこ頭下げて、隼也の機嫌取るためにパシって。呆あきれるくらい情けないもんだから、お前のこと心の底からどーでもいいって思ってたんだよ。……けど、もしかしたら違うのかもなって、昨日考えた」

　宗侍は、軽食やら弁当やら漫画雑誌が詰め込まれた袋を指でさす。

「だから、これは今までお前を馬鹿にしてた俺なりのけじめだよ。黙って受け取ってくれ」

「……いいのかよ。俺なんかに関わってたら、隼也に嫌われるぞ」

「構わねえよ、あんなしょうもない男。もっと見どころがあると思ってたんだが、ただの陰湿なクソ野郎だった。近い内に、俺から縁切りするつもりだったしな。……ただ、まあ」

　宗侍は、恥ずかしそうに頭をかく。

「俺もこんなナリだから、付き合いはそんなに多くない。だからよ──たまには、飯でも食おうぜ。フィーナって女子が一緒でも構わねえ。あいつも、結構面白い奴やつだったからな」

「……宗侍君」

「止よせよ、君付けなんて柄じゃねえ」

「……そーくん」

「あだ名はもっと止めろ」

　小さく笑って、宗そう侍じは自分の席へ戻っていく。しばらくその背中を見つめて、識しきは両腕に顔を埋うずめた。

　いつもの寝たふりなどではない。

　にやけた表情を誰かに見られたくなくて、顔を隠したのだ。

　初めて、普通の高校生から食事に誘われた。もうパシリに固こ執しつする必要もない、これからは宗侍と一緒に昼食を取れば良い。それで、今日くらいはフィーナに声をかけて三人で食事をしよう。

　あいつのおかげで、初めて友達が出来たのだから。




　これは識が後に知ったことである。

　何でも、例の女騎士とエルフはフィーナが識と仲が良いことを不審に思い、二人は自宅に帰った後にその理由を考察したのだという。

　で、どうやら二人共、同じ結論に達したらしい。




　朝礼の時間。黒板にはでかでかと、二人の少女の名が書いてある。

　シオン・Ａ・アルストロメリア。

　そして、アーシェ・ウィニヴェルズム。

「初めまして、シオンだ。何なに分ぶん、家柄が堅いため口調が少しおかしいかもしれないが、気にしないでくれ」

「名前は、アーシェ。……よろしくね」

　それぞれ挨拶をする転校生に、生徒たちはぽかんと口を開けていた。その中で二人だけ、他と違う反応をする者たちがいた。

　一人は、引きつった笑みを浮かべるフィーナ。

　もう一人は、気を失ったように机に突っ伏した識である。

「えーと、ですね」

　ナナ先生は困惑しながら、生徒たちを見回し、

「フィーナさんが来たばかりで皆さんびっくりしてると思いますが、今日からこのクラスの生徒になるシオンさんとアーシェさんです。それで、アーシェさんの耳のことなんですが、何でも特別な風習を持つ民族の村で生まれたらしくて──」

「あ、わたし聞いたことあります！　赤ちゃんの時から耳が長いんですよね、すごいなあ、まるでエルフみたいですね！」

「うん、良く言われる」

　慌ててフォローをするフィーナの言葉が、果たして識に聞こえたかどうか。

　やはり、彼女たちの世界を救わない限り、識に平穏は訪れないらしかった。





三章　Ｑ．もしかして、嬉うれし恥ずかし学園ライフですか？







　その出来事は、識しきにとって革命と言っても差し支えない。

　朝礼前、識が気け怠だるげに学校の校門を潜くぐったときのことである。

　背後からいきなり、軽く肩を叩たたかれた。

「よう。お前、学校来んの結構遅いんだな。つっても、元ぼっちのお前が早く来たって仕方ねえか」

　宗そう侍じだった。

　どさっ、と。識の手から鞄かばんが滑り、地面に落ちる。

「うおっ。なんだ、なに固まってんだよ」

「いや……今、有り得んくらい胸がときめいて。やばい、同級生に挨拶されるなんて今の俺すげえ青春してるじゃねえか。宗侍、悪いがもう一回──」

「するか、アホ。そんなことより、さっさと教室行こうぜ」

「い、一緒に登校すんのか!?　俺を心臓発作で殺す気かよ！」

「……お前、ほんとに寂しい学園生活送ってたのな」

　歩き出した宗侍を、識は慌てて追いかける。遠慮がちに隣に並ぶと、

「そういえば、悪いな。宗侍とは飯食う約束したのに、結局声かけられなくて」

「気にすんなよ、飯くらいいつでも食えるだろ。それに、今はそれどころじゃないみたいだしな」

「……まあ、な」

　シオンとアーシェが転校して数日が経たっていた。

　あれ以来、識の日常は激変した。具体的に言えば、識は以前よりずっと窮きゆう屈くつな思いをするようになったのである。

「……正直、あの三人とは学校で関わりたくないんだけどな」

「まあ、気持ちは分かるけどな」

　宗侍は思案するように腕を組み、

「なんせあのバケモノが現れた直後に三人も転校してきて、さらに三人とも外国人で、おまけに三人とも俺らのクラスときたもんだ。なんかあるって考える方が自然だろ」

　まさにその通りだ。クラスメイトたちは自分が見た幻が現実のことではないかと疑い、識を不気味がっているのである。フィーナはそのコミュ力から依然友達の輪を広げているが、アーシェとシオンはクラスから浮いたままだ。

「……宗侍は、あの幻覚のこと信じてんのかよ？」

「白か黒かで言えば、灰色だな。お前らは信じられんくらい怪しいが、確信できるほどの証拠がない。ただ、一つだけ分かることがある」

　ぴん、と立てた指を識しきに向け、

「どうやら、お前はそこら辺にいる高校生とは違うってことだ。こんな変な奴やつだって知ってたら、もっと早く声をかけてたよ」

「あのな、他の生徒にそう思われてるから俺はこうして苦労してんだよ。一年間も学校に通ってまともに友達としてアドレス交換したの、お前だけだぞ」

「……なんだ、お前フィーナたちの連絡先知らないのか？」

「あいつら携帯持ってないんだよ。もし買ったとしても……アドレス教えるのはちょっと気が引ける。出来るだけ、フィーナたちとは接点を持ちたくないんだ」

「お前な、そんな贅ぜい沢たくなこと言える立場かよ」

「どういうことだよ？」

「ちょっと前までのお前はイタい奴だった。友達欲しいオーラが溢あふれてて滅め茶ちや苦く茶ちやめんどくさかったし、絶対に関わりたくないタイプの人間だったよ。多分、全校生徒が同じ気持ちだったと思う」

「あの、もっとオブラートに包んで頂けると嬉うれしいんですが……」

「そんなお前に、フィーナたちは声をかけてくれるんだろ。もっと愛想良くした方が良いと思うけどな」

「……そういうわけにもいかないんだ。あまり深くは言えないけどな」

　宗そう侍じは、何な故ぜか不満そうな顔をしながらも、

「……まあ、ほとぼりが冷めればクラスの連中も巨人の件は忘れるさ。そうなったら、フィーナたちと一緒にいても何も言われなくなるだろ」

「……だったらいいけどな」

　溜ため息いきを零こぼすと、識は昇降口で下げ駄た箱ばこを開け……何やら、見慣れないものがあった。大量の広告チラシが詰め込まれていたのである。訝いぶかし気げに、識はその一枚を手に取る。

　旅行案内を模した、異世界のガイドリーフレットだった。

　チラシには〈ラグナロク〉の魅力がこれでもかと書かれていた。写真も載っているがどこをどう見てもネットから拾ってきた画像で、「写真はイメージです、実際とは異なる場合があります」と丁寧に注釈されている。他のも似たようなもので、〈シャングリム〉と〈ヒンミィリア〉のチラシが、異世界良いとこ一度はおいでと識を誘う。

　いっそ壊れよとばかりに下駄箱を閉めた。

「おい、上履きはどうした」

「ほっといてくれ。今日は裸足はだしで授業を受けたい気分なんだよ」

　早足で歩み去る識に、宗侍はただ首を傾かしげるばかりであった。




「……それで、私たちはこんなところで昼食をとっているということか」

　もしゃもしゃとサンドイッチを咀そ嚼しやくしながら、シオンが口にした。

　現在、識しきたちがいるのは隼しゆん也やが隠れ家として利用していた空あき部室である。隼也を蹴り飛ばしたあの日以降、この部屋を訪れる者はいなくなったため、識は有り難く使わせてもらっていた。

　識は購買で最も安いコッペパンを手にしながら、

「ひとまず、目立つ行動は避けたいからな。教室で飯を食うわけにもいかないだろ」

　識の言葉に、それまでスティックタイプの菓子を齧かじっていたアーシェが、

「別に、アーシェは気にしないよ？」

「その図太い神経は尊敬するが、俺のことも気を遣ってくれ。俺は普通の高校生でいたいんだよ」

「でもでも、こういうシチュエーションって何か良いと思いません？」

　持参の手作り弁当を膝に乗せながら、フィーナが、

「だって、女の子とご飯を食べてるんですよ？　まさに青春っ！　って感じじゃないですか。やりましたね、識さまの憧れに一歩近づきましたよ！」

「確かに、女子生徒と飯を食うってのは俺の悲願ではある。けどな、俺は今、一ミクロンたりとも心が動いてねえ」

　識は、それぞれに食事をする少女たちを眺め、

「ここにいるのは女神と、女騎士と、エルフだ。そして、何ど処こにでもいる高校生は普通、異世界の女の子と食事をしない。お前らがただの女子高生なら、俺は咽むせび泣ないていただろうがな」

　識は味付けも何もないコッペパンを口にしながら、

「だから、悪いこと言わないから元の世界へ帰ったらどうだ。お前らが何したって絶対異世界には行かねえよ」

「生あい憎にく、私とアーシェには魔導具の期限がある。その日を迎えるまでは、自発的に元の世界へ帰ることは不可能だ。……何より、君のことが諦められないんだよ」

　シオンは薄い笑みを浮かべながら、

「恐らく、わたしがこの世界へ転移出来るのはこの一度きりだ。断られたからといって素直に引くわけにはいかない。世界を救って欲しいという気持ちもあるが、私は君のことをもっと知りたいんだ」

「……ふん」

　そっぽを向くように、識は視線を逸そらす。

「それに、この世界へ来てから新しい目的も出来た。それが果たされずに〈シャングリム〉へ帰還するなど、騎士の名折れだ」

「新しい目的って……あれか、新作ゲームの発売日が近いのか」

「断じて違うっ！」

　不自然なほどシオンは声を荒らげた後に、

「数日前のことは覚えているだろう。エルヴィが、私たちの前に現れた時のことだ。……あの神しん霊れいは私とアーシェを、そして誰よりもフィーナを侮辱した。その罪を償つぐなわせなければ、私の気が済まない」

「それはアーシェも同感かも。またエルヴィが来るとは限らないけど、最低でもこの世界に体を慣らしておきたい」

　どうやら、二人はエルヴィに対し相当怒りを抱いているらしい。やはりフィーナも同じなのかと、視線を向け……ふと、気づく。

　フィーナが、どこか思い詰めたような表情で、弁当に目を落としていた。

　フィーナらしからぬその反応に、識しきは顔をしかめ……そのとき、アーシェが、

「だから、アーシェがするべきことは二つだよ。一つは、召喚魔術アドヴエントを成功させること。もう一つは、アーシェの魅力でシキをめろめろにすること」

「今時誰も言わねえぞ、めろめろなんて単語……」

　半目になる識を見事に無視し、アーシェは思案に暮れるような表情をする。

　やがて、ぽん、と手を叩たたくと、

「ねえ。シキはコッペパンだけでお腹なかいっぱいになるの？」

　突然の疑問に、識は胡乱うろんげな目をしながら、

「ぶっちゃけ、金がないからこれで我慢してるだけで満腹には程遠いな。なんせ無理言って一人暮らしさせてもらってるから、あんま贅ぜい沢たくは出来ねえよ」

「そうなんだ。じゃあ、アーシェのお菓子食べてもいいよ」

　アーシェは箱から栄養食を一本だけ取り出し、先端を口にくわえる。

　そして、じっと識を見つめた。

「どうした、俺にくれるんじゃないのか？」

　しかし、アーシェは無言のままだ。識は彼女の意図が摑つかめないまま、眉を顰ひそめ──突如、雷にでも打たれたかのように硬直する。

「ま、まさか……お前が口にしたやつを、そのまま食えっていうのか!?」

「え、えっ!?　それってつまり、ポッキーゲームってことですか……!?」

　愕がく然ぜんとするフィーナとシオンを他よ所そに、アーシェはスティック菓子を口から離し、

「この食べ方は恋人同士しかしないんだよね？　だったら、シキも憧れてると思ったんだ」

「お前な、自分で何言ってるか分かってんのか？　ポッキーゲームなんてしたら、最終的には──」

「キス、するんだよね？　……シキなら、いいよ」

　この瞬間、一ミリくらい識しきの心は動いた。

　動揺を悟られぬよう、識は必死で無表情を装いながら、

「……バ、バカかお前は。そんなこと真顔で言うなよ」

「アーシェさん、駄目ですよそんなの！　だって、好きでもない人にキ、キスなんて……！」

「アーシェは、全然大丈夫だよ？　いつかシキには、キスより先のことしてもらうつもりだから」

　アーシェはスティックを口に入れ直し、再び識に差し出す。

　無論、識はアーシェの言葉に従うつもりなどない。

　しかし、たとえ相手が異世界の女の子とはいえ、夢にまで見た光景がすぐそこにある。その紛まぎれもない現実に、どうしようもないくらい識を慌てさせる。

　明確な拒絶も出来ず、立ち尽くすばかりの識──そのときだった。

　ぱくりと。

　フィーナが、アーシェのお菓子に齧かじりついた。

「…………………………」

　妙な沈黙が部屋に流れる。識も、シオンも、アーシェさえ呆あつ気けに取られている。

　その中で、フィーナだけが闘志を燃やした眼めを、アーシェに向けていた。

「……これは、あれだろうか。アーシェの邪魔をするために、代わりにフィーナがポッキーゲームを請け負ったということか？」












「もっと良い方法、あると思うんだけどな」

　呆あきれた表情で、識しきとシオンが言葉を交わす。

　しかし、とにかくアーシェの妨害は果たされたらしい。アーシェは残念そうに口を離そうとし……そして、識は彼女の意外な一面を知る。

　どうやら、このエルフにも悪戯いたずら心というものがあるらしい。

　アーシェはお菓子を食べ始めたのだ。フィーナのくちびるに、近づくように。

「……っ！」

　こうなれば、面食らうのはフィーナである。

　しかし、フィーナは逃げ出さない。それはきっと識を求めるライバルとしての矜きよう持じだったのだろう。半端な気持ちで識に向き合っていないと意気地を見せつけるように、フィーナはぐっと耐える。

　チキンレースが始まる。

　少女と少女の、意地とプライドがぶつかる音を、識は確かに聞いた。

　アーシェはフィーナを試すように、もそもそと少しずつ食べていく。残り一〇センチ。表情を変えないアーシェに対し、フィーナの額には一筋汗が浮かんでいる。もそもそもそもそ。残り八センチ。鼻先がぶつかってしまいそうな距離になっても、フィーナは勝負から降りない。けれど、その表情はあからさまに狼ろう狽ばいしており、

　その心の揺れを、アーシェは見逃さなかった。

　ギアチェンジするかのように、アーシェが食べる速度を上げたのだ！

　もそもそもそもそもそもそもそっ。残り四センチ。くちびるが触れ合ってもおかしくない距離、最も早はや危険水域だ──が、フィーナは覚悟を決めたように固く目を閉じる！　その間にもアーシェはフィーナに迫り、ああ、このままでは、

　くちびるが、

　重なった。

「────────」

　それは、とてもとても長い口づけだった。残りゼロセンチで二人は身動き一つせず、識とシオンはそんな彼女たちに言葉を失う。

「……フィーナ、すごいね。正直、もっと早く逃げるかと思ってた」

　やがて、アーシェが身を離す。

　フィーナの体がぐらりと傾き、しかし、その小さな体たい軀くをシオンが抱きとめる。

「おい、大丈夫かフィーナ!?」

　力尽きたような安らかな顔をするフィーナを、シオンは揺する。その姿はまるで、戦場にて瀕ひん死しの仲間を看み取とる兵士のようだった。

「……シオン、さん。見てくれましたか？」

「ああ、よくやった！　立派なものだ、アーシェから一歩も退ひかず耐え抜いたのだから！　誰も君のことを臆病者だと謗そしるものか！」

「あはは、ありがとうございます。……識しきさま、聞いてくれますか」

「おう、どした」

「女の子同士の口づけは、ファーストキスに含まれないんですよ……」

「もういいっ！　今はただ休め、フィーナ！」

　なんだこれ、と識は内心で呟つぶやいた。

「くっ……！　アーシェ、次は私に頼む！　騎士の名誉にかけて、識への思いは君たちに負けないと証明してみせる！」

「……いいよ、付き合ってあげる」

「おい、趣旨が変わってんぞお前ら」

　その言葉を無視し、二人はスティック菓子を口にくわえる。シオンの代わりに識がフィーナの体を支えると、彼女はがくりとうなだれた。

　この者に、安らかな眠りの時を与え給たまえ。

　名誉の戦死を果たしたフィーナへ、何となく識は黙もく禱とうを捧ささげた。
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　思えば、フィーナたちが転校して来て以来賑にぎやかにはなった。もし数日前のぼっちである自分自身に、もうすぐお前は女の子と飯を食うよ、と言っても鼻で笑うに違いない。

　しかし、代わりに失ったものは、比べものにならないくらい大きいのである。

「起立、礼」

　日直の号令を合図に、終礼が終わる。

　途端に教室が騒がしくなり、識は黙々と帰宅の準備をする。机の中にしまっていた教科書を取り出すと、誤ってペンケースが床に落ちた。

「おっと」

　識としては、何気なく口にしただけなのだ。

　しかし、その一言で教室が水を打ったように静かになる。生徒たちは顔を強こわ張ばらせ、石像が如ごとく静止していた。少しでも動けば絡まれる、そんな警戒心がありありと感じられる。

　物もの凄すごい空気のなか、識はペンケースを鞄かばんにしまいそそくさと廊下に退避する。一階に降り昇降口まで来て、知り合いの生徒がいないことを確認し、やっと肩の力を抜いた。

「識さま、大丈夫ですか？」

　それから程なくして、心配そうな顔をしたフィーナが現れる。

「……どうして、声を出しただけでこんなに気まずい思いをしなきゃいけないんだ」

「一応、わたしも識しきさまのフォローは友達にしようとしたんですけどね。みんなが思ってるほど怖い人じゃないよ、って」

「マジでっ!?　ど、どうだ、手ごたえはあったか!?」

　識の必死ぶりに、フィーナは若干たじろぎながら、

「で、でも、失敗ばかりなんですよ。識さまの名前を出しただけでみんな目が虚うつろになって、話が進まないんです」

「うわあ、まるでゴキブリみたいだな、俺……」

「安心してください！　ほら、識さまにはわたしたちがいるじゃないですか！」

　だが、識はじとーっとフィーナを見つめる。

　元を正せば、フィーナたちが原因で識は腫れ物扱いされているのだ。フィーナのおかげで宗そう侍じという友達も出来たが、差し引きで考えればマイナスだろう。

「ところで、この後フィーナはどうするんだ。また俺おれん家ちに来るのか？」

　基本的に、フィーナたちは学校が終われば識の家に集まることになっている。無論、理由は識と親睦を深めるためだ。

　フィーナたちとて常に識へ色仕掛けをしてくるわけではないが、やはり出来るだけ傍そばにいたいという気持ちがあるのだろう。

「そのつもりですけど、その前に夕食のために買い物に行かなきゃなんです。あ、今日は和風の料理に挑戦しようと思うので、楽しみにしていてくださいね」

「……なあ、俺らのために飯なんて作らなくてもいいんだぜ？」

「別にいいですよー、一人でご飯食べてもおいしくないですし。それに、みなさんおいしそうに食べてくれるから、こっちも作り甲が斐いがあるってもんですよ」

　そういうことではない、と識は嘆たん息そくする。

　夕食をご馳ち走そうしてもらうのはとても有り難い。しかし、だからこそ困るのだ。

　フィーナの健けな気げな姿を見る度に、彼女への情が深くなってしまうから。

「なので、一緒に行きませんか？　今ならわたしの荷物を持つ権利が与えられますけど」

「なんで偉そうなんだ、お前は」

　さて、どうするか。識は考え込み……気づく。

　フィーナの背後、その先にある壁の陰から、こちらを覗のぞき見みる少女がいた。

　超ちよう弩ど級きゆうに怪しい女の子だった。鞄かばんを大事そうに胸に抱え、識たちをじっと見つめている。何より、身に着けたサングラスとどでかいマスクが異様に目立っていた。通りすがる生徒たちが驚いたように見ているが、彼女は気づいているのだろうか。

　しかし、識はその少女が誰であるか一瞬で理解した。

　頭隠して何とやら──その少女は、見み惚とれるくらい鮮やかな朱色の髪だった。

「悪い、今日は無理だ。後で俺おれん家ちで落ち合おう。ちょっと、おもしろいもんを──じゃなくて、野や暮ぼ用ようを思い出してな」

「えー……分かりました」

　ちょっとだけしょげた顔をして、フィーナは昇降口を去っていく。その後ろ姿を見届けると、識しきは例の少女に向けて歩き出した。

　あたふたと慌てる少女へと、識は言葉を投げかける。

「シオン、警察から事情聴取を受けたいなら別だが、嫌ならその格かつ好こうで帰るのは止やめとけ」

「──っ！」

　その一言で、シオンはぴたりと動きをとめる。

　やがて、シオンはおずおずと変装を解くと、

「……奇遇だな、識。こんなところで会うなんてな」

「奇遇も何も、ここ学校だぞ。会うこと自体不思議でも何でもないと思うが」

「そ、それもそうか。はは、ははは……」

　乾いた笑いを零こぼすシオンに、識はとある確信をする。

　こいつ、何か隠してるな。

「しかし、どうして俺たちから隠れてたんだ？　まるで、見つかると都合が悪い、って感じに見えたけど」

「そ、そうか？　識の気のせいだと思うがな」

　さっと、シオンは手にしていた鞄かばんを背後に隠す。

　笑ってしまうくらい分かりやすかった。

「へえ、そうか。ところで、何な故ぜだか無性にその鞄の中身が見たくなったんだが、ちょっと貸してくれないか？」

「い、いや、大したものじゃないんだ。気にしないでくれ」

「そう言われると尚なお更さら興味が湧くな」

「止めろ、識を思って忠告してるんだからな。これは、あれだぞ。ミミックだぞ。開けた瞬間、世にもおぞましい化物が君を襲い──」

「そういえば、今度ナーシャ・ジベリが来日するらしいな」

「なっ……！　飛空艇の驚異的な速度をゲーム内で表現した、あの天才プログラマーが!?　い、いつだ!?」

　不意を衝つくように鞄を奪い取り、躊躇ためらいなく開け……ふん、と鼻を鳴らした。

　中には教科書やノートの他に、ライトノベルが詰め込まれていた。数にして一〇冊ほど。どれもジャンルはバトルもので、アニメ化を果たしたビッグタイトルばかりだ。

　そして、ラノベの背表紙には分類番号が貼られている。つまり、これらは全て図書室のものなのだ。

「なんだ、ただのラノベじゃねえか。何でこんなもん隠して、」

　ただならぬ殺気を感じ、識しきは顔を上げる。

　消火器がすぐそこまで迫っていた。

　身を屈かがめてやり過ごすと、消火器が派手な音を立てて転がる。二投目としてブリキ製のバケツを掲げるシオンへ、識は、

「公共の物は丁寧に扱いましょう、ってお年寄りから教わらなかったか？」

「……私の秘密を知ったからには、生かしておけない」

「俺が死んだら、困るのはシオンだと思うんだがなあ」

　シオンはバケツを手にしたまま固まり、やがて、申し訳なさそうに元に戻す。

　識はシオンに声をかけようとした……が、そこで自分の愚行に気づく。

　下校しようとしていた生徒たちが、遠巻きに識たちを眺めていた。

「シオン、ちょっと来い」

「あっ……」

　手首を摑つかまれ、シオンが驚いたように声を零こぼす。識はシオンと一緒に靴を履き替えると、例の空あき部室へ向かった。

　その道中、手の平に感じるシオンのぬくもりに動どう悸きが激しくなったのは、バレなかったと思う。

「……さて」

　空き部室にて、識は少しだけ名残惜しくもシオンから手を離す。シオンの鞄かばんから数冊のライトノベルを取り出すと、

「誤ご魔ま化かさずに言えよ。これを借りるために、わざわざ変装して図書室に行ったんだろ？」

「…………」

　こくり、とシオンは頷うなずく。

　なるほどな、と識は一人納得する。ゲーム好きといい、ラノベ好きといい、シオンにはある素質があるようだ。

　つまり──シオンはオタクに染まりつつある。

「笑いたければ、笑えばいいだろう」

「どうして俺がお前を笑わなきゃいけないんだ。大体、前々から思ってたが、なんでそこまで自分の趣味を隠す」

「……だ、だって」

　急に、シオンは恥ずかし気に顔を背そむけ、

「これでも、わたしは祖国では英雄と称たたえられている。それなのに、娯楽に興じるなんておかしいだろ」

「そんなことねえよ、英雄だって人間だ。旨うまいもん食えば笑顔になるし、綺き麗れいな服着れば自慢もしたくなる。夢中になるものがある方が自然だ」

「し、しかし、それでは他の者への示しが──」

「お前は英雄を美化しすぎなんだよ。あいつは遊あそび呆ほうけてる、なんて馬鹿にする連中は放っとけ。シオンが何しようと、魔物から怯おびえる人たちを守ったって功績は変わらないだろ？」

　それでも、シオンの表情が晴れることはない。

　識しきは困ったように頭をかき……ふと、その手を止めると、

「そうだな、どうやら俺は勘違いしてたらしい。誇り高い騎士であるシオンが、サブカルに熱中するはずないよな」

「そ、それは……決して、嫌いというわけでは──」

「つまり、無理してオタクになろうとしてるんだろ？　俺を異世界まで連れてくために」

「……えっ？」

　識はわざとらしさを押し殺しながら、

「俺は異世界に行くまでは根っからのオタクだった。好きなゲームと出会えばネットで意見交換してたし、逆に気に入らないゲームは上から目線で叩たたいてた。随分マシになったとはいえ、根っこのとこじゃ変わらねえよ。だから、俺に合わせてるんだよな？　ゲームやライトノベルの知識があれば、いくらでも俺との話題が生まれるもんな」

　しばらくの間、シオンはきょとんとしたまま動かない。

　……が、突然、興奮したように顔を上気させると、

「う、うむ、その通りだっ！　識と仲良くなるためには、君が好きなものを学ぶべきだからな！　いやあ、バレてしまったか！　これも私の戦略の一つなんだ！」

「じゃあ、これからもオタクであり続けるわけだ？」

「仕方なくだがなっ！」

　言葉とは裏腹に、シオンは無邪気に目を輝かせる。そんな彼女を、識は複雑な思いを抱きながら眺めていた。

　今の識は矛盾している。識は心の底から異世界に行くことを拒んでおり、本来ならシオンたちと親しくなるべきではない。

　それでも、こうして助言を与えてしまったのは……シオンが抱く英雄への幻想を、壊したかったからかもしれない。

「なあ、識」

　シオンの繊細な声色に、識は我に返る。

「私は、出来るならば英雄らしくありたい。でも、君の前でだけはゲームやライトノベルの話をすると思う。その時は……私の言葉を、聞いてくれないだろうか」

「……別に構わないが、俺は絶対にお前にほだされないからな」

「……うん。ありがとう」

　瞬間、識しきは血液が沸騰したような感覚がした。

　シオンが、今まで見たことないくらい、優しい笑顔をしていたから。

　ずるい、と思う。普段は騎士に相応ふさわしい凛りん然ぜんとした佇たたずまいをしているくせに──そんなに、女の子らしい顔をするなんて。

「ほら、もう話は終わりだ。さっさと帰ろうぜ」

　照れ隠しのように、鞄かばんをシオンへ押し付ける。顔色を悟られまいと、さっさと部屋を出ようとして、

「ちょっと待ってくれ。一冊、足りないのだが」

「なんだと？　……もしかしてあそこで落としたか？」

　思い当たる節といえば、昇降口で消火器を避よけたあの時しか思いつかない。

　首を捻ひねるシオンに「ちょっと待ってろ」と言い置くと、識は小走りで校舎に向かう。シオンを待たせたのは識なりの配慮である。自分の趣味を隠しておきたいシオンからすれば、堂々とラノベを探すわけにもいかない。

　しかし、昇降口の辺りをぱっと見渡しても文庫本らしきものは落ちていない。消火器が恨めし気に転がっているだけである。

　心の中で謝罪しながら、識は消火器を元に戻し……そこで、眉を顰ひそめた。

　数人の男子生徒が、識を見ながら小声で話し合っていたのだ。それも、彼らは識のクラスメイトだった。

　しばらくして、その内の一人が緊張した面持ちで識に近寄る。余程気が張り詰めているのか、まくし立てるように喋しやべりかけた。

「ね、ねえっ、織おり原はら君……で、合ってるよね。ごめんね、急に。そういえば、ちゃんと話すのって初めてだよね。なのに、こんなこと尋ねるのも──」

「……………」

「……織原君？」

　即座に言葉を返すなど、無理な話だ。同級生に話しかけられるなんて、夢にも思っていなかった。緊張で体は熱くなり、思考は混線して少しもまとまらない。

　それでも、識はかろうじて一言だけ口にする。

「……どう、したの？」

「あのさ、さっきまでシオンさんと一緒にいたよね。その時、これ落としたと思うんだけど……」

　男子生徒が識に渡すのは、一冊の小説。

　シオンが図書室で借りた、ライトノベルだ。

「僕の見間違いじゃなかったら、これ、シオンさんの鞄から落ちたように見えたんだけど……もしかして、ライトノベルが好きなの？」

　動揺しながらも、識しきは好青年の演技をしようとし──ふと、考え直す。

　クラスメイトの中には、識と宗そう侍じの会話を耳にした者もいるだろう。今更猫を被かぶるのも、白々しいかもしれない。

「いや、それは誤解だ。あの鞄かばん、俺のなんだよ。だからそれは俺が借りたんだ」

「なんだぁ、そうなんだ……」

　男子生徒は肩を落とすと、

「ごめんね、変なこと聞いて。僕もラノベ好きなんだけど、シオンさんも同じ趣味があるのかなって。ほら、シオンさんって大人びてるっていうか、近寄り難い雰囲気あるでしょ？　だから、ちょっと嬉うれしくなっちゃって」

「ま、待ってくれ。お前ら、シオンのこと怖がってたんじゃないのか？」

「うん、まあね。正直、織おり原はら君に声をかけるのもかなり躊躇ためらったんだけど……でも、こんなチャンス逃したら、後悔するかもって思って」

「……なんだ、チャンスって」

「だって、あんな美人な女の子がラノベ好きなんだよ!?　僕らにとっては凄すごく貴重なんだ！　もうさ、巨人とかどうでもよくない!?」

　開いた口が塞ふさがらなかった。

「でも、残念だけど違ったみたい。ありがとう、シオンさんについて教えてくれて。……あ、それとね織原君。僕と親しくなろうとして、ラノベとか買かい漁あさらないでね。僕としては困っちゃうからさ」

「……安心してくれ。その悪あく癖へき、もう治ったから」

　男子生徒は意外そうな顔をすると、踵きびすを返し友達の許もとへと帰っていく。

　未いまだに緊張が解けない体のまま、識は昇降口を出て、

「ど、どうだった？　やっぱ、噂うわさ通りの変人だったか？」

　聞こえてきたうわずった声に、慌てて彼らの死角へと隠れる。良くないこととは知りつつも、耳を凝らし、

「……えーっとね」

　先程の男子生徒が、ぽつりと言った。

「思ったより、普通の人だった」

「ま、まじで!?」

「うん、拍子抜けするくらい。やっぱり、織原君が巨人を倒したなんて、僕には信じられないけどなあ……」

　その言葉を聞き届けると、識は再びシオンのいる空あき部室を目指す。その途中、片手で思いっきり、自分の頰ほおを叩たたいた。

　だらしなく緩ゆるんだ自分の顔を、シオンに見られたくなかったからだ。





　　◇






「ここで小こ式しき部ぶの内ない侍しが詠んだ返歌は大変有名ですが、彼女の凄すごいところは即席でつくったところです。この大おお江え山やまから始まる歌は──」

　ナナ先生が板書をし、チョークの乾いた音がこつこつと教室に響く。

　古典の授業であった。生徒たちがナナ先生の講義に耳を傾けるなか、何とはなしに識しきは例の異世界少女組に目を配る。

　こういうところでも性格が出るのか、フィーナはにこにこと笑いながら授業を受けている。お前絶対分かってないだろ、と心の中でツッコんでおく。

　対して、シオンは一心不乱に黒板の内容をノートに写していた。何も生き真面目まじめに授業を受ける必要もないと思うのだが、これも性分なのだろう。

　で、アーシェはというと。

　だら～っと机に突っ伏し、爆睡していた。

「………………」

　まあ、仕方ないとも思うのだ。なんせ、アーシェにとってこの国の古典など役に立つことはあるまい。そもそも、アーシェは生物学者なのだから文系科目に興味がないのかもしれない。しかし、せめて睡魔と戦う努力くらいはした方が……。

「では、この歌の掛かけ詞ことばを説明してください。えーと、今日は二三日なので……じゃあ、出席番号二三の永なが見み君」

　ナナ先生が隼しゆん也やを指名する……が、何だか様子がおかしい。

　隼也は俯うつむいて、ぶるぶると震えていた。

「な、永見君？　どうしたの、体調でも悪いの？」

「……はい。今朝から、ちょっとおかしくて」

「そ、そうなんだ。あんまり無理しないで、保健室に行った方が──」

「はぁあんっ！」

「ど、どうしたの？」

「……止やめてくださいよ。保健室なんて、そんないやらしい言葉」

「えっ？」

「僕を保健室に連れて行ってどうするつもりなんです。まさか、二人っきりでオトナの保健授業とか、そういう──い、いえ。すみません、取り乱してしまって」

「ほ、本当に変だよ？　何か目が血走ってるし、辛つらいなら誰かに付きそってもらって……」

　そう言って、ナナ先生は隼也に近寄るが、

「せ、先生、こっちに来ないでください。大体、なんでスーツなんか着てるんですか。もしかして僕のこと誘ってるんですか。ダメです、香水の匂いが、ああ──」

　ナナ先生が、心配そうに隼しゆん也やの顔を覗のぞき見みる。

　その直後だった。

「──げぎゃぎゃあああああああああっ！」

「きゃああああああああああああああっ!?」

　奇声を発しながら、獣のようにナナ先生を押し倒す。

　識しきは一瞬だけ呆あつ気けに取られるが、隼也を引き離そうと立ち上がり──それよりも早く、アーシェが躍り出て隼也の首筋に手を当てる。

　同時に、隼也の体がビクンと跳ねた。

「あわらっ！」

　世にも奇妙な悲鳴を上げ、そのまま倒れる。生徒たちが気絶した隼也を眺めるが、アーシェだけは彼の瞳孔をしげしげと観察していた。

　その光景に識はぽかんとするものの、座り込むナナ先生を見下ろし、

「せ、先生。大丈夫ですか？」

「大丈夫じゃありません！　何なんですか、もう……」

　隼也の力は相当だったらしく、ナナ先生の自慢のスーツは破け、シャツもはだけてブラジャーの紐ひもが露あらわになっている。傍はた目めから見れば、隼也がナナ先生に対し婦女暴行を行おうとしたようにしか見えない。

　もう授業どころではない。教室はざわめき、生徒たちは動揺を抑えきれない。

　その中で、ナナ先生がぽつりと、涙目で呟つぶやいた。

「……初めてが、奪われるかと思いました」

　クラスの男子共が、一斉にナナ先生を見た。

　気を取り直し、識は隼也を背負って、

「俺、隼也を保健室まで運びます。アーシェ、手伝ってくれるか？」

「うん、いいよ」

「あ、じゃあわたしも──」

「いや、フィーナはナナ先生の傍そばにいてくれ。トラウマになって教師辞めたりしたら、洒落しやれにならないし」

　フィーナの答えを待たず、識は教室から飛び出した。その後をアーシェがついてくる。

　無事に隼也を養護教諭に引き渡し、帰る途中に、空あき教室の扉を開ける。

「どうしたの？　そこ、アーシェたちの教室じゃないよ」

「ちょっと来い、話がある」

　元から、識はアーシェと二人きりになるつもりだった。そのために、理由をつけてフィーナの同行を拒んだのだから。

　識しきはアーシェと共に誰もいない教室に入り、

「単刀直入に聞くぞ。お前、隼しゆん也やに何かしたろ？」

　明らかに、アーシェの対応はおかしかった。あまりに行動が迅じん速そくすぎたのだ。まるで、あらかじめこうなることを予測していたように。

「うん、シュンヤはこの学校で最も優れた雄って聞いたから。それがどうかしたの？」

「お前なあ、少しは悪びれろよ」

「大丈夫、シュンヤの体に多分深刻な影響はないから」

「多分って言ったよな？　今、物もの凄すごい小さな声で多分って言ったよな？」

「ほんとに問題ないよ。シュンヤにちょっと眠ってもらって、魔術を使って視床下部を刺激しただけだから。肉体的にも精神的にも、異常はないはず」

「……それで、具体的に何が変わるんだ？」

「性行動が活発化する」

「説明しなさい」

「性欲が増加して、本能が生殖活動を促すの。あの時のシュンヤは理性が完全に失われていたから、止やむなく気絶させたんだ」

　ということは、隼也はナナ先生に性的に興奮したのだろう。

　つまり、隼也は「女教師」という属性が大好物だということになる。

「お前、どうしてそんなことしたんだよ。あのままナナ先生が純潔を散らしたら、クラスの男子が黙ってないぞ」

「この世界の男っていう生物に興味があったの。だから、アーシェは実験をした」

　機械のような感情のない顔で、言った。

「男が子孫をつくる際に、恋愛感情が重要なのかどうか。この目で確かめたかったんだ」

「……ほう。それで、結論は出たのか？」

「うん。答えはノーだと思う。恋愛は種を残すために効果的かもしれないけど、絶対に必要なものじゃない。だって、隼也は先生に恋をしていたわけじゃないのに襲い掛かったよね？　それが全てだと思うんだ」

「なるほどね、それらしくは聞こえるな」

「否定しないんだ？」

「肯定もしてないけどな。言いたいことは分かるが、共感する気にはならない」

　そこで、シキは無造作に頭をかき、

「前々から気になってたんだが、アーシェって異世界で生まれた割には生き物に対して遠慮がないよな。恐こわいもの知らず、っていうかさ」

「どういうこと？」

「典型的なのが、あの創造獣フアミリアだ。異世界の人間、特に自然を信仰するエルフなんてのは生物を創ろうとしない。神様に対して罰ばち当あたりだから、ってな」

　通常、異世界では合成獣キメラすら禁きん忌きとされている。それは、生物を創った創造主を瀆とく神しんする行為だからだ。

　しかし、

「シキ、すごく馬鹿馬鹿しいこと言ってるよ。他の世界は知らないけど、この〈地球〉にも、〈ヒンミィリア〉にも、生物を創った神様なんて存在しない」

「でも、〈ヒンミィリア〉に神しん霊れいはいるだろ」

「それはアーシェも認める。〈ヒンミィリア〉の特定の魔物が絶滅したのは神霊が原因って言われてるし、根拠もたくさんある。でも、断言できるよ。少なくとも神霊は、ゼロから生物を誕生させてはいない。未いまだに〈ヒンミィリア〉でも創造説を押し付けてくる人がいるけど、アーシェには生物の歴史を侮辱してるとしか思えない」

「……侮辱？」

「シキには、ピンとこない？　……じゃあ、ちょっと手を広げてみて」

　素直なくらい、識しきは両腕を真横に伸ばす。他た愛あいのない会話から始まったはずが、気が付けば識は、アーシェの言葉に惹ひき込こまれていた。

「〈ヒンミィリア〉の創造説では、およそ六〇〇〇年前に神霊が世界を創ったって言われてる。アーシェの寿命が二〇〇年と仮定して、シキの両腕が〈ヒンミィリア〉の年表だとすれば、アーシェはこの期間存在することになるの」

　アーシェは識の右手、その中指の第一関節と第二関節の中間を示す。

　ここから中指の先までが、アーシェが生きる年月ということになる。

「でも、事実は違う。〈ヒンミィリア〉が生まれたのは、ずっとずっとずーっと前──大体、四〇億年前。この数字を当てはめると、アーシェはここにいることになる」

　そう言って、再びアーシェは指をさした。

　中指の爪、その先端を。

「……アーシェは、俺の爪くらいしか生きられないってことかよ」

「違う、爪全体じゃないよ。一番端っこを削って、この世界にある電子顕微鏡で一万倍まで拡大してようやく視認できるくらいの大きさ。アーシェの二〇〇年という人生は、シキの両腕の長さにおいては〇・〇〇〇一ミリメートルしかないから」

　言葉など出なかった。識がいるこの〈地球〉も四六億年前に誕生したと言われており、〈ヒンミィリア〉との差はさほどない。

　今の今まで自覚していなかったが──識がこれから過ごすであろう生涯も、たった〇・〇〇〇一ミリメートルの範はん疇ちゆうでしかないのだ。

　アーシェは、識の左手の先から、右手の中指の中間までをゆっくりとなぞる。

「シキのここからここまでの、気が遠くなるくらい悠久の時間の中で、生物はゆっくりと進化してきた。原始の海から微生物が生まれ、微生物は植物に進化し、あるいは無む脊せき椎つい動物に進化し、鳥類、魚類、哺乳類に進化して……やっと、人間に進化した。そこから獣人種やエルフが生まれ、現在がある」

　アーシェは、識しきの右手の最果てに指を止めたまま、

「生き物たちが遥はるかなる歴史を紡いできたからこそ、アーシェは新しい命を生み出すことに成功した。でも、創造説を語る人たちは簡単に、全知全能の神しん霊れいこそが我々を創ったなんて嘯うそぶく。そんなの、今まで生き残ってきた生物全てを冒ぼう瀆とくしてる──いい？　シキ」

　アーシェは識のすぐ傍そばで、上目遣いにこちらを見つめる。

　その瞳は、気を抜けば心を奪われるくらい、深い色彩。

「神様を信仰するのは否定しない。でも、アーシェたちに創造主なんて必要ないの。進化の可能性を秘めていたからこそ、人類はここまで来た。そして、これからも生き続ける」

「……そう、か」

「だから、生物の神秘を探るためにシュンヤを実験材料にしたのは、何も悪くない」

「どうしたらそう繫つながるんだっ!?　スケールのでかい話で自分の悪行を正当化しないでくれ！」

「むー……シキって、意外と頑固なんだね」

「お前も他人のこと言えないっての。とにかく、もうこんなことは──」

　その時だった。扉の外で、微かすかに足音が聞こえた。誰かが来る。識は会話を聞かれまいとアーシェに人指し指を立てる……が、

　どうしてか、アーシェの耳が元気よく立っていた。

　その直後、彼女は大げさなくらい声を張り上げ、

「うん、分かった。後でナナ先生には謝っておくね。シュンヤがおかしくなっちゃったのは、アーシェのせいだもん」

「お、おい……！」

　慌ててアーシェを制止しようとするが、瞬間、激しい音と共に扉が開く。

　立ち尽くす宗そう侍じが、そこにいた。

「宗侍、どうしてここに……！」

「……帰りが遅いから、心配して探してたんだよ」

　よく見れば、宗侍の背後には二人の生徒がいて、彼の陰からこちらを覗のぞいている。

　恐らく、先ほどのアーシェの言葉を聞いたのだ。だからこそ、アーシェを恐れている。

「隼しゆん也やが暴走した原因は、お前なのか？」

　識は、宗侍の疑問を否定しようとしたが、

「うん、そうだよ」

「おい、アーシェ──！」

「シュンヤには、ちょっと実験に付き合ってもらったんだ。日本人なんて初めてだから、試したいことがあったの。でも、もう終わりかも。もう実験はするなって怒られたから──だけど」

　アーシェは、宗そう侍じから視線を外し、

「もしかしたら、我慢出来ずにまた強行しちゃうかも。例えば、クラスメイトにこっそり薬を投与したりとか……」

「ははは、愉快なこと言うねえアーシェさん！」

　識しきは無理やり笑うが、宗侍は凍りついたままだった。

　何せ、宗侍から見ればアーシェは風変りな異国人だ。口にした言葉を実行したとしても、不思議ではない。

「だから、提案があるの。もしアーシェのお願いを聞いてくれたら、誰にも手を出さないって約束するよ」

「……提案、だと？」

　宗侍の呟つぶやきに、アーシェは耳をピンと立て、

「これからシキが、アーシェの実験対象になるの。シキからデータを集めることが出来れば、十分だから」

「……はあ？」

　識は呆あつ気けに取られながら、

「それって、俺が隼しゆん也やみたいに、お前に玩具おもちやにされるってことか？」

「うん、よく分かってるね、シキ」

「いやいや、冗談だろ!?　だって、もし俺が隼也みたいになったら──」

「その点は考慮して、他人に危害を与えない方法を考えるよ」

「あの、俺の身の安全は……？」

　ふい、とアーシェが視線を逸そらす。

「その点も一緒に考慮してくれよ！」

「大丈夫、シキの体に多分深刻な影響はないから」

「声でかっ！　大きな声で言えば許されるってわけじゃないからな!?」

　ようやく、識はアーシェの意図を理解する。

　恐らく、先ほど足音が聞こえたとき、アーシェはその人物がクラスメイトであると予測した。この空あき教室は二年Ｃ組と同じ階にあるし、未いまだに授業は再開していないはずだ。だからこそ、アーシェは自分が犯人であると告白し、こうして識に交換条件を示している。

　クラスメイトが同席することによって、断り辛づらい状況をつくるために。

　しかし、識とて易やす々やすと条件を吞のむわけにはいかない。何とか別の手段を発案しようと頭を捻ひねり……誰かが識しきの肩に手を置いた。

　不気味なくらい笑顔の宗そう侍じが、そこにいた。

「識、お前本当に良い奴やつだよな。アーシェに協力するなんてな」

「えっ、いや、まだ同意したわけじゃ……」

　言い終わる前に、扉の陰から成り行きを見守っていた二人の生徒が飛び出し、識の手を固く握った。

「織おり原はら君、僕は君のこと勘違いしてたよ。君は、仲間思いのとても優しい人だったんだね！」

「識がいるからこそ、俺たちの平穏は保たれるんだな！」

「え、えっ？」

　あまりのことに、識は言葉を継ぐことが出来ない。普段は識を不気味がるクラスメイトが、こんなにも親し気に識に声をかけている。

　だが、ちょっと待って欲しい。この状況を純粋に喜んでいいのだろうか。

　これは所謂いわゆる──人ひと身み御ご供くうというやつでは。

「約束するぜ、識。お前の決意は一生忘れないからな」

「宗侍、それだとまるで俺が死んじゃうフラグが立ちそうなんだが……」

「僕もだよ、織原君。君の犠牲は絶対に無駄にならないからね」

「はっきり犠牲って言わないでくれ！」

「これ、進級初日くらいにお前から勝手に借りてたボールペンだ。遅くなったけど、返すからな」

「それ俺が死ぬかもしれないからだよな!?　っていうか、最近見当たらないと思ってたら無断で借りてたのかよ！　結構傷つくわ！」

　宗侍たちは、優しい表情で異い口く同どう音おんに叫んだ。

「本当に、ありがとうっ！」

「……………………」

　はあ、と識は息をつく。

　確かに、アーシェの毒どく牙がが他の生徒に及ぶのは捨て置けない。それに──どんな形であれ、クラスメイトに期待を寄せられると、断ることなんて出来ない。

　それに、宗侍たちに異世界の件はバレていないらしい。それだけでも良しとしよう。

「……分かったよ。アーシェ、お手柔らかに頼むぞ」

「安心して。シキが死んじゃったら、アーシェも困るから」

　そう言って、アーシェは片手を差し出す。不ふ承しよう不ぶ承しようながらも識はその手を取り、宗侍たちが彼の英断に惜しみない拍手を送る。

　こうして、識は晴れてアーシェ専用のモルモットとなったのであった。




　ここから先は余談になる。

　隼しゆん也やの凶行は瞬またたく間まに校内に広がり、彼の完璧ともいえる経歴に深い爪つめ痕あとが残された。特にまずかったのは、生徒の支持が厚いナナ先生を襲ってしまったことだ。

　隼也は全校生徒から、「変態欲情王子」というあだ名で呼ばれるようになった。





　　◇






　さて、識しきはアーシェの知的欲求の糧かてになることを約束し、今日の放課後にでも実験に付き合うことになる……はずだったのだが、実際には違う。

　まさに午後の授業を受けていたその最さ中なか、フィーナが異世界転移を察知したため、識たちは仮病と称して早退したからだ。現場への移動は、アーシェが召喚した「ぱくりんちょ君」なる魔物によって迅じん速そくに行われた。

　そして、魔物が転移を果たしてから三〇分ほど。

　シオン、そしてナイトに跨またがるアーシェは息を切らしてミノタウロスを見据える。

「くっ……！　アーシェ、気をつけろ。こいつ、なかなか出来るぞ」

「うん。こんなに苦戦したの、初めてかも」

　そりゃ苦戦するだろ、と識は二人を眺めながら胸中で呟つぶやく。

　何せ、シオンが手にするのはほっかほかのフランスパン。アーシェが召喚したのはコカトリスを真逆にしたような、鶏の翼が生えた蛇というへんてこな魔物である。

　シオンとアーシェは未いまだに、召喚魔術アドヴエントをろくに使えないでいたのだ。

　……そこで、軽快な音楽が流れた。設定した携帯のアラームが鳴ったのだ。

「二人共、交代だ」

　識の言葉に、シオンとアーシェが無念そうに下がる。

　やおら近づく識に、ミノタウロスは鉄てつ鎚ついを振り降ろす。笑ってしまうくらい遅い。巨大な鉄の塊が識の頭を粉々に砕くその直前、ミノタウロスの顔面に拳がぶち込まれる。

　牛人は血ち反へ吐どを吐きながら、地面に倒れた。

「はい、おしまい。撤収すんぞー」

　やる気のない識の声に、シオンがじとーっとした目つきで、

「君には私とアーシェに申し訳ないという気持ちはないのか？　こんなにあっさりミノタウロスを倒して」

「面倒なことはさっさと終わらせた方がいいだろ。それに、召喚魔術の練習がしたいって言いだしたのはシオンだろうが」

　識が彼女たちを手助けしなかった理由は、そこにある。まだこの世界に体が慣れていない、という識しきの言葉を信じ、二人は魔術を成功させることを目標に魔物と交戦していた。

　しかし、それではいつまで経たっても勝敗が決まらない。そこで、設定した時間を迎えたら問答無用でぶっ倒す、という約束を識と交わしていたのだ。

「あと、別に俺はお前らが弱いなんて思ってねえよ。二人共普通に戦おうと思えば、ミノタウロスくらいなら倒せただろ？」

「……そうかもしれないが」

　口にして、シオンは召喚魔術アドヴエントを起動する。彼女の手に現れるのは、樫かしの木刀。

　これは、シオンがこの世界で購入し新たに契約を結んだものだ。競技にも用いられる高級品であり、この木き太だ刀ちであれば牛人に引けを取ることはなかっただろう。

「それに、シオンとアーシェも成長してるじゃねえか。新しく契約した物体なら、召喚出来るようになったんだからさ」

「この程度で満足してられないさ。……それに、少し戦場から身を離しすぎたようだ」

　腕に出来たかすり傷を、シオンは忌いま々いましげに見つめる。恐らく、体が鈍なまっていたせいで牛人の攻撃を避よけきれなかったのだろう。

「シオンは回復魔術ヒーリング使えるのか？」

「恥ずかしながら、剣術の鍛錬ばかり積んでいたから応急処置程度のみだ。この世界で役に立ちそうな魔術はかじる程度に学んだが、それ以外はほとんど使えない」

「そうなんだ？　じゃあ、アーシェが治してあげるね」

　アーシェは魔法陣を展開させると、一体のスライムを召喚した。

「名前はぷよちゃん。この子が、シオンの怪け我がを治すんだ」

　恐らく、ぷよちゃんとやらもこの世界で創られたのだろう。アーシェも新たに契約した魔物だけは、問題なく召喚出来た。ならば戦闘向けの魔物も創れば良さそうなものだが、本人にその気はないらしい。もし万が一、アーシェが不在の際に創造獣フアミリアが暴れれば大ごとになる、というのが理由のようだ。

　シオンは、不思議そうにぷよちゃんをフランスパンで突っつきながら、

「このスライムが私の治癒をするのか？」

「ぷよちゃんの粘液は、この世界の細胞生物学と回復魔術を応用させた特別なものなんだ。だから、ぷよちゃんがシオンの傷口に触れればすぐに治るよ」

「ふむ、折せつ角かくの好意だ。有り難く受け取ろう。……どうしたんだ、識。こっちを凝視して」

「構わん、続けたまえ」

「目が怖いのが気になるが……まあいい。ではぷよちゃんとやら、よろしく頼む」

　ぷよちゃんに抱きつかれ、シオンは力が抜けたように膝をついた。もしかしたら、筋肉を弛し緩かんさせる効果でもあるのかもしれない。

　ぷよちゃんには視覚がないらしく、シオンの全身をまさぐるように傷口を探す。

「くっ……はははっ！　ぷ、ぷよちゃん、くすぐったいぞ！　あっ、そこはダメ、だ。敏感だから優しく、ひゃうっ！　あ、ん──」

　シオンが異世界の少女で良かった、と仄ほのかに思う。もし普通の女の子であれば魔物を不気味がって、こんな光景を見ることは出来なかっただろう。

　シオンはぷよちゃんに纏まとわりつかれ、身を捩よじらせながら嬌きよう声せいを上げている。容量パンパンになるまで携帯で撮影したいけどフィーナに怒られるだろうなー、とか思いながら識しきは離れた場所にいる彼女へ視線を移し──気づく。

　フィーナは、身動き一つせず遠くを眺めていた。まるで、黄昏たそがれているように。

　どうしたのだろう、と識は内心で首を傾かしげる。

　その表情は、いつものフィーナとは思えないほど、落ち込んでいるように見えた。

「フィーナ」

　張り上げた識の声に、フィーナの肩がびくりと跳ね、こちらへと駆け寄る。

「あっ、はいはい！　どうしたんですかー？」

　自分から呼んだくせに、識は困ったように腕を組む。ただフィーナのことが気になっただけで、話題など考えていない……そこで、識は咄とつ嗟さに、

「お前、この街に神しん霊れいの協力者がいるんだろ？　その内俺のとこに挨拶にでも来ると思ってたけど、何か事情でもあるのか？」

「えっ？　ああ、実はですね。最近ちょっと忙しかったみたいなんです。それで、明日くらいなら識さまに挨拶を……、」

　そこで、フィーナは言葉を詰まらせる。

「識さま、どうしてそれを……？　協力者のこと、一度も話したことないのに」

「少し考えれば分かるよ。学校に転校出来たのは、そいつのおかげなんだろ？」

　フィーナは魔術の力で識のクラスに編入した、その前提は間違っていないだろう。しかし、その術者がフィーナ本人であるとは考えづらい。

　だから、識はこう仮説を立てた。……フィーナに協力者がいて、そいつが校長に心理操作マインドコントロールを施したのではないか、と。

　しかし、異世界転移は誰でも使えるほど簡単な魔術ではない。つまりその協力者とやらは、フィーナの知り合いで、かつ神域魔術アイテールに精通した者。

　たった一人だけ、識はその人物に心当たりがあったのだ。

「でも、明日なら都合がつくんだな？　なら、それでいいよ」

　その言葉を最後に、会話を打ち切った。……少なくとも、識はそのつもりだった。

「……やっぱり、わたしが転校出来たこと、おかしいと思ってました？」

「……ん。まあ、そりゃな」

　識の返答に、フィーナの表情が暗くなる。

「そうですよね。わたし──神域魔術アイテールしか使えないんですから、当然ですよね」

　その自虐を含んだような声色に、識しきは訝いぶかし気げに目を細めた。

　さっきまでフィーナは、思い悩むようにぼうっとしていたが、もしかして──。

「あっ、ぷよちゃん、もう許してえ……！」

「アーシェ、ぷよちゃんについてだが、あいつ改良の余地があるんじゃないか？」

「……そうかも。帰ったら、躾しつけ直した方が良いかな」

　識とアーシェは、ぷよちゃんを引ひき剝はがすためにシオンの許もとに歩み寄り、

「──よし、決めた」

　ぽつり、と。背後からフィーナの呟つぶやき声がして、識は振り返る。

　そのフィーナの表情は、決意を秘めたように力強かった。





　　◇






　翌日、学校を終えた識は自宅であるアパートに帰り、一人でベッドに寝ころんでいた。

　そう。一人で、である。普段なら放課後はフィーナたちとの行動を常としている識だが、今日は来客があるため彼女たちにはしばらく待機してもらっている。

　識としては、二人きりで話をしたいのだ。

　恐らく──今から来る件くだんの協力者は、識がこの世界で最も嫌悪している人物である。どうせ険悪な空気になるのだ。わざわざフィーナたちを招待することもあるまい。

　そのときだった。ベランダから、ガラスを叩たたく小気味よい音。大して驚いた様子もなく、識はベッドから身を起こし目を向ける。

　一匹の黒猫が、そこにいた。

　識はベランダの窓を開け、不愉快ここに極まれり、といった顔で見下ろす。しばらくの沈黙の中、先に口を開いたのは猫だった。

　にゃあ、などというかわいらしい鳴き声ではなかった。

「久しいな、識。君と最後に会ってから、一年ほどか」

　その声色は、しわがれた老人のもの。

　それでも、識は全く動じない。

「うっせえクソジジイ、俺はてめーに会いたくなかったよ。本当の姿なら、胸倉摑つかみながらコミュニケーションを取ってるところだ」

「ひどい言いようだな。この世界での儂わしは、こんなにキュートな猫なのに」

「中身はよぼよぼの爺じいさんだろうが。あと、自分でかわいいって言うな」

　非常に残念なことに、予想は的中していたらしい。見た目こそ猫であるが、フィーナの協力者こそ識を異世界まで転移させた神しん霊れい……、

　あの、黒いローブをまとっていた老人なのだ。

「しかし、こうして再会したのも何かの縁だ。どうだ、やはり生まれついた世界は落ち着くか？」

「お前と世間話するつもりはねえよ。聞きたいこと聞いたら、さっさと──」

「〈ファランクス〉のことだろう？　無論、調べてある」

「……ほお、準備が良いじゃねえか」

　識しきが不ふ承しよう不ぶ承しようながらもこの老人と再会を望んだのは、エルヴィという少女の情報収集のために他ならない。なにせ、目の前にいるのは神域魔術アイテールに卓越した神しん霊れいである。情報屋としてこれほど信頼の置ける者もいない。

「で、あの高たか飛び車しやなお嬢様はいったい何が目的なんだ。どうして〈ラグナロク〉の魔物なんて集めている」

「客人へのもてなしはないのか？　ミルクでいいぞ」

「…………」

　識は冷蔵庫からめんつゆを取り出し、茶碗に注つぐ。醬油みりん穀物酢マスタード目に入る調味料全てをぶち込みかき混ぜると、どん、と乱暴に黒猫の前へと置く。

「エルヴィは、とある異世界の神霊である〈ファランクス〉の一人娘だが……どうやら、元の世界では問題児として忌いみ嫌われていたようだ。特に目に余るのが、その凶暴さだ。過去には、下界に降りて無秩序に魔物を殺し回ったときくぞ」

　飲めよ、と識は軽く睨にらむ。

「つまり、あの娘こはそういう神霊だ──エルヴィは、自分の力を誇示したいのだよ。そのために飽くなき闘争を繰り返し、そして儂わしたちの世界に魔王として君臨した。〈ラグナロク〉の魔物を招集しているのも、いずれ大きな戦いくさを起こすためだろう」

「少し解げせないんだが、元の世界でエルヴィを咎とがめる神霊はいなかったのか？　下界に降りるのも魔物を駆く逐ちくするのも聖典に触れないだろうが、他の神霊は良い顔しないだろ」

「〈ファランクス〉は、その世界では絶大な権力を持つ宗族でな。みなエルヴィの顔色ばかり窺うかがっていたようだ。あの傲ごう慢まんな性格も得心がいく。幼少の頃より横暴の限りを尽くしても、誰も叱ることなど出来なかったのだろう」

「あいつ、やっぱ元の世界でもあんな感じだったのか？」

「知っているか、識。神霊も胃い潰かい瘍ようになるのだぞ」

　どうやら、エルヴィはおてんばというレベルでは許されないほど周囲に迷惑をかけていたらしい。識は会ったこともない神霊たちに、そっと同情をした。

「儂も一度だけ会ったことがあるが、あの娘は少々自惚うぬぼれが過ぎる。己おのが力を過信し、小さな異世界に収まる器でないと盲信し、こうして儂の世界にて魔王と宣のたまっている」

「やっぱ、あいつの特異感覚エクストラセンスはそれだけ優れてるってことか？」

「あの娘こは逸材だ。あの齢よわいで基礎魔術の全てを上位まで網もう羅らし、四大魔術アルケーの一部を最上位まで会得するなど聞いたことがない」

　驚いた風もなく、へえ、と識しきは相あい槌づちを打ち、

「それで、ジジイはどう思う？　エルヴィは本気で、〈ラグナロク〉を征服する気があると思うか？」

　黒猫は前足で頭をかきながら、「ふん」と鼻を鳴らすと、

「少しでもあの娘に危機感を抱いていれば、とっくに君を〈ラグナロク〉へ跳ばしている。二年前のように、有う無むも言わせずな」

「くたばれ、クソジジイ」

「言われずとも、儂わしは老い先短い。もうすぐ消えるさ。……だからこそ、」

　そこで、黒猫は俯うつむき、

「儂の娘に、〈アークトゥリー〉を託したのだからな」

「……やっぱり、そうだったか」

　最初から気づいてはいたのだ。自分を〈ヴィルドラム〉へ転移させた老人が〈アークトゥリー〉の血筋であることは、随分前から知っていたから。

　何の因果だろう、と思う。

　まさかフィーナが──自分を異世界へと転移させた張本人の娘だなんて。

「……どうだ。フィーナはこの世界でも、上う手まくやっているか？」

「娘の心配をするとは、お前にも温情があったみたいだな。俺を異世界にドナドナさせた鬼畜野郎のくせに」

「儂だって親だ、自分の娘はかわいいさ。それに、フィーナは少々世間知らずなところがある。……正直、甘やかしすぎたかもしれん。あいつが欲しいものは大抵与えてきたからな。この世界のゲームとか、コミックとか」

「やけにサブカルに詳しいと思ったら、お前が元げん凶きようかよ……」

「何よりも──フィーナはまだ、まともに魔術が使えない。不安にもなる」

　──よもや、貴様があの神しん霊れいきっての落ちこぼれ、〈アークトゥリー〉とはな。

　エルヴィの言葉を思い出し、識は露骨に不快そうな顔で、

「そういや、エルヴィも言ってたな。〈アークトゥリー〉の特異感覚エクストラセンスは普通と違うってよ」

「左様だ。フィーナが基礎魔術を使いこなす日がいつ来るのか、儂にも見当がつかん。……だからこそ、フィーナがこの世界に転移する、と言い出したときも儂は反対したんだ。それでも、家出同然に〈ラグナロク〉を飛び出してしまったがな」

　少し意外だった。てっきり、フィーナが助けを求めにきたのも、この老人の差し金だと思っていたからだ。

「この世界で儂も色々サポートしておるが、フィーナは不満かもしれん。あの子は、儂に頼らんようにしている節がある」

「あいつの気持ちは分かるよ。もう子どもじゃないんだし、親の手は借りたくないんだろ。年頃の女の子は難しいな」

「そうだなあ。フィーナも小さな頃は、儂わしに懐いておったんだがなあ。それが今じゃ洗濯物は別にされるし、勝手に部屋に入ったら怒られるし。……識しきよ、泣いていいか？」

「好きなだけ号ごう泣きゆうしろよ。ただし、俺の前からいなくなってから、だけどな」

「相変わらずツレないな。では、一人寂しく神界で愚痴を零こぼすことにするか」

　一瞬、黒猫は真剣な双そう眸ぼうを識に向け、

「娘のことを、頼んだぞ」

　それが別れの言葉だった。黒猫の体がびくんと跳ね、不思議そうにきょろきょろと周りを見ると、識に挨拶もなくベランダから飛び出した。

「……フィーナのことを頼んだぞ、か」

　心配するな、という方が無理かもしれない。フィーナはろくに魔術が使えず、実際父親がいなければ校長に心理操作マインドコントロールを施して転入することも出来なかった。

　識が思案に暮れるその最さ中なか、インターフォンの音が部屋に響いた。来客である。

「誰だ、いったい」

　この部屋に訪れる人間など限られている。フィーナか、シオンか、それともアーシェか。識は体を起こした後、無造作に扉を開け……そのまま固まった。

　識の目の前にいるのはフィーナである。問題は、その服装だった。

　何な故ぜか、フィーナは道着に身を包んでいたのだ。

「押お忍す！　師匠、今日もお邪魔します、押忍！」

「……あぁ？」

　妙に張り切るフィーナに、識は顰しかめ面つらをしながら、

「……聞きたいことは死ぬほどあるが、まず一つ目だ。どうしてお前は、そんな道場破りでもしそうな格かつ好こうをしてるんだ？」

「押忍！　今日は師匠にご相談したいことがあり、然しかるべき服装として空手部からかっぱらげふんげふん、拝借したであります！　そのために、協力者の方とのお話が終わるまで待っていたのであります、押忍！」

「ってことは、まさかその格好のままずっと外にいたのか？」

「押忍！　ちょっぴり恥ずかしかったであります、押忍！」

「……とりあえず、部屋上がれ」

「押忍っ！」

　フィーナは礼儀正しく靴を脱ぎ、テーブルの前に正座した。

　識はフィーナの向かいであぐらをかき、

「さっきから気になってたんだが、師匠ってなんだ、師匠って」

「押お忍す！　それこそが、師匠にお願いしたいことであります！　識しきさまに、わたしにとっての師匠になって欲しいのであります、押忍！」

「どういうことだ？」

「押忍！」

　フィーナは、決意を込めた真剣な表情で、言い放った。

「師匠に壊劫魔術デイザスターを教えて欲しいのであります、押忍！」

「……ほう、なるほどな」

　呟つぶやき、識は居住まいを正す。

「理由を聞きたいが、とりあえずその時代錯誤な口調は止やめろ」

「押忍！　しかし、尊敬すべき人間には前と後で押忍を付けろと、ある人が──」

「門弟と軍人がごっちゃになってんぞ。それに、近所迷惑になる」

「……あ、あのですね、識さま」

　急に、フィーナはおずおずとした喋しやべり方かたになり、

「壊劫魔術は、魔術の才能がない人間でも覚えられるくらい簡単なんですよね？　だから、わたしでも会得出来るのかなって」

「そうだろうな。俺でも覚えられる魔術がフィーナに無理なんて道理はねえ、壊劫魔術の術式ならあっさり理解出来るだろうよ。……だが、フィーナの魔力じゃあまり意味はないぞ。全力を出せばゴライアスくらいぶっ飛ばせるかもしれないが、魔力は枯こ渇かつしてしばらくは魔術が一切使えなくなる」

「それでも十分ですよ！　一つくらい、わたしも武器が欲しいんです！」

「自分だけ戦えないのが、悔しいからか？」

　フィーナは目を丸くし、固まった。

　恐らく、フィーナの冗談みたいな格かつ好こうも、それなりの意味があったのだろう──彼女は、自分自身の劣等感を、識に気づいて欲しくなかったのだ。

「昨日のお前は、へこんでるように見えたからな。俺なりに理由を考えてみたんだ。……お前の親父おやじも、特異感覚エクストラセンスが特別なお前のことを心配してたぞ」

「……パパってば、余計なこと言わなくてもいいのに」

　怒ったように、フィーナが目を尖とがらせる。……が、

「……わたしだけ、なんですよね。魔物が転移しても、なんにもしてないのって」

　突然、フィーナの表情が弱々しく翳かげる。

「わたしは、シオンさんとアーシェさんが羨うらやましいんです。一人は〈不穢の騎士王ホワイト・ナイト〉と呼ばれた騎士で、一人は創造獣フアミリアを創った天才です。二人は召喚魔術アドヴエントが失敗しているだけで、本当は神界にその名が轟とどろくくらいすごい人たちなんですよね。……それで、二人は本来の実力が出せるように、この世界で努力してます」

　そう語る彼女は、恥ずかし気に笑っていた。

「でも、わたしは指をくわえて見ているだけですよ。安全なところに隠れて、魔物に狙われたら必死で逃げて。情けないですよね、わたしは女神なのに。本当はわたしがみんなを守らなきゃいけないのに……だからお願いします、識しきさま」

　フィーナが、深く頭を下げる。

「わたしに、壊劫魔術デイザスターを教えてください。……強く、なりたいんです」

　どれだけ悔しかったのだろう、と識は思う。

　回復魔術ヒーリングが使えず、四大魔術アルケーもままならず、しかしフィーナは神しん霊れいだった。きっと、シオンやアーシェと出会うことで、自分の無力さを痛感したのだろう。

　フィーナの気持ちは、識だって分かるつもりだ。……しかし、

「断る。俺は、お前に壊劫魔術を教えたくない」

「……どうして、ですか」

「根本的に勘違いしてるんだよ。壊劫魔術なんて使い物にならない魔術より、よっぽど立派なもんをフィーナは持ってるだろ。それで十分だと、俺は思うがな」

「でも、識さまはわたしのことをへっぽこ女神だって」

「……まあ、それは悪いと思ってる。つい、いじりたくなって」

「いいんです。識さまの言葉、間違ってないですから」

「そんなことねえよ。本当に俺は──」

「神域魔術アイテールなら使えるかもしれません。でも、それだけじゃ駄目なんです。神域魔術なんて、ミノタウロスを倒すことも、世界を救うことも出来ないじゃないですか。そんなの嫌なんです。……わたしはもっと、神霊らしくありたいんです」

　識を見つめるフィーナの眼まな差ざしは、どこまでも真しん摯し。

「気にするな、ってのが無理な話かもしれねえが……もしかして、エルヴィの言葉を引きずってんのか？」

　虚勢が崩れるように、その眼差しが揺れた。

「あんな奴やつの言うことなんて真に受けんなよ。神域魔術ってのは誰でも覚えれるもんじゃない。お前はもっと、神域魔術を誇っていいんだ」

　口にしてから、こんな言葉がすんなりと出てくることに、識自身驚いていた。

　識はフィーナとも、そしてシオンとアーシェとも親しくなるべきではない。

　それなのに今、自分はこんなにもフィーナのことを気にかけている。

「……識さまも、パパと同じことを言うんですね。なんか、懐かしいです。魔術の失敗ばかりしてたとき、フィーナには神域魔術があるからって、パパも励ましてくれました。……でも、」

　フィーナが肩を震わせながら、俯うつむく。

「わたしは、エルヴィが羨うらやましくて仕方ないんですっ……！」

　その声はまるで、心の軋きしみがそのまま言葉になったようだった。

「わたしだって、エルヴィみたいに魔術を使いこなしたいんです！　わたしとエルヴィは同じ神しん霊れいなんですよ？　それなのに、惨めになるくらいわたし無力なんです！　無能だって、役立たずだってエルヴィに馬鹿にされる度に悔しくて、でも一言も言い返せないなんてもう嫌なんです！　識しきさまの言う通り、本当に神域魔術アイテールが凄すごい魔術なら──」

　ぽつりと、消え入るように呟つぶやいた。

「どうして、こんなに胸が苦しいんですか」

　残酷なくらい、二人の少女は相あい反はんしていた。

　フィーナは純真で、エルヴィは残忍で。

　フィーナは女神を全まつとうしようとしていて、エルヴィは魔王として君臨していて。

　そして、フィーナは魔術の才がなく、エルヴィは天てん賦ぷの才に恵まれていた。

「改めてお願いします。わたしに、壊劫魔術デイザスターを教えてください。ほんの少しでもいいんです──戦える力を、わたしにください」

　誰かのために、そして自分のために強くなりたい。その願いはとても尊い。

　けれど、識は知っている。

　時として、英雄がどれだけ孤独で、血ち腥なまぐさい存在なのか。

「……今から俺が話すのは、唯ただの感情論だ。論理的な根拠なんてないから、もしかしたら見当違いなことを言うかもしれない」

「……識さま？」

　静かに、識は目を閉じる。

　瞼まぶたの裏に蘇よみがえるのは、かつて己自身が駆けた戦場の数々。

「フィーナには、俺みたいになって欲しくないんだよ」

「……どういうこと、ですか？」

「壊劫魔術みたいな単純な魔術だって、色んな使い道がある。護身として利用することも出来るし、障害物をぶっ壊すことだって出来る。だから、必ずしもフィーナがそうなるとは限らないけど……俺はこの魔術を、魔物を殺すことにしか使ってこなかった。フィーナには、そんな風に使って欲しくないんだ」

「……でも、識さまのおかげで救われた人たちだって──」

「俺は、英雄なんてなりたくなかった」

　フィーナの息を吞のむ音が、はっきりと聞こえた。

「世界を救ったことを後悔してるわけじゃない。ただ……思い出したくないくらい辛つらい過去だったのは、間違いないんだ」

　識しきは天井を仰ぐ。そこにあるのは真っ白な天井だが、かつて同じ識の目には、異世界の忌いま々いましい青空が映っていた。

　地獄、だったのだと思う。

　散乱する異い形ぎようの死体、噎むせ返かえるような血の臭い。

「罪もない人たちが魔物に嬲なぶり殺ごろしにされるのが許せない、っていう気持ちはあった。だからこそ、俺は何度だって立ち上がってきた。……いや、」

　そこで、識は言葉を切り、

「立ち上がるしかなかったんだ──世界を救えるのは、俺だけだったから」

　初めから、識に逃げるなんて選択肢はなかったのだ。

〈ヴィルドラム〉は酷ひどい惨状だった。集落はことごとく焦土と化し、葬儀が追い付かず辺りには死体が放置されていた。国民軍は凶暴な魔物に為なす術すべがなく骸むくろの山を築き、人類が滅亡するのは時間の問題だった。

　だからこそ、識は傷だらけになりながらも戦火をくぐった。一歩踏み出す度に心を擦り減らし、死に至るほどの痛みを刻みながら、それでも前へ進んだ。ただ、名前も顔も知らない誰かのために。

　きっと、万が一エルヴィが〈ラグナロク〉への侵略を始めれば、また識は異世界へ行くのだろう──だけど。

　願わくば、もう二度と世界を救うことを理由に死地に赴きたくなかった。

「強くなりたいって言うなら、俺は止めない。けど、壊劫魔術デイザスターのことは忘れてくれ。こんな魔術はフィーナに似合わないし──それに、お前には神域魔術アイテールっていう武器がある。フィーナはそのままでいいんだよ」

　その言葉を最後に、沈黙が降りる。

　一体、どれほどの時間が流れたのだろう。それまで沈黙を保っていたフィーナから、か細い言葉が零こぼれる。

「……もう、いいです」

　フィーナは、亡者の如ごとく力なく立ち上がる。

「識さまの気持ちだって、分からなくはないです。でも、そのままでいろなんて言葉、聞きたくありませんでした。だって──わたしは、女神なんですよ」

　さよならはなかった。フィーナは識に背を向け、靴を履き、扉に手をかけて、

「フィーナ」

　識に呼び止められ、硬直する。

「その格かつ好こうで帰るとまた恥ずかしい思いをすると思うが、いいのか？」

　果たして、その言葉が聞こえたかどうか。識が言い切る前にフィーナは部屋を出た。叩たたきつけられるように閉められた扉の音を最後に、静寂が広がる。

　遣やる瀬せ無い表情で、識しきはその場に寝転がる。

　フィーナとの喧けん嘩かなんて、慣れているはずだ。

　それなのに、フィーナの悲しそうな顔が脳裏に焼き付いて離れなかった。





　　◇






　それから数日後のことである。

　エルヴィが魔物の大軍と共に〈ラグナロク〉から去ったという情報が、フィーナの許もとに伝えられた。





四章　Ｑ．もしかして、お別れですか？







　休日であった。

　学校があれば三限目の授業を受けているであろう、昼食には少し早い時間帯。いつもの識ならば惰眠を貪むさぼっているところだが、今日は珍しくしっかりと起きている。

　というのも、フィーナが識たちに話したいことがあるからと、彼の部屋を訪れたからだ。

　テーブルを囲むのは、識、シオン、アーシェ、そしてフィーナの四人。

「………………………」

　しかし、全員揃そろったというのに部屋には気まずい沈黙が続くばかり。

　原因はフィーナだ。

　彼女は、ここに来てから落ち込んだ表情を浮かべたまま、ずっと無言なのである。

「……シオン、アーシェ。こっちに来てくれ」

　識は二人に呼び掛け、部屋の片隅に集まり、

「おい、どうしたんだあいつ。なんか滅め茶ちや苦く茶ちやブルーになってるけど」

「う、うむ。なんだか、フィーナが静かだとこっちの調子まで狂うな。アーシェ、何か知ってるか？」

「ふわぁ……。うぅん、ぜんぜん」

　アーシェが眠たそうに、うとうとと頭を揺らす。もしかしたら夜型なのかもしれない。

　だが、識しきとしてはこのまま時間だけが過ぎていくのは困るのだ。何な故ぜなら……、

「……皆さんに、お知らせしたいことがあるんです」

　やっと言葉が纏まとまったのか、フィーナがおもむろに口を開く。

「わたしは、近い内に神界に戻ることになると思います。もう、この世界に留とどまる理由もなくなったので」

　識は、依然顔つきの暗いフィーナに振り返る。

「──それって、まさか」

「エルヴィが〈ラグナロク〉から転移したと、わたしの協力者から報告を受けました。……エルヴィがどの世界へ転移しようとしているのかは、不明ですけど」

　その言葉に、誰もが目を見張った。あの眠そうだったアーシェさえ、ぱっちりと目を大きく見開いている。

「〈ラグナロク〉の被害は軽微で、死者は奇跡的にもゼロ。消失した魔物は二〇〇くらい……この世界の戦術単位にすれば一個中隊ほどになる、と言ってました」

「……良かったな。これで〈ラグナロク〉は救われたんだろ？」

　識たちは、再びテーブルに戻り、

「おまけに、エルヴィは厄介な魔物まで連れて行ってくれたわけだ。損得で考えれば、〈ラグナロク〉としてはプラスじゃねえか」

「……本当に、もう侵略の心配はないのか？　またエルヴィが戻ってくるという可能性もあると思うが」

　納得しきれないような顔をするシオンに、フィーナは、

「それはないと思います。数百という魔物を異世界転移させるには、膨大な魔力を消費しますから」

「じゃあ、エルヴィは本当に魔物を招集するのが目的だった、ってこと？」

　アーシェの言葉に、フィーナが頷うなずく。

「その割には全然嬉うれしくなさそうだな。無事〈ラグナロク〉の危機が去ったんだから、お前としては万々歳だろ」

「……だって、」

　フィーナは、ぎゅっと自分の両膝を抱く。

「結局、わたしの力なんてこんなものなんだなって、嫌になりました。識さまを異世界に連れて行くことに失敗して、それでも〈ラグナロク〉は平和になって……これじゃ、まるでわたしが馬鹿みたいじゃないですか」

　ふん、と識は鼻を鳴らす。

「何にしろ、めでたいことに変わりないと思うがな」

「……すみません。集まってもらって悪いんですが、そろそろ帰らせてもらいます。出来れば、今は一人になりたいので」

「その前に、お前に頼みたいことがある」

　立ち上がりかけたフィーナを、識しきが制し、

「お前はこの世界を去るつもりかもしれないが、もう少しだけ待ってくれないか。少なくとも、エルヴィが他の世界に転移したのを確認出来るまでだ」

「……意味が分からないです。どうしてそんな、」

「エルヴィがまた、俺を殺すために魔物を送り込んでくるかもしれない。あるいは……エルヴィ自身がこの世界に来るかもな」

　翳かげりが差すフィーナの顔が、わずかに強こわ張ばる。

「有り得ない話じゃない。思い出してみろ、エルヴィがミノタウロスの体に意識を移したことがあっただろ？　あれは多分……俺たちの戦力を把握するためだったんだよ」

　そもそも、どうしてあの時エルヴィは、識たちの前に現れたのか。

　ただ単にフィーナたちを挑発しに来た──それだけのために神域魔術アイテールを使うのはどうにも腑ふに落ちない。しかし、こう考えれば辻つじ褄つまが合うのだ。

　エルヴィはミノタウロスの意識を共有し、こちらの戦力を分析していた。フィーナたちを嘲あざけったのは、そのついでに過ぎない。

「だから、フィーナがいなくなったら困るんだ。神域魔術を使って転移を察知出来るのは、お前だけだからな」

「……分かりました」

　しかし、帰宅するというフィーナの意思は変わらないようだ。まあ、それも問題ないだろう。もし異世界転移を察知したら、魔術を使い識に連絡を取ればいいのだから。

　フィーナは弱々しく扉に向かい、識に背中を向けたまま小さく言った。

「一言、謝らせてください──世界を救ってくれなんて都合の良いお願いをして、すみませんでした」

「ああ、まったくだ」

　一瞬にして、音が聞こえそうなほど部屋の空気が凍り付いた。

「エルヴィを倒せるほど強くなれ、とは言わない。だが、今回の反省を生かして対応策くらいは考えておけ。そっちの都合に振り回されるのはもう御ご免めんだ」

「止よせ、識。言い過ぎだ」

「間違ったこと言ってるかよ？　こっちは迷惑してるんだ。英雄なんだから世界を救うべき、なんて身勝手な言い分は──」

　本当は、識だってとっくに気づいていたのだ。

　フィーナが識しきのスニーカーを摑つかんでいることも。そして、大きく振りかぶってこちらに投げたことも。

　顔面にスニーカーが直撃し、識は派手に倒れる。

　フィーナは肩で息をしながら、思い切り叫んだ。

「バカ──────────────っ！」

　扉さえ閉めずに、部屋を飛び出していく。

　仰あお向むけになった識に、呆あきれたようなアーシェの声。

「時々、シキのことが分からなくなる。シキなら、さっきのは簡単に避よけれたはずだよね。……どうして、そんなに素直じゃないの？」

「後でフィーナには謝っておけ。今のは、どう見ても識が悪いぞ」

「…………」

　慰めの言葉ならいくらでもあったのだろう。こっちこそ手助け出来なくてすまなかった、とか。〈ラグナロク〉の神しん霊れいは衰おとろえてるんだから俺に頼るのも無理はない、とか。

　だが、そんなのは詭き弁べんだ。

　フィーナがあんなに無力感に苛さいなまれているのは、識が原因なのだから。

　個人的な事情があったとはいえ、識が〈ラグナロク〉へ向かえば、フィーナは女神としての役割を果たせた。それを、一体どの口でフィーナを慰めろと言うのか。

　フィーナの願いを拒み続けた識に出来ることなど、たった一つ。

　最後の最後まで、徹底的に嫌われるだけだ。

「……お前らも分かっただろ。俺は身勝手で、自己中心的なエゴイストなんだよ。俺のことなんて諦めて、世界救うなら別の手段を考えてくれ」

　識は身を起こし時計を確認する。

　約束の時間にはまだ早いが、識はクローゼットの取っ手に手をかける。

「悪いな。俺はもうすぐ出かけるから、二人も帰りの支度をしてくれ」

　少しだけ、識の強がりが揺らいだ。

「……出来れば、フィーナの傍そばにいてくれると助かる」

　そう告げて、識はクローゼットの中を覗のぞき込こむ。

　そこにあるのは、昨日買ったばかりのお洒落しやれな衣服だ。





　　◇






　フィーナにとってはもうお馴な染じみだが、スイーツキングダムは食べ放題が売りのスイーツ店だ。一五〇〇円で制限時間は六〇分。これはかなりコスパが良い。

　そして、フィーナのテーブルには、回転ずしもかくやとばかりに皿が積まれている。

　完全なるやけ食いだった。お腹なかはいっぱいで、もうスイーツは見たくもない。いつもなら甘いものを食べれば多少元気が出るのに、今は胸やけがするだけ。

　フィーナは落ち込んだ表情で、フォークをくわえながら呟つぶやく。

「……識しきさまの、バカ」

　きっと、優しい言葉を期待していたのだと思う。

　お前は必死に頑張った。今は未熟だけど、いつか会うときがあったらもっと立派になっていろよ──そんな他た愛あいのない激励で、フィーナは救われたはずだ。

　それなのに、識はいつものように、遠慮ない憎まれ口を叩たたいた。

「やっぱり、わたしはただの邪魔者だったのかな」

　少しは気を許してくれたと思っていた……でも、それは勘違いだったのだろうか。

　あのときもそうだ。フィーナが壊劫魔術デイザスターを乞うても、識は許してくれなかった。

　フィーナは本気だったのに──本当に、自分の弱さが悔しかったのに。

「……頑張らなくちゃ」

　フィーナは、決心と共にフォークを食器の上に置く。

　神界に帰ったら今まで以上に魔術の勉強をしよう。重点に置くのは四大魔術アルケーだ。最上位のものを覚えたら、こっそりこの世界に帰ってきて識に見せてやる。そしたら、識は非礼を詫わびて頭を下げるだろう。そして、そんな識を自慢げな顔で見下ろしてやるのだ。大丈夫、自分なら出来る。だって、女神なんだから。

　よし、とフィーナは身を引き締める。そろそろバイキングも終わる時間だ。魔術習得のためのカリキュラムを練るために店内から立ち去ろうとし、

　不意に、背筋がバチリと痺しびれた──神域魔術アイテールだ。

　つい、溜ため息いきが零こぼれた。折せつ角かくのやる気に、水が差された気分だった。

　フィーナは術式の解析を始める。思った通り、異世界転移だ。数は──、

　二〇〇。

「……えっ？」

　奇くしくも、その非現実的な数字にはフィーナには心当たりがある。

　エルヴィが招集した魔物の数も、二〇〇ほどだった。

　フィーナは一つ一つに対抗を図る。幸いにも、数が多い分迷彩はおざなりだ。フィーナは半分ほど異世界転移の打ち消しに成功し──しかしもう半分は、位置と時間の誘引が精一杯だった。

　指定した場所は例のテーマパーク跡地。時間は、最も早く到達するものであと五分ほど。

　フィーナは神域魔術を用い、識と交信しようとし……寸前に思い留とどまる。

　識とは、先程喧けん嘩か別れしたばかりだった。

　フィーナはぎゅっとスカートの裾を握ると、気まずさを押し殺し再び術式を構築する。

　識しきさまっ！　大変です、異世界転移が……！

　──聞こえてる。悪いが、今すぐ向かうのは難しそうだ。フィーナたちで何とかならないか？　ミノタウロスなら、シオンとアーシェで十分だろ。

　そんな悠長なこと言ってられません！　数は一〇〇くらい……多分、識さまが言った通りエルヴィが転移してくるんですよ、それもたくさんの魔物を連れて！

　──なっ、マジかよ！　くそっ、なんでこんなときに……！

　だから、早く来てください！　あと数分しかありませんよ！

　──で、でもな。今は無理なんだよ。だって、まだ着いたばっかだぜ？　ここで帰るなんて、とてもじゃないが……。

　なに意味分からないこと言ってるんですか、エルヴィが転移してくるんですよ!?　放っておいたら、この世界に危害を加えるかもしれないのに！

　──……あのさ、すごく言いい辛づらいんだけど。もう少し待ってくれないか？

　どうしてですか!?




　──……今さ、クラスメイトたちとカラオケにいるんだよ。




「──はああああああっ!?」

　──本当にすまん！　一時間……いや、三〇分経たったらそれとなく抜けるから！　それまで三人で時間を稼いでくれ！

「カラオケなんていつでも行けるじゃないですか！　今すぐ来てください、この世界が滅んじゃうかもしれないんですよ!?」

　──そ、そうだけどさ。でも、みんな俺のためにセッティングしてくれたんだよ。なのに来て早々俺がいなくなったら、顰ひん蹙しゆく買うだろ？　そうなったら、またぼっちに逆戻りするかもしれないし……。

「どうして識さまは青春が絡むとおかしくなっちゃうんですか!?　もうほとんどビョーキですよそれ！　ああ、こんなこと言ってる内に時間が……！」

　慌てたように、フィーナは周囲に目を配り……硬直する。

　窓ガラスの向こう側で、シオンと、ナイトを抱いたアーシェが、こちらを見ていた。

　──フィーナ、良く聞け。フィーナたちだけじゃ厳しいかもしれないけど、お前がシオンとアーシェの……、

「三人で頑張れとでも言いたいんですかっ!?　もういいです！」

「ありがとうございましたー。あ、お会計はこちら……お、お客様っ!?」

　女性店員の制止の声を振り切り、外に出る。

「フィーナ、もう大丈夫なのか？　すまない、君には気づいていたんだが、いつ声をかければいいか──」

「それどころじゃないですシオンさん！　エルヴィがこの世界に来ます！」

「エルヴィが……？　二人共、ちょっと離れて」

　アーシェが地面に手をつけ、魔法陣を展開する。

　召喚されるのは、ハエトリグサに似た巨大な植物──ぱくりんちょ君だ。

　人々が驚きに立ち止まるなか、フィーナたちは躊躇ためらいなくぱくりんちょ君の口の中へ飛び込んだ。ぱくりんちょ君の特徴は、別のぱくりんちょ君の体に移動する点にある。まるで、空間と空間が繫つながるように。

　やがて、フィーナたちは事前にアーシェがぱくりんちょ君を設置した場所──テーマパーク跡地へと移動する。

　フィーナの目に映るのは、荒涼とした殺風景な場所。

　そこに、一人の魔王が──深い黒色の髪をした少女がいた。

　エルヴィは、口の端を釣り上げるように笑う。

「感謝しろ。余が自ら出向いてやったぞ」

　瞬間、シオンとアーシェが身構えた。瞬まばたきよりも速くシオンの手に木刀が現れ、アーシェの命によりナイトの体たい軀くが巨大化する。

　しかし、エルヴィはフィーナたちにまるで警戒する様子もなく、

「ヴィシャスは何ど処こにいる？」

「……識しきさまなら、こちらに向かっています。到着するのも時間の問題ですよ。悪いことは言いませんから、今からでも神界へ帰ったらどうですか？」

「──ふふ、」

　エルヴィは小さく笑い声をもらし、

「とても神しん霊れいの言葉とは思えんな。人間の後ろ盾がなければ粋がることも出来ないとは……清すが々すがしいほど哀れだな、貴様は」

　フィーナは、無念そうに歯は嚙がみする。

　自分では到底エルヴィに敵かなわない。それは、どうしようもない現実だった。

「まあ、いいだろう。ヴィシャスがいない間、余は余で自由にさせてもらおう。丁度、余興に付き合ってくれる連中もいることだしな」

「……随分と余裕だな。神霊であれば、私たちを殺すなど造作もない、ということか？」

「諧かい謔ぎやくにしてはつまらんな。何な故ぜ余が貴様らに手を下す必要がある？　召喚魔術アドヴエントもろくに使えぬ下等生物など、余の相手をする資格もない。貴様らの相手をするのは──余の僕しもべだ」

　エルヴィの背後に空間の歪ひずみが出現し……フィーナに悪寒が走る。

　鉄てつ鎚ついを肩に乗せた牛ご頭ずがいた。耳まで裂けた笑みを浮かべた獣人がいた。煌こう々こうと光る双そう眸ぼうをこちらに向ける四足の魔獣がいた。

〈ラグナロク〉に蔓延はびこる異い形ぎようの者共が、そこにいた。

「これから、遊戯ゲームを始めよう。ルールは単純だ。ヴィシャスが来るまでに命乞いをしなければ、貴様らの勝ちだ。もし魔物に屈すれば、余はヴィシャスの捜索に出かける──この世界の人間を殺さつ戮りくしながら、な」

　シオンが、耳打ちするように囁ささやいた。

「フィーナ。識しきはどれくらいで加勢に来る？」

「……三〇分、と言っていました」

「それまで、アーシェたちが持ちこたえるしかなさそうだね」

　それがいかに困難なことか、言葉にするまでもない。フィーナとシオンの表情は強こわ張ばり、アーシェでさえ額に汗を浮かべている。

「必死で抗あらがえ──余を楽しませろ、愚物共」

　エルヴィの哄こう笑しようが陣鐘だった。

　魔物たちが、三人の少女に向かい地面を蹴った。
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「お前、次の休みの日って空あいてるか？」

　フィーナが識に強くなりたいと頼みにきた、翌日。

　授業の合間に、識にとって泣きたくなるような質問を、宗そう侍じはさも平然と口にした。

「……お前な、嫌がらせかよ。時間なんて有り余ってるに決まってるだろ、友達いないんだから」

「でも、フィーナたちとは仲が良いだろ？」

　否定はしないが、少し語ご弊へいがある。少なくとも、現時点ではフィーナとの関係はぎくしゃくしていた。今日だって、まだフィーナとは挨拶すら交わしていない。

　しかし、フィーナと仲直りするために、今度の休日に遊ぶというのもありかもしれない。二人きりじゃ気まずくなるだろうから、シオンとアーシェにも声をかけて──。

「ちょっと待て。どうして俺の予定なんて聞くんだ？……まさかとは思うが、お前──」

「暇なら、カラオケでも行かないかって思ってな」

　残像でも残りそうなほど、識は首を横に振った。

「む、無理無理無理無理っ！」

「……そんなに嫌がられると、流石さすがにへこむんだが」

「い、嫌じゃねえよ！　俺にはハードルが高すぎるって言ってんの！　カラオケって、俺からしたら最終目標みたいなもんなんだよ！　まずは公園を散歩とか、その辺りから……！」

「おめーは女と付き合い始めたばっかの彼氏か。あーあ、いいのかねー。折せつ角かく他の連中が誘ってくれたのに、その好意をいたたたたっ！　肩を摑つかむな関節外れるだろっていうかお前の握力すごいな!?」

「わ、悪い。でも、いま他の連中って……」

「誘われたんだよ。識しきと一緒に遊んでみたいから、俺から頼んでくれないかって」

　ただ、識は啞あ然ぜんとするしかなかった。

「峰みね田たって知ってるか？　ちょっとオタク入ってる奴やつなんだけど、中学同じで挨拶くらいはするんだよ。そいつが、お前に興味あるらしくてな」

「……なんでだよ。だって、今までそんなこと」

「単純に、識の見方が変わったんだろ。今まで関わりたくないくらい変人だと思ってたが、違うんじゃないか。もしかしたら結構面白い奴なんじゃないか、ってな。それに、」

　宗そう侍じは小さく笑いながら、言葉を継ぐ。

「お前に対して、罪悪感があったのかもな」

「……どういうことだよ」

「学校は社会の縮図ってよく言うよな。人付き合いが上う手まい人間がクラスに馴な染じんで、下へ手たな人間は疎うとまれる。まあ、世間なんてそんなもんだと思う。俺は特に不満はないが……だからって、他人を見捨てるのは違うと思うんだよ」

「……その他人ってのが、俺のことか？」

「少なからず、ぼっちのお前を不ふ憫びんに思ってた生徒はいたはずなんだ。でも、誰もが見ないふりをしていた。識に関われば自分は同類だと思われて、今の地位を失うかもしれない。そんな保身に走る奴らもいたと思うんだよ」

　しかし、そんな生徒たちを臆病者と蔑さげすむことは、識には出来ない。

　識が普通の青春を送りたいと願うように、他の生徒たちもこのちっぽけな社会で生きることに必死だったのだから。

「だから、ちょっとは勇気が出たんじゃねえか？　で、どうする？　公園を散歩なんて眠たいこと、俺は御ご免めんだぜ」

「………………」

　こくり、と識は頷うなずく。

　その日、識はカラオケのマナーを頭に叩たたき込こんだ。

　一つ、知らない歌でもちゃんと聞く。二つ、歌う順番は厳守する。三つ、部屋から出た際は用件が終わったらすぐに戻る。

　この三カ条だけは絶対に守ろうと、心に誓った。
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　誓った、はずなのだ。

「ねえ、織おり原はら君。聞こえてる？」

　その声に、識しきの肩がびくりと跳ねる。

　今回、カラオケを提案したクラスメイトの一人、峰みね田た貴たか志し。以前、シオンのオタク趣味について尋ねてきた生徒だ。

「……あ、ああ、悪い」

　視線を上げると、そこにいるのはソファに座る宗そう侍じ。それと、邦楽を熱唱するクラスメイト──こちらは、峰田の友達である村むら田た幸ゆき義よし。アーシェと実験台になるという約束を交わした際に、ボールペンを返してもらった生徒だ。

　どうやら、識は村田が歌っている最中だというのに自失していたようだ。

　これでワンアウトだ。

「でね、もうすぐ織原君の番だから、選曲は大丈夫かなって思って。さっきから、ぼーっとしてるみたいだし」

　そう言って、峰田から差し出されたカラオケ機器を受け取る。が、識は操作はせずただ眺めるばかり。

　歌いたい曲なら、昨日から考えていたはずだ……けれど、

「……すまん、パスしてくれ。歌う曲、まだ決めてなくてさ」

　ツーアウト目だった。

　峰田は、きょとんとした顔で識を見つめ、

「そう？　じゃあ、宗侍。はい、次」

「ん……ああ」

　宗侍が思案に暮れたような顔でパネルをタッチする。ほどなくして村田が歌い終わり、気持ちよさそうな顔でマイクから手を離し──今しかない、と腹を決めた。

　不意に、勢いよく識が立ち上がる。

　何事かと一斉に識を見たみんなに、ぽつりと呟つぶやいた。

「──ちょっと、トイレ」

　返事など待たなかった。部屋を出てトイレに直行し、しかし用は足さずに洗面台の鏡と向き合う。

　ひどく思い詰めた顔をした自分が、そこにいた。

「……なんで、こうなるんだよ」

　本音を言えば、エルヴィが〈ラグナロク〉を去ったと聞いたとき、転移先が〈地球〉である可能性は考えていた。しかし、それでもなお識は目を逸そらしていたのだ。まさか、心待ちにしていた今日という日にエルヴィが襲来するはずがない、と。

　後悔しても後の祭りだ。フィーナから連絡があって、もう五分ほど経過している。

　識しきは三〇分待ってくれと伝えたが、本当は今すぐにでも戦場へ向かいたいのだ。宗そう侍じたちに告げる言葉は考えてある。何度も言おうと決心した。

　言えなかった。

　もしかしたら、宗侍たちは自分に愛想を尽かすのではないか。これを機にまた、惨めなぼっちに戻るのではないか。

　そんな病的とも言える妄想が、識を縛り付けて離さない。

「…………」

　魔王を倒すことが出来るのは、現時点では自分だけ、というのは重々承知している。カラオケに興じている場合ではない、ということも。

　そう思って、識は少しだけ笑った。

　やっと摑つかんだ、と思ったのだ。魔物を鏖おう殺さつし、魔王を討ち果たした自分でも、平凡な日常を過ごすことが許された。……けれど、自分は世界を救うという宿命から逃れられない。

　何な故ぜなら──織おり原はら識は、英雄なのだから。

「昨日は舞い上がってたってのに、今日はやけにテンションが低いよな」

　背後からの声に振り返る。

　宗侍だった。何か言いたげな表情で、腕を組んでいる。

「もしかして、喧けん嘩かでもしたか？　相手はシオンか、アーシェか、それともフィーナか。ま、三人の中の誰かだろ」

「……なんで決めつけんだよ。他の奴やつかもしれないだろ」

「アホか。お前と喧嘩するくらい仲が良い奴なんて、フィーナたち以外にいるかよ」

　何も言えなかった。今朝フィーナを傷つけたのが原因で、宗侍たちの前ではカラ元気を見せていたのは事実だ。

　宗侍は呆あきれたように溜ため息いきをつき、

「言っとくけどな、ちょっとはフィーナたちに優しくしろよ。お前、たまにあいつらに無神経なことしたりするだろ」

「……なんだそりゃ。女の子は丁寧に接しましょう、みたいなこと言ってんのか？」

「違ちげえよ」

　思わず、識は息を吞のんだ。

　いつになく、宗侍が真剣な顔をしていたからだ。

「お前は、フィーナたちに感謝するべきなんだよ」

「……してるさ、少なからずな。でも、俺はあいつらには結構振り回されてるんだぞ。フィーナたちが転校してきたせいで、他の生徒たちから白い目で──」

「やっぱり、お前は分かってない」

　宗そう侍じは、鋭い眼まな差ざしで識しきを射抜く。

「お前、友達が欲しかったんだろ。遊びに誘われて嬉うれしかったんだろ。お前の理想に少しでも近づけたのは、フィーナたちのおかげじゃねえか」

「……あいつらの、おかげ？」

「フィーナたちが、お前の居場所をつくったんだよ」

　居場所。

　それは、今まで識に存在しなかったものだ。学校では誰にも興味を持たれず、誰とも関われず、ただそこにいるだけだった。

「学校じゃ、誰もがお前を疎うとましく思ってた。でも、フィーナたちはお前を一人の生徒として見てくれたんだろ。あいつらがつくったお前の居場所に、俺たちは少しだけ足を踏み入れただけなんだよ」

　学校という場所において、識は隼しゆん也やのパシリ以外に存在理由がなかった……けれど、フィーナは、シオンは、アーシェは、識をパシリとしてではなく、求めてくれた。

　異世界から現れた少女たちのせいで、自分の青春は終わったと思っていた。もう憧れの学園生活は送れないと思っていた。

　でも、違うのかもしれない。

　フィーナたちと騒がしい日々を送ることが出来たから──一人ぼっちじゃなくなった。

「……はは」

　どうして気づかなかったのだろう、と思う。何な故ぜ、魔王を討つべきなのか。その本当の理由が分かった気がした。

　英雄として世界を救うべきだから？　……違う。

　自分はただ、あの少女たちが心配なのだ。

　本当に笑ってしまう。最後の最後までフィーナに嫌われるべきだなんて──織おり原はら識という人間は、それほどまでに、フィーナたちに好意を抱いているのに。

「……悪い、宗侍。急用を思い出したわ」

　峰みね田たと村むら田たには嫌われるかもしれないし、もう声もかけてくれないかもしれない。だけど、それでも構わなかった。

　不思議な気持ちだ──さっきまで鉛を吞のみ込こんだように胸が苦しかったのに、今は噓うそみたいに体が軽い。

「もう帰るのか？　来たばっかだってのに」

「俺も楽しみにはしてたんだけどさ。でも、やっぱ放ほっとけねえんだよ。……今日はここには帰れない。後は三人で楽しんでくれ」

　これでスリーアウトだ。

　この瞬間、宗侍たちに対する未練は粉々に砕けた。

「……へえ」

　宗そう侍じは、にっと歯を見せながら笑う。

「お前がそういうなら仕方ねえ。峰みね田たたちには適当に誤ご魔ま化かしとくよ」

「ああ、頼む」

　財布から取り出したカラオケの代金を宗侍に渡し、トイレから出る。廊下を進み、エントランスを抜けて、眩まぶしい陽光の下に身を晒さらし……識しきの姿は地上から消えた。

　高さにしておよそ四〇メートルもある、地上一〇階立てのオフィスビルの屋上へ飛躍したからだ。

　識は目的地を定めた後、建造物へと次々に跳び移っていく。肉眼では視認できないほどの、人外じみた脚力と跳躍力。しかし、識の呼吸は微み塵じんも乱れない。

　無心でフィーナたちの許もとへ駆ける識に、雑念などない。しかし、もしわずかにでも余裕があったなら、識は今の状況にこんな感慨を抱いていたかもしれない。

　例え、今から戦場へ向かうのだとしても。尋常ならざる身体能力で疾走してるのだとしても……誰かのためにがむしゃらに走るなんて、青春映画のワンシーンみたいだと。
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　識はフィーナへ、三〇分耐えてくれと懇願をした。それがどれだけ浅はかな言葉だったかは、フィーナの目に映る惨状が物語っている。

　一〇分も持たなかった。

　人じん狼ろうに蹴り飛ばされ、シオンは転倒し地面に伏す。数瞬後、弾はじかれたように立ち上がるが、崩れ落ちるのは時間の問題だろう。とうに折せつ損そんした木刀に、無残なまでに土で汚れた服と肢し体たい。

　アーシェは、オークに応戦するナイトを不安げに見下ろしていた。ナイトは自分に跨またがる主人のために奮闘するが、数の暴力には勝てず劣勢を強いられている。ナイトはアーシェを守り切れず、彼女の衣服には切り裂かれた痕あとが幾筋もある。

　しかし、それでも幸運だ。魔物たちはエルヴィの命により、二人を弄いじっていた。致命傷を与える機会はあったはずなのに、知性を持つ魔物は彼女たちへ下げ卑びた笑みを浮かべている。為なす術すべもない今の状況に、シオンとアーシェは屈辱に耐えるように歯は嚙がみしている。

　そして、フィーナは──、

　服に汚れ一つなく、肌に傷一つなく、呆ぼう然ぜんと戦況を眺めていた。

　シオンとアーシェは手負いであるにもかかわらず、フィーナは無傷のまま。何な故ぜならば、エルヴィは魔物たちへ、フィーナを襲わないように命令しているのだ。

　つまりはこういうことだ。

　エルヴィは、フィーナなど眼中にないのだ。

　無力が故ゆえに相手にもされない。いてもいなくても、どちらでもいい。

　シオンは人間で、アーシェはエルフで……フィーナは女神なのに。

　ただここで、傷つく二人を傍観することしか出来ない。

「──〈フレイム・シュート〉」

　フィーナは遠く離れた牛人に手をかざし、呟つぶやいた。

　小さな火の玉が、ミノタウロスに向かって飛び……やがて、消滅する。

「──〈フレイム・シュート〉」

　もう一度唱える。しかし、先ほどの半分の距離も届かず宙に消える。

「──〈フレイム・シュート〉っ！」

　掠かすれた声で叫ぶ。

　今度は何も起こらなかった。頭の中は思考が纏まとまらず、術式すら満足に構築することが出来ない。標的に定めたはずのミノタウロスは、今もシオンとアーシェをいたぶっている。

　掲げた手を震えるほど強く握りしめ──熱い雫しずくが、フィーナの頰ほおを伝った。

「う──あぁ……！」

　悔しかった。

　シオンとアーシェと共に戦うことさえ許されず、泣きじゃくることしか出来ない自分自身が、悔しくて悔しくて悔しくて仕方なかった。

　それでも、エルヴィはフィーナに一いち瞥べつすらしない。乱れた息を整えるシオンとアーシェに視線を向けたまま、

「シオンとアーシェ、といったか。貴様らのことは調べさせてもらったぞ。一人は人間の身でありながら龍りゆうを滅ぼした騎士、一人は生物の歴史を根底から覆くつがえしたエルフ。いやいや、大したものだ」

　紅あかの瞳に、憎悪が燃える。

「死ぬほど不愉快だ。たかが下等生物如ごときが、神しん霊れいに並んだつもりか？……その罪、死すらも生ぬるい」

　魔王が浮かべるは残ざん虐ぎやくな笑み。直後、魔物たちに呼号する。

「聞け、これより奴やつらへの凌りよう辱じよくを許可する！　……人としての自尊心を踏ふみ躙にじれ、廃人になるまでな」

　魔物たちが、獰どう猛もうなる鬨ときの声こえを上げる。

　地鳴りのような叫び声のなか、魔物たちはシオンとアーシェへ群がる。シオンたちが魔物に拘束されるのを、フィーナは傍観するしかなく──不意に、片腕が摑つかまれた。

　牙を剝むき出だしにしたガーゴイル。

　にたりと邪悪に笑い、フィーナの腕を捻ひねりあげる。

「────っ！」

　悲鳴さえ出なかった。フィーナはもがくが、ガーゴイルの手は離れない。衣服を裂き、柔らかな肌に爪を立てながら、そのしなやかな体を蹂じゆう躙りんしようとし、




「サカる相手は選べよ、バケモノ。てめえじゃあ、フィーナは勿もつ体たいなさすぎる」




　声が聞こえた。

　乱暴な響きがありながら、芯の通った少年の声。

　直後、フィーナの体から痛みが去った。

　識しきが、ガーゴイルの顔面を片手で摑つかみながら持ち上げたからだ。

「ゲェ、ギ……！」

　怪物が翼をばたつかせながら暴れる……が、慈悲の欠片かけらもなく、識は頭部を握り潰つぶす。

　ガーゴイルの骸むくろを投げ捨て識が地面を蹴る。一瞬で魔物たちの集団に到達し、狙いを定める様子もなく拳を振り降ろした。耳をつんざく音と共に地面に叩たたきつけられたのは、一体のオーク。

　狂宴のような喧けん噪そうが、噓うそのように止やんだ。

　刹せつ那な、魔物たちは警戒心を剝むき出だしに後退する。残されたのは地面に倒れたシオン、アーシェにナイト。そして、彼女たちに手を差し伸べる識しき。












「識さまっ！」

　呪じゆ縛ばくが解けたように、フィーナは〈デプリベイション〉を起動した。識が到着した今、空間断絶を行わない理由などない。周囲を魔力の壁で覆おおうと、フィーナは識へと駆け寄る。

　識の顔に浮かぶのは、今まで見たことがないほどの心苦しそうな表情だ。

「すまない、フィーナ。俺が遅れたせいで、こんな目に遭わせてしまって」

「……本当です。すごく、怖かったんですよ。このまま、みんなが酷ひどいことされるんじゃないかって──」

「まあ、それも水に流してやろう。やっと、英雄が駆けつけてくれたんだからな」

　シオンが乱れた服を直す。さすがは歴戦の騎士といったところか、辛つらい思いをしたはずなのに、その声は毅き然ぜんとしている。

　アーシェはぷよちゃんを召喚し、ナイトの治療を始めながら、

「それより、シキ。後はお願い」

「……ああ」

　識が振り返る。相あい対たいするは、一〇〇に及ぶ魔物を従える魔王の少女。

「待ちかねたぞ、ヴィシャス・ハインライン」

「わざわざ転移してくるなんて、ご苦労なこった。そんなに俺を殺したいかよ？」

「ああ、そのことだ。余は話があって、こうしてこの地へ出向いたのだ」

　エルヴィは不敵な笑みを崩さぬまま、

「ヴィシャス、余の軍門に下れ。余に忠義を誓うなら、これまでの無礼は不問にしよう」

「……お前らしくない言葉だな。喧けん嘩かが出来るなら何でもいい、ってのがあんたの行動理念だと思ってたんだが」

「音に聞く英雄と死合いをするのも本望ではあるが、貴様の力は余も認めるところだ。下等生物といえど、有益な人材をむざむざ殺すこともあるまい」

「……はっ、つまらねえ冗談だな」

　識が顔に刻むのは、高校生とは思えないほど獰どう猛もうな笑顔。

「神界で戦争を始めようとするろくでもない連中に、どうして俺が協力しなきゃならないんだ？」

「……えっ？」

　思わず、フィーナは声をもらしていた。

　エルヴィが神界で戦争を起こそうとしている……あまりに現実離れした言葉。突とつ拍ぴよう子しがなさ過ぎて、信用に足る要素が一つもない。

　……しかし。では、何な故ぜ。

　エルヴィは凍り付いたまま、言葉を失っているのか。

「最初の最初から──ゴライアスが転移したときから、おかしいとは思っていた。異世界転移なんてのは神域魔術アイテールの上位、戦いくさ神がみと謳うたわれる〈ファランクス〉にとっては無縁の魔術のはずだ。……じゃあ、どうして現に、エルヴィがここにいるのか」

　識しきがエルヴィを見据えながら、言い放つ。

「後援者がいるんだろ？　エルヴィを〈ラグナロク〉まで転移させ、そして、この世界へと跳ばした奴やつらが。エルヴィとその連中の利害が一致してるなら、魔物を招集した理由もまた同じ──戦争の準備をしている。それも、とてつもなくでかいやつだ」

　そこで、識は肩をすくめ、

「神界ってのはカマをかけたけどな。けど、エルヴィとしては喧嘩なら派手なほど良い。お前が食いつきそうなほど規模のでかい戦争相手といえば、神界が最有力候補だった。まず間違いなく、エルヴィの後ろ盾も神界をひっくり返すのが目的だろうよ。……ところで、」

　識はにたりと笑いながら、

「今日は、あの従者はいないんだな。あいつが一番その辺りの事情に詳しそうだが」

「……気が変わった。貴様は生かしておくには危険すぎる」

「随分と自信があるんだな。これでも一応、英雄と呼ばれた男なんだが」

「貴様の戦力なら把握しておる。総魔力量は余を遥はるかに凌しのぐらしいが、使える魔術は壊劫魔術デイザスターのみ。戦闘領域バトルレンジが近接だけというのなら、戦い方はいくらでもある」

　エルヴィは、フィーナたちへゴミクズでも見るような眼まな差ざしを向け、

「そして、後ろに控えるのは魔術をろくに使えぬ人間とエルフ、そして木で偶くの坊ぼうである女神だけだ。……同情さえするぞ。こんな役立たずしか味方がいないとはな」

　識が何か言いたげな眼まな差ざしを、こちらに向ける。

　しかし、フィーナに出来ることはただ俯うつむくだけだった。

「余としては穏便に済ませたかったのだが、仕方あるまい」

　エルヴィの言葉に呼応するように、魔物たちが威嚇するように唸うなり声をあげる。

「では、殺し合いを始めるとするか。魔王と英雄らしく、な」

「……何か、勘違いしてるみたいだな」

　識はとぼけたように頭をかき、

「俺はお前と戦うつもりはねえよ」

「……何だと？」

　識はエルヴィに視線を定めたまま、親指で背後を指す。

　そこにいるのは、呆ぼう然ぜんとした顔をするシオンにアーシェ、そしてフィーナだ。




「魔王をぶっ倒すのは、お前の言う役立たず共──こいつらだ」




　時間が止まった。

　耳に痛いほどの静けさの中、フィーナは消え入るような声で呟つぶやく。

「……識しきさま。今、なんて」

「お前らがやるんだよ。フィーナと、シオンと、アーシェの三人でな」

　やはり、聞き間違いなどではなかった。

　識は、フィーナたちに全てを委ゆだねたのだ。

「ここに来るまでは、俺がエルヴィの相手をするつもりだった。けどな、どうしても見たくなったんだ──フィーナたちが、あいつを倒すところをな」

「そんな、馬鹿なこと言わないでください。わたしたちは、さっきまで魔物にさえ敵かなわなかったんですよ？　それなのに──」

「気に入らねえんだよ。どうして、お前らがエルヴィに舐なめられなきゃいけない？」

　識は不愉快そうに吐き捨てた。

「フィーナたちは、あんなクソガキよりよっぽど強いってのによ」

　エルヴィがにわかに硬直する。

　やがて、その瞳に憤ふん怒ぬを滾たぎらせ、

「……貴様、余を愚ぐ弄ろうしているのか？」

「俺は事実を言っているつもりだぜ。……エルヴィの魔術の素質は俺も認めよう。その年で基礎魔術の最上位を会得するなんて、間違いなく天てん賦ぷの才を持ってるんだろうよ」

　識は挑発的な笑みを、エルヴィに向けたまま、

「だがな、教科書通りの魔術を極めるなんざ、一握りとはいえ人間にだって可能だ。お前は世界の広さも知らずにお山の大将を気取ってるだけなんだよ。例えば──シオン」

　識の言葉に、シオンが顔を上げる。

「〈不穢の騎士王ホワイト・ナイト〉と呼ばれた騎士に問おう。お前は、〈シャングリム〉で最も優秀な魔術師に勝てるか？」

「……愚問だな。〈シャングリム〉では英雄と謳うたわれた以上、劣るはずがない」

「そう答えてくれると思ったぜ。……次に、アーシェ」

　識の言葉に、アーシェがぴんと耳を立てる。

「創造獣フアミリアを創り出したエルフに問おう。お前は、そしてお前の創造獣たちは、〈ヒンミィリア〉で最も優秀な魔術師に勝てるか？」

「アーシェの仲間たちは、〈ヒンミィリア〉のどんな魔物より強いよ。……絶対に負けない」

「なら、決まりだな」

「ま、待ってください！」

　確かに、シオンとアーシェは神界に名前が轟とどろくほどの才人だ。その実力は、半端な神しん霊れいにも劣らないかもしれない。……けれど、

「シオンさんとアーシェさんは、まだ召喚魔術アドヴエントが使えないんですよ!?」

「ああ、そうだな。そんなこと百も承知だ。だって──たとえ一〇〇万回試そうが、『純白の翼剣ローエングリン』も〈ヒンミィリア〉の創造獣フアミリアも、召喚出来るわけないんだから」

「……えっ？」

　フィーナだけでなく、シオンとアーシェまで呆あつ気けに取られた。

「契約した物体、ないしは生物を喚よび出だす。確かにそれは召喚魔術の範はん疇ちゆうだ。だが、シオンとアーシェは異世界に存在するものを顕けん現げんさせようとした。その魔術を何と呼ぶのか……フィーナなら分かるだろ？」

　それは、未熟者のフィーナが唯一身につけた魔術。

　神域魔術アイテール。

「シオンとアーシェは神域魔術についての知識が全くなく、フィーナは異世界転移が初めてである故ゆえにこの不備に気づかなかった。まあ、それらしい理由で俺が誤ご魔ま化かしたから分からないのも無理ないけどな」

　何な故ぜ、識しきがそんな噓うそをついたのか追及したい気持ちもあるが、今はそんな余裕などない。

　結局識が証明したのは、シオンとアーシェは本来の力を出せない、ということに他ならないのだから。

「そこで、最後の質問だ。……フィーナ」

　識の言葉に、フィーナの瞳が不安げに揺れた。

「神域魔術しか使えない女神に問おう。お前は、エルヴィが言うように本当に役立たずか？　少しだけ難しいから、ヒントを出そう……鍵は、〈リンキング・センス〉だ」

〈リンキング・センス〉──術者本人、あるいは他者の感覚を異世界へと繫つなげる魔術。本来、視覚や聴覚といった五感にしか作用はしない。

　しかし、識はこう言っているのではないか。

　シオンとアーシェの特異感覚エクストラセンスを異世界に繫げれば、あるいは召喚魔術が──。

「出来るわけがないですよ、そんなの」

　思考より早く、フィーナは俯うつむきながらその言葉を口にしていた。

「情けねえなあ。シオンとアーシェは自信満々なのによ」

「だ、だって、〈リンキング・センス〉で五感以外を繫げるなんてやったことないです。それも、他人の特異感覚なんて……」

　きっと、試す価値はあるのだろう。しかし、もし失敗をしたら──また、自分の無力さを悔いることになる。

　どうせ自分は何も出来ない。どうせ自分は何の役にも立たない。

　どうせ、どうせ、どうせ……その言葉が、呪いのように心に突き刺さる。

「顔を上げろ、フィーナっ！」

　びくり、と肩が跳ねる。

　視線の先には、精せい悍かんな眼まな差ざしを向ける識しきがいた。

「フィーナは四大魔術アルケーも、回復魔術ヒーリングも、補助魔術エンチヤントも使えないかもしれない。けどな、お前は〈アークトゥリー〉の末まつ裔えいなんだろ。俺を異世界まで攫さらったクソジジイの娘なんだろ。だったら胸を張って言ってやれ──神域魔術アイテールだけは誰にも負けないってな」

「……識、さま？」

「俺がエルヴィを倒したって意味がないんだよ。フィーナの矜きよう持じを取り戻すためには、今ここでお前が立ち上がらなきゃ駄目なんだ──お前は、それだけの力を持ってるんだ」

　──お前には、神域魔術っていう武器がある。フィーナはそのままでいいんだよ。

　やっと、その言葉の重みを腹の底から理解した。

　あのとき、どうして素直に頷うなずかなかったのだろう、と思う。

　こんなにも、識は自分を信頼してくれていたのに。

「さっき、フィーナはこう言ったよな。自分に出来るわけがないって。……違うだろ。そうじゃねえんだよ」

　識は正面に視線を移し、そして、背中だけで答えた。

「──お前にしか出来ないんだよ」

　その刹せつ那な、フィーナの全身が灼やけるほどの熱を覚えた。

　弾はじかれたように振り返り、シオンとアーシェの前に立つ。

　もう、迷いはなかった。

「頼んだぞ。私たちに力を貸してくれ」

「……一緒に戦おう、フィーナ」

「──はいっ！」

　フィーナは手を掲げ、魔術を開始する。対象は二人の精神に眠る特異感覚エクストラセンス。神経を研ぎ澄まし、針の穴を通すような精密さで空間に干渉する。構築する術式は、〈リンキング・センス〉の応用だ。

　膨大な情報量がフィーナの頭の中を駆け巡り、一つ一つを丁寧に、しかし迅じん速そくに組み立てる。その行為は、難解を極める数式を即興で解き続けることに等しい。

　光の見えない届かない水中を泳いでいるような息苦しさに、フィーナの顔に苦く悶もんの色が滲にじむ。脳は思考を放棄せよと警告し、心臓は早鐘の如ごとく胸を打つ。

「────っ！」

　奥歯を嚙かみしめ耐える。息継ぎなどはしない。わずかにでも気を緩ゆるめたなら、築き上げた術式は一瞬で崩壊してしまう。そんなの絶対に嫌だった。識が、シオンが、アーシェが、こんな自分に期待してくれているから。

　次元の壁を越え、此こ処こではない何ど処こかへ。

　それこそが、へっぽこ女神の──フィーナにしか為なせない技巧。

「これで──どうですかっ！」

　神域魔術アイテールが──起動する。

　直後、体中が酸素を求め、フィーナは息を弾ませた。頰ほおに伝う汗を拭ぬぐい……フィーナの肩に、シオンが優しく手を乗せた。

「……ありがとう、フィーナ」

　ゆっくりと、シオンが進み出る。

　エルヴィが目め配くばせをした直後、数匹の獣人たちが躍り出る。その顔に刻まれるのは、自分たちこそが捕食者であるという、絶対の自信。

　先陣を切る一匹の獣人が、剝むき出だしにした爪を振り上げ、

「──『純白の翼剣ローエングリン』」

　獣の腕が宙を舞い、苦く悶もんの声と共に地に伏せた。

　シオンは後続の獣人たちへと、手にした剣を構え直す。

　麗うるわしい西洋剣だった。刀身はすらりと長く、藁わらの束さえ斬れそうもない。一見、戦闘より外観に重点を置かれた刀剣に見える。

　しかし、装飾剣であるはずがない。

　この神み剱つるぎこそ、風を司つかさどるシオンの愛剣、『純白の翼剣』なのだから。

「ガアァアアアアアアアアっ！」

　雄お叫たけびをあげながら、三体の人じん狼ろうが果敢にも……いや、無謀にもシオンへ襲い掛かる。彼らにとって不幸だったのは、彼ひ我がの戦力差を判断するだけの知性がなかったことだろう。シオンは凛りん然ぜんとした眼まな差ざしで魔物たちを見据え。

　三つの剣けん閃せんが、星が瞬またたくように輝き──それは、およそ心拍二つ分の出来事だった。

　たったそれだけの時間で、シオンは三体もの人狼を屠ほふったのだ。

　シオンは『純白の翼剣』を、異い形ぎようの化物たちの群れに向ける。

「最初で最後の警告だ。命を賭とす覚悟がある者のみ、私に牙を剝むけ。……騎士の礼儀として、全力を以もつて迎えよう」

　騎士の凛り々りしき宣言に、魔物たちが怯ひるみ──フィーナは、シオンの異い名みようの意味を知る。

　倒れた人狼たちの周辺は血で濡れている。にもかかわらず、シオンの衣服には返り血など一滴としてない──吹き乱れる血ち飛沫しぶきを搔かい潜くぐり、かつ対たい手しゆの命を絶ったのだ。

　故ゆえに、〈不穢の騎士王ホワイト・ナイト〉。

「シオンの腕前、しかと見せてもらったよ。ここで言うのもなんだが……本当に騎士だったんだな、お前」

「識しき、いま私の名誉が著しく傷つけられたような気がするのだが」

　不満そうにシオンは識しきに振り返り、しかし、その背中にオークが襲い掛かる。

　シオンは後の先を取らんとばかりに剣を構え……しかし、急に警戒を解いた。無防備なシオンへ、オークは鉄てつ斧ぷを薙なぎ、

　突然現れた魔獣に、押し倒された。

　異様な魔獣だった。見た目は虎に属するのだろうが、外皮が硬い殻に覆おおわれている。極め付きは尻尾だ──その魔獣の尾の先端には、さながら蠍さそりのように巨大な針があった。

　魔獣は躊躇ためらうことなく、オークの腕に針を突き刺す。オークはもがき暴れるが、数瞬後大きく痙けい攣れんし静かになった。

　いきなり魔獣が振り向き、こちらへ猛然と迫ってきた。

「な、なな、なんですかっ!?」

　フィーナは怯おびえるが、どうやら魔獣の目的はアーシェらしい。

　魔獣はアーシェに抱きつき、猫のように喉のどを鳴らしながら頭を押し付ける。

「久しぶりだね、ポイズンガー。良い子にしてた？」

　頭を撫なでられポイズンガーは、がうっ、と元気よく返事をする。

「も、もしかしてその虎さん、アーシェさんの……」

「〈ヒンミィリア〉の創造獣フアミリア。……ありがとう。これも、フィーナのおかげだよ」

　つまりそれは──〈リンキング・センス〉が、成功したということ。

「……夢、じゃないですよね？」

「当たり前だろ。それより、気を抜くのは早すぎる。まだ始まってもいないんだからよ」

　識の言葉に、フィーナは振り返る。遠くにいるのは、忌いま々いましげにこちらを睨にらむエルヴィ──フィーナたちを、敵に値すると考えを改めたのだ。

　ぎゅっと、フィーナは拳を握りしめる。

「識さま。我わが儘ままを言ってもいいですか？」

「おう、なんだ」

　フィーナは、決意を籠こめた瞳を識へ向ける。

「わたしたちだけで戦わせてください。やられっぱなしなんて、嫌ですから」

　にっ、と。識が笑いかける。

「当たり前だ、派手にやってやれ。……その前に、だ」

　識はエルヴィの背後にいる魔物たちに向き直り、身を屈かがめ、

「お前らが思う存分戦えるように、舞台を整えてやるよ」

　溜ためた脚力を解放するように、跳躍する。

　魔物たちの上空にて、識は断頭台ギロチンの刃やいばの如ごとく踵かかとを振り上げ──エルヴィだけが、数秒後に起こるであろう出来事を予測し、大きく距離を取った。

　識が地面に叩たたきつけると同時に、大地が崩落する。

　強烈な衝撃波にフィーナはなびく髪を押さえながら、目に映る光景に愕がく然ぜんとした。

　そこにあったはずの大地が消え、巨大な穴が穿うがたれていたからだ。

　これが、ただの人間でありながら世界を救った識しきの力──壊劫魔術デイザスター。

　識は魔物たちと共に落下を始めながらも、フィーナへ微笑ほほえみかける。

「負けんなよ、フィーナ──あの傲ごう慢まんな魔王に一発かましてやれ」

　その言葉を最後に、識は穴の中へと消えた。

　強く頷うなずき、シオンの隣へと駆け寄る。次いで、フィーナの傍そばにアーシェが並ぶ。

　三人の少女たちの視線の先にいるのは、大きな穴を背にしたエルヴィ。

「本気で余に挑むつもりか？……図に乗るなよ」

「……あなたこそ、覚悟してください」

　フィーナは視線を動かす。右にいるのは、凛りん然ぜんとした表情をたたえるシオン。左にいるのは、無表情でエルヴィを見つめるアーシェ。

　負ける気がしなかった。

「あなたに宣戦布告をします。……わたしたちを見下したこと、絶対に後悔させます」

「……いいだろう、下等生物がっ！」

　怒りを瞳に滾たぎらせながら、エルヴィが照準を定めるが如ごとく手を掲げる。

「フィーナ、乗って」

　ナイトに跨またがったアーシェが、フィーナに手を差し伸べる。フィーナはその手を取り、アーシェと二人乗りすると、

「──〈ブリッツカノン〉！」

　魔王の手より放たれるのは、雷の砲弾。四大魔術アルケーの水と風を複合させた、中位クラスの魔術だ。紙一重で、ナイトは跳躍し回避する。

　アーシェが、背中越しにフィーナへ問いを投げかけた。

「〈リンキング・センス〉の術式はどう？」

「……とりあえずは問題ありません。思いっきりやっちゃってください！」

　額に汗を浮かべながら、フィーナは魔力を熾おこし続ける。

　現在、フィーナが行っているのは〈リンキング・センス〉の維持である。今回の術式は特異感覚エクストラセンスを対象にしているためか安定を欠いており、フィーナが随時修正をしなれば、途端に魔術は不具合を起こしてしまう。

　アーシェは、正面にいるエルヴィを見据えたまま、

「シオン、聞こえた？」

「頼もしい言葉だな。では、存分に暴れさせてもらおう」

　先駆けるように、シオンが前に出る。

　嵐のような魔術の砲火だろうと、〈不穢の騎士王ホワイト・ナイト〉には牽けん制せいにすらならない。神かみ懸がかった身のこなしにより〈ブリッツカノン〉を避よけ、瞬またたく間まにエルヴィの懐に潜り込む。

「くっ、〈フリージング・エッジ〉！」

　エルヴィは形成された氷の刃やいばを手に、振り下ろされたシオンの剣を受け止める。

〈フリージング・エッジ〉は、あらゆるものを凍いてつかせる最上位クラスの魔術──しかし、鍔つば迫ぜり合あいになった『純白の翼剣ローエングリン』に異変はない。

　何な故ぜならば、『純白の翼剣』は風の特質を得た神み剱つるぎ。〈フリージング・エッジ〉に触れているのは、刀身を覆おおう風で造られた刃──凍結しないのは自明だ。絶対零度に至らない限り、どの異世界の法則だろうと風を凍らせるなどという道理はない。

「貴様、ただの剣ではないな……!?」

「ご明察だ。『純白の翼剣』ならば、相手が神しん霊れいとて遅れを取るつもりはない。……もっとも、この距離ならばさほど関係はないがな。ここからは騎士の領分だ」

「笑わせるなっ！」

　怒りに声を荒らげ、エルヴィは連撃を放ち──しかし、その幾多もの剣撃をシオンがことごとく躱かわす。まるで、未来でも視みえているかのように。

「何故だ……！　何故だ何故だ何故だっ！　どうして肉体強化を施した余の動きに付いてこれる!?　余の補助魔術エンチヤントは、貴様より遥はるかに優れているというのに！」

「それは剣の道に生きる人間全てを侮辱した発言だな。お前の剣技は棒振り芸に等しい。魔術で身体能力を底上げしようが、稚ち拙せつな剣技は誤ご魔ま化かせないよ──だからこそ、」

　反撃に転じたシオンの一撃を、エルヴィは受けようとし、

「こんな簡単なフェイントにも、素直に騙だまされる」

　シオンの剣が、エルヴィを嘲あざ笑わらうかのように軌道を変える。

「──アバランチ・ゲイル」

　シオンの言葉に、『純白の翼剣』が風切り音を響かせ──そして、その瞬間を、かろうじてフィーナは目で捉えた。

　シオンが放つ、七つの剣けん閃せん。その全てが、一ひと太た刀ち分の時間の中でエルヴィへ迫る。

　それは剣技を組み合わせた連撃ではなく──刹せつ那なに七度剣を叩たたき込こむ、不可避なる瞬撃。

「ぐ、あああっ！」

　七つもの斬ざん撃げきを直じかに喰くらい、エルヴィが苦く悶もんの声をあげる……が、その体には流血どころか裂傷もない。魔術によって致命傷は避けたのだろう。

　しかし、魔術でダメージを軽減するということは、それだけ魔力を消費するということ。事実、エルヴィの魔力反応はかなり弱まっている。

　片膝をつくエルヴィの頰ほおへ、シオンは『純白の翼剣』を当て、

「敗北を認めろ。これ以上、私たちは争いを望まない」

　わずかな沈黙の後……エルヴィは、ぎろりとシオンを睨ねめつける。

「……たかが人間風情ふぜいが、余を見下ろすなっ！」

　拳を振り下ろすように、エルヴィが地面に触れる。

「〈ランド・ヴァイオレント〉！」

　魔術を起動すると共に、大地が激しく揺れる。

　地鳴りが起こるほどの地震。激しい震動に立つことすらままならず、シオンがたたらを踏み──エルヴィの口元に、凶暴な笑みが浮かぶ。

「貴様らが召喚魔術アドヴエントを使えるようになったのは、あの女神の神域魔術アイテールが原因なのだろう？　……ならば、術者本人を殺せば！」

　エルヴィは、ナイトに跨またがるフィーナとアーシェに手を掲げ、魔術を起動する。

　その魔術は──、

「──〈フレイム・シュート〉！」

　かつて一度として成功せず、何度もフィーナの心を折った魔術だった。

　直後、フィーナの視界を埋め尽くすほどの巨大な火球が現れた。地震によって動けないフィーナたちへと、獰どう猛もうとも思える火炎を滾たぎらせ襲い掛かる。

　これが、本来の〈フレイム・シュート〉。

　フィーナの表情に怯おびえが浮かぶ。いっそ、ナイトから飛び降りて逃げ出したい。そんな欲求がフィーナの中で芽生え、

　しかし、わずかに残っていた勇気が恐怖を押し殺す。

　絶対に逃げない。弱音なんて吐かない。自分はシオンとアーシェと共に戦うと決めたのだ。それなのに、ここで逃げるなんて彼女たちへの裏切りに他ならない。

　あの人が自分を信じてくれたように。

　自分も、仲間を信じよう。

「────っ！」

　フィーナは固く目を閉じ──直後、至近距離で〈フレイム・シュート〉が爆はぜる。

　耳を聾ろうする轟ごう音おんに目眩めまいがする。耳鳴りはひどく、頭の中で鳴り続けている。

　それなのに──フィーナの身には、豪火どころか爆風すら感じなかった。

「ポッキーゲームのときと同じだね。……やっぱり、フィーナって負けず嫌いなんだ」

　アーシェの声に、恐る恐る瞼まぶたを上げ……フィーナは言葉を失った。

　目の前には、突如壁が立ち塞ふさがっていた。しかし、少し距離を置いて全ぜん貌ぼうを眺めたならば、その認識が誤りであることにすぐさま気づくだろう。

　それは──巨大な蟲むしだった。

　芋虫にも似た、重機ほどの大きさの甲こう虫ちゆう。全身を覆おおった甲こう殻かくは鈍にび色いろの輝きを放ち、辺りには焦げたにおいが漂っている。

　それだけの情報があれば、答えを導き出すことは容易たやすい。

　この生き物はアーシェの創造獣フアミリアであり、フィーナたちを〈フレイム・シュート〉から守ってくれたのだ。

　そう思ったのも束つかの間ま、役目を果たした甲こう虫ちゆうの姿が蜃しん気き楼ろうのように消え、フィーナの視界は景色を取り戻す。

「かつて、〈ヒンミィリア〉には最強の種属が君臨してた」

　アーシェが耳をピンと立てる。その言葉が聞こえているのかいないのか、エルヴィは目を見開いたまま固まっていた。

「ときには神格化されいくつもの伝承を残し、ときには神しん霊れいと同等の力を持つとさえ謳うたわれ、けれど絶滅してしまった生物──ドラゴン。さっきの大きな甲虫は、ドラゴンの遺伝子を解明して龍りゆう鱗りんを生み出すことに成功した、アーシェの自慢の創造獣」

「……馬鹿な、たかが虫けらが余の魔術に耐えるなど……！」

「エルヴィはもっと広い視野を持った方が良いよ。どんな生物だって、あらゆる不可能を覆くつがえす力を持ってる。魔物も、もちろん人類も」

　アーシェは優しく、相棒であるナイトの頭を撫なでた。

「行こう、ナイト」

　その一言だけで、心を汲くみ取とったようにナイトがエルヴィに向かって駆ける。

　それまで顔を強こわ張ばらせていたエルヴィが、我に返り手を掲げる。が、術式の構築が遅い。魔力に余力がなく十分に熾おこすことが出来ていない。

　ナイトの双そう爪そうが、エルヴィへと振り下ろされる。

「──ぐッ！」

　ナイトの一撃を受け、エルヴィが苦く悶もんの声をもらす。エルヴィの魔力反応はほとんど消失している。もう、攻撃を軽減するほどの魔術は使えない。

　エルヴィの体が倒れるように傾き──直後、シオンとアーシェが叫んだ。

「フィーナ、行けっ！」

「最後だよ、フィーナ」

　あの傲ごう慢まんな魔王に一発かましてやれ。

　フィーナの頭の何ど処こかで、少年の声が響いた。

　直後、激情が理性を弾はじき飛とばした。がむしゃらな動きでナイトの上から跳躍する。目標は、見上げるようにこちらに朱あかい瞳を向けるエルヴィ。

　今になって悔しさが蘇よみがえる。落ちこぼれだと罵ののしるエルヴィの嘲ちよう笑しよう。魔術とは思えないほどちっぽけな火球。シオンとアーシェをいたぶる魔物たち。そして、為なす術すべもなく涙を流すことしか出来なかった自分自身。

　その全てを壊すように、目を固く閉じ、思いっきり頭を反らし、

「わああああ────────っ！」

　絶叫と共に、エルヴィの額に頭突きをした。

　仰あお向むけにエルヴィが倒れる。フィーナはうまく着地できず尻もちをつき、じんじんと痛むおでこを涙目で押さえた。

「っ！」

「あまりカッコよくはなかったが……よくやったな、フィーナ」

「おでこ痛い？　もしかして、ぷよちゃんの出番？」

　フィーナの許もとへ駆け寄るのは、シオンとアーシェ。

　その少女たち三人へ、エルヴィはかろうじて頭をもたげながら、

「……何な故ぜだ。何故、神しん霊れいである余が貴様ら如ごときに──！」

　フィーナは痛みを我慢しながら、悠然と立ち上がる。

「これから、あなたの身柄は神界まで移送され査問にかけられることになるでしょう。その際に、識しきさまが言っていた後援者のことも問いただされるはずです。しかし、あなたのたった一つの罪……わたしたちを見下した罪は、今ここで裁きます」

　きっ、と。精一杯、フィーナはエルヴィを見つめる。

「ごめんなさい、と謝ってください。少なくともわたしは、それで十分です」

「……ふざけるな。余が下等生物などに、」

「ごめんなさい、ですっ！」

　女神が、女騎士が、エルフが、魔王を睨にらみつける。

　若干の静寂の後……エルヴィの表情が歪ゆがむ。

「──う、」

　例え神霊同士だろうと、少女と少女の喧けん嘩かなんてどの世界でも共通している。

　即すなわち──大抵の場合、泣いた方が負けだ。

「うわああああああああんっ！　いやだいやだいやだ、誰が貴様らに謝るものか！　余は負けてなどおらん少し油断しただけだ、もう一度勝負しろおっ！」

　駄だ々だっ子このように泣なき喚わめくエルヴィに、シオンとアーシェが呆ぼう然ぜんとする。

「……なんだ、やっぱり子どもじゃないか」

「そんなにアーシェたちに負けたのが悔しかった？　よしよし、もう泣かないで」

「やめろぉ！　余の頭を撫なでるな、無礼ではないかあっ！」

　じたばたと暴れるエルヴィに、フィーナは溜ため息いきをつき……その場で、ぺたんと座り込んだ。

「どうした。まさか、怪け我がをしたのか？」

「……あ、あはは。なんか、安心したら一気に力が抜けちゃいました」

　恥ずかしそうに、フィーナは頰ほおを緩ゆるめる。

「シオンさん、アーシェさん。本当にありがとうございました。お二人の力がなければ、わたしは何も出来ませんでした」

「礼を言うのはこちらの方だ。フィーナのおかげで、やっと騎士として汚名が返上できたのだからな」

「アーシェも、久しぶりにみんなに会えて嬉うれしかったよ？」

「あはは、何か変ですね。わたしたち識しきさまを取り合うライバルだったのに、こんな風に感謝し合うなんて。……すみません。エルヴィの拘束は、二人に任せてもいいですか？」

　そう言って、フィーナは二人から去ろうとする。

「フィーナ、何ど処こに行くんだ？」

「エルヴィとの決着がついたこと、識さまに話したいんです。わたしが立ち上がれたのは、識さまのおかげですから」

「その前に一つだけ良い？　ずっと疑問に思ってたんだけど、どうしてシキは遅れたの？」

　フィーナは、そう言えば話してなかったっけ、と心中で呟つぶやき、

「実はですね、友達と遊んでて遅れちゃったみたいですよ？　笑っちゃいますよね。識さまらしいって言えば、そうですけど」

　ぽかんとする二人を置いて、フィーナは背を向ける。

　理由もなく緩ゆるむ頰ほおをそのままに、フィーナは思いっきり駆け出した。胸の中は不思議なくらい軽くて、今の自分なら手を広げれば空だって飛べるような気さえする。

　ほんの少し前までは、嫌われているかもと悩んでいた。フォークをくわえながらいじけて、いつか見返してやると思っていた。

　でも、今は無性に、あの人に会いたかった。





　　◇






　こうして眺めると、とてもこの世界の光景とは思えなかった。

　仄ほの暗ぐらい穴の底には数多あまたの魔物たちの骸むくろが転がっており、足の踏み場もないほどだ。

　まるで二年前に戻ったみたいだった。

　あの頃もこうして、異い形ぎようの死体と共に空を眺めていた。自身の命をゴミクズと見み做なし、魔王を殺すことしか考えていなかった忌いま々いましい過去。

　少しだけ、感傷的になっていたのだろう。

「──識さまっ！」

　ひょこ、とこちらに顔を出したフィーナに、識は救われた心地さえした。

　壁を蹴り上がり地上に出た識は、屈くつ託たくのない笑みを浮かべるフィーナへ、

「よう。あいつとの喧けん嘩かには勝ったみたいだな」

「……はい。一発、頭突きをお見舞いしてやりました」

　フィーナは、ぺこりとお辞儀をする。

「全部、みなさんのおかげです。シオンさんとアーシェさんがいたから、エルヴィを倒せて……識しきさまがいたから、わたしは逃げずに戦うことが出来ました」

「俺は大したことしてねえよ。少し、お前の背中を押してやっただけだ」

「……でもっ」

　フィーナが顔を上げる。

　その表情は、今まで見たことがないくらい真剣だった。

「わたしは、自分のことを落ちこぼれだって諦めてたんです。簡単な魔術一つ使えなくて、世界を救うことも叶かなわなくて、エルヴィの言葉は全部正しいって思ってました。……識さま、もう一度だけ教えてください」

　フィーナは気づいているのか、いないのか。吐息さえ感じそうなほど近い距離で、彼女はゆっくりと言葉を紡ぐ。

「わたしは、胸を張ってもいいんですよね。例え他の魔術が未熟でも、神域魔術アイテールで誰かの力になることが出来るんですよね」

　しばらく、識は何も口にせず……フィーナの頭に、ぽん、と手を置いた。

「あっ……」

「俺の言葉なんかで良かったら、何度だって言ってやる。お前は役立たずなんかじゃねえよ。フィーナには、フィーナしか持ってない凄すごい力があるんだ。だってお前は──」

　優しく、識が微笑ほほえむ。

「女神、なんだから」

「……ありがとうございます。今の言葉、一生忘れませんから」

　少しずつ、透き通る頰ほおが朱あかに染まる。フィーナは恥ずかしそうに、視線を逸そらし、

「ねえ、識さま。やっぱりわたしは間違ってなかったみたいです。識さまは──」

　やがて、小さく笑いながら口にした。

「運命の出会いって、信じますか？」

「……運命、ねえ」

「……な、なんちゃって！　噓うそですよ、本気にしないでくださいね！　なんというか、これは言葉のあやというものであって──！」

「いや、信じても良いぜ。上等じゃねえか、運命」

「……えっ？」

　ぼうっとするフィーナへ、識ははにかんだ顔を向ける。

「今まで、お前らに俺の青春をぶっ壊されたって思ってたけど……宗そう侍じに言われたんだ、フィーナたちにもっと感謝するべきだってな。普通の人間じゃなくて、女神と、女騎士と、エルフだけど、三人がいたから俺は一人ぼっちじゃなくなったんだよな。だから、お前らに会えたことが運命だっていうなら、それも悪くねえかなって」

「……あ、あー。そういうことですか……」

　心なしか、フィーナは落胆しながらも、

「もっと早く言ってくださいよ。てっきり、識しきさまに嫌われてるんじゃないかって……」

「そういや、アーシェに言われたっけか。俺は素直じゃないって。……だから、恥ずかしくってこんなこと、もう二度と言えないと思う」

　識は、胸の中で決意を固める。

「この世界に来てくれて、ありがとう──お前に会えて良かった」

「……識さま」

　心を奪われたように佇たたずむフィーナを、識はいつまでも見つめている。耳に届くものといえばわずかな風の音、それに──、

　頭上から聞こえる、少女の声。




「ドラマティックな雰囲気の中悪いが……そのままそこにいると直撃するぞ、識」




　見上げてみれば、『純白の翼剣ローエングリン』を構えたシオンがそこにいた。

「うおおおおおおおおっ!?」

「え、ええっ!?」

　袈け裟さ懸がけに剣を振るう彼女から、識とフィーナは転がるように避よける。

　敵意を込めたシオンの一刀に、識は嫌な汗を流しながら、

「い、いきなり何なんだよっ！　今、明らかに俺狙ってたろ!?」

「うん。シキには、ちょっと痛い目に遭ってもらうつもりだから」

　答えたのはシオンではなく、ナイトに乗って現れたアーシェ。

　肩を並べる二人に、識はひどく狼ろう狽ばいしながら、

「い、痛い目って……なんだ、お前ら血迷ったのか!?」

「いや、私たちは至って冷静だよ。だからこそ、君は反省すべきではないかと思うんだ」

　シオンは、にっこりと素敵な笑みを浮かべながら、

「先程、フィーナから教えてもらったぞ。エルヴィが転移したとき、識は遅れて到着したが……何でも、友人と娯楽に興じていたのが原因らしいな」

「え、……えっ？」

「つまり、だ。君の不純な理由のせいで私たちは魔物に襲われ、あわや嬲なぶられるところだったわけだ。その辺り、どう考えているのかな？」

「ま……待て待て、待ってくれ！　それに関しては本当に悪いと思ってる！　俺だって一発殴られるくらいの覚悟だってしてたさ！」

「なら、血ち反へ吐どを吐きながら転げ回っても文句はないな」

「それ重傷じゃねえか！　お、落ち着けって。俺にも事情があってだな……」

「……それだけじゃないよ」

　感情が窺うかがえない表情で、アーシェが口にする。

「シキは、アーシェとシオンに噓うそをついたよね？　召喚魔術アドヴエントが上う手まくいかないのは、この世界に転移したばっかりだからって。もっと早くシキが本当のことを教えてくれれば、シオンとナイトが傷つくこともなかったし、フィーナが辛つらい思いをすることもなかった」

　それまで成り行きを見守っていたフィーナが、

「あ、アーシェさん。お気持ちは嬉うれしいんですけど、わたしは大丈夫ですよ？　もう終わったことですし……」

「良くないよ。フィーナはあの時、泣いてた。……謝っても許されないことがあるくらい、シキにも分かるよね？」

　一見、二人には和やかな空気が流れているように見える。何せ、シオンは笑顔で、アーシェはいつもの無表情だ。

　しかし、少女たちが放つのは、周囲の景色が歪ゆがみそうなほどの圧力プレツシャー。

　それほど、彼女たちは激げき昂こうしているのだ。

「だから、シキにはお仕置きが必要だって、シオンと決めたの」

　その言葉が合図であるかのように、シオンが駆ける。

　一瞬で識しきとの距離を詰め、横凪なぎに一いつ閃せん。速い──が、見える。識は壊劫魔術デイザスターを起動し、拳で剣撃を弾はじく。たたらを踏むシオンから目を離さず、大きく距離を取ろうとし、

　識の視界の隅に、ポイズンガーの毒針が迫っていた。

　咄とつ嗟さに識は壊劫魔術を起動し、片足で地面を蹴る。足元が爆裂し、その勢いを利用して背後へと吹っ飛び間合いを取る。

「なに考えてんだ、今のはマジで危なかったぞ！」

「でも、シキはアーシェのモルモットになるって約束した」

「毒物の被験者になるとか聞いてませんけど!?　いいか、こんな馬鹿なことは止やめろ。お前らは俺に世界を救ってもらうためにここに来たんだろ？　なら、こんなことして何のメリットが──」

「それなんだが、識の処遇についても話し合ったんだ」

　シオンは『純白の翼剣ローエングリン』を構えながら、

「お仕置きついでに識を拘束して、そのまま異世界に連れて行くことにさせてもらった」

「──はああああああっ!?」

「〈ラグナロク〉は平和になったから、フィーナは不参加で良いな？　私とアーシェ、どちらが連れて行くかだが……公平性に重きを置いて、じゃんけんということになったぞ」

「じゃんけんって雑すぎだろ!?　そんなので俺の命運が決められてたまるかっ！」

　識しきは苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をする。……だから、教えたくなかったのだ。シオンとアーシェが本来の力を取り戻せば、こんな風に武力行使に出る可能性があったから。

「そうだっ、フィーナ！　今すぐ〈リンキング・センス〉を解いてくれ！　そうすればあいつら芸人みたいなことしか出来なくなるから！」

「……そ、それがですね」

　フィーナはひどく言いい辛づらそうに、

「ちょっと気を抜いたら、術式がこんがらがっちゃって。タチが悪いことに……術者が介入出来ないっていう不具合を起こしてます」

「…………。じゃあ、どうしたら〈リンキング・センス〉は解除されるんだ？」

「……私の魔力が枯こ渇かつしたら、です。丸一日はかかっちゃいますね。てへっ☆」

「てへっ☆、じゃねえよ！　可愛かわいく言ったって誤ご魔ま化かせねえからな！」

　そのとき、大地が隆起する。

　地表を破り、大口を開けたワームが識を吞のみ込こもうとしていた。

「────っ！」

　回避するが、ワームは再び襲い掛かり、識はその巨大な牙を片手で受け止める。

「あ、アーシェさんっ!?　これ洒落しやれにならないんじゃ!?」

「安心して、フィーナ。みんなにはシキを殺さないよう、言いつけてあるから」

「『純白の翼剣ローエングリン』も風の力で殺傷力は抑えているから、死ぬことはないだろう。……しかし、大人しく降伏してくれれば無事に済むぞ、識」

　ワームと力比べをする識へ投げかけられる、少女たちの声。

「剣と魔法の世界は、青少年なら誰もが憧れるものだろう？　悪いようにはしないさ……英雄として、私と共に生きてくれ」

「〈ヒンミィリア〉なら、シキが大嫌いな魔王もいないから安心して。それに、ハーレムは雄の永遠の夢だと思うよ？」

　識はゴライアスにも劣らないワームの体重に耐えながら、ゆっくり俯うつむく。

　やはり、そうなのだ。二人は本気で、識を異世界へ連れて行こうとしている。

　……しかし、識は決めたのだ。もし英雄として異世界で生きることになるのだとしても、それは最後の手段にするべきだ。

　そして、彼女たちの世界にまだ幾いく何ばくか余裕があるなら──やることなど、一つだった。

「……おーけーおーけー。お前らの言いたいことは分かった」

　呟つぶやいた直後だった──識が拳を突き上げ、ワームの巨きよ軀くが宙を飛ぶ。

　シオンとアーシェの間に緊張が走るが、それを無視して識はフィーナへ歩み寄る。続いて、フィーナを囲むように地面に円を描いた。

「え、ええっ？　識しきさま、何を……？」

「これがお前のデッドラインだ。この円の中にいれば、お前はかすり傷一つ負わない。でも、一歩でも出れば身の安全は保障しねえぞ。……シオンとアーシェも、それでいいな？」

「……噓うそ、ですよね？　まさか──本気で戦うつもりなんですか!?」

「遅刻した制裁ってならこんなことしねえよ。だが、俺を異世界に連れてくって言うんなら話は別だ。……全力で抵抗させてもらう」

　シオンとアーシェに向き合いながら、識は首を鳴らし……少しだけ、その口元が緩ゆるむ。

　異世界においての識は、死さえ生ぬるい苦境が待っていると理解してなお、心を殺しながら戦争をしていたはずだ。

　それなのに、今の識は、過去にないほど闘争心が燃えている。

　それは何な故ぜか──簡単なことだ。

　識が戦う理由が、誰かのためではなく、自分のためだからだ。

　識がこれまで世界を救ってきたのは、英雄になれるのが自分しかいなかったからだ。だからこそ、己を騙だまし続けながら幾千という魔物を屠ほふってきた。

　しかし、この瞬間腹の底から理解した。自分にとっての敵とは、世界を滅ぼそうとする悪の軍団ではない──自分の青春をぶっ壊そうとする全ての連中だ。

「いいぜ、来いよ」

　識の凶暴な笑顔に対する少女たちの反応は、様々だった。

　顔色一つ変えず、しかしわずかに顔を引き締めるエルフ。

　英雄としての誇りを示すように、不敵に笑う女騎士。

　そして、かつてないほどの喧けん嘩かになると予感し、引きつった笑みを浮かべる女神。

「誰だろうと、俺の夢の邪魔はさせねえ──覚悟は出来てるな？」

　それは英雄としての言葉ではない。

　何ど処こにでもいる少年、織おり原はら識としての言葉だった。





　　◇






　これは、この世界で識たちしか知らない記録である。

　識たちの喧嘩は熾し烈れつを極め、戦場であったテーマパーク跡地はフィーナの周囲を除いて見事なまでに陥没し、ただでさえ殺風景な土地を無残なものにした。識がぶっ飛ばした創造獣フアミリアの数は七三体、シオンから受けた剣傷のうち手術が必要な切せつ創そうが数十か所に及び、全治まで一か月程度。

　実に半日ほどの時間を費やしたが、勝負は識の勝利という形で幕を閉じた。

　そこら辺の神しん霊れいと戦うよりずっとしんどかったかもな、と後に識は語る。





エピローグ







　学校を休むなど、異世界から帰ってきて以来初めてだった。

　健全な学生であれば、学業に勤いそしむ昼下がり。識しきは自分のアパートにて、ぼけ～とパソコンをいじっている。大した目的もないのに動画サイトを徘はい徊かいしながら、まるで引きこもりに戻ったみたいだな、と識は胸中で呟つぶやいた。

　そのときだった。来客を告げる、インターホンの音。識は立ち上がり、鍵を外す。

「久しぶりだな。これ、私一押しのライト──もとい、小説だ。暇しているかと思って、持ってきてやったぞ」

「シキ、元気？　もう怪け我がは治った？」

　紙袋を手にしたシオンと、ナイトを抱いたアーシェだった。

「……後腐れがないのは有り難いが、そこまで平然とされるとちょっと反応に困るな」

　あの勝負から三日が経たっていた。その間、識たちは学校を休み、アーシェから借りた分裂したぷよちゃんに傷を癒いやしてもらっていたのだ。本来なら数か月くらい入院が必要な怪我を数日で治すのだから、大したスライムである。

　もっとも識は、粘液プレイの如ごとくぷよちゃんに纏まとわりつかれるという死ぬほど恥ずかしい思いをしたのだが、あくまで余談。

　識は、テーブルの前に座るシオンとアーシェへ、

「そういえば、フィーナはどうしたんだ？　てっきり、あいつも一緒かと思ったんだが」

「それなんだが、フィーナに内緒で来たんだ。今日は識の見舞いついでに、サプライズパーティーの段取りも決めようと思ってな」

「フィーナ、もうすぐ神界に帰っちゃうでしょ？　だから、送別会しようってシオンと決めたんだ」

「……送別会ね。お前らも、随分フィーナと仲良くなったな」

　どこか遠い目で、識は外の景色を眺める。〈ラグナロク〉に魔王がいなくなった以上、フィーナがこの世界に留とどまる理由はない。

　つい数日前まで、識はフィーナのことを煙たがっていたはずである。

　でも……最後くらい、さよならは伝えるべきだと思うのだ。

　識は居住まいを正し、改めて相談を進めようとした──そのとき。

　インターフォンの音すらなかった。

　突然、にこやかに笑うフィーナが、扉を開け放ち乱入してきたのだ。

「ご無沙汰ですね、識さま！　この前のお詫わびにと思って、お菓子の詰め合わせを持って来ました！　これを食べながらちょっとご相談が……あれ、シオンさんとアーシェさんも来てたんですか？　っていうか、」

　フィーナは小首を傾かしげながら、

「みなさん、なにやってるんですか？」

「いいかシオン、アーシェ。現在この国の経済は海外経済の不確実性の高まりや円高と株安の影響を受け、企業の景気は低下している。もっとも、株価自体は一部を除いて水準まで持ち直しているがな。しかし、全体を通してみれば足踏みをしているという実情は変わらず──」

　さながらフィーナに気づいていないかのように、識しきは熱弁を振るっている。果たして理解しているのかいないのか、シオンとアーシェはこくこくと頷うなずくばかり。

「いや、ですから何の話をしてるんですか？」

「ああ、フィーナじゃないか。実は、識からこの国の経済展望を伺っていたんだ。この世界の住人である限り、知識は多いに越したことはないからな」

「良かったら、フィーナもシキ先生の許もとで勉強を受けてみる？」

「……結構です。頭痛くなりますし」

「それより、急にどうしたんだよ。せめてチャイムくらい鳴らしてくれないと、こっちが驚くだろ」

　そう、識は不満な態度を装いながら口にすると、

「あっ、すみません突然！　実はですね──みなさんに報告したいことがあるんですよ！」

「……報告、だと？」

「えへへ、なんとですね！」

　フィーナは耐えきれないとばかりに、顔をにやにやさせて、

「本来なら神界に帰らなきゃいけないんですけど、ある事情でもう少しこの世界に留とどまることになりました！　なので、これからもよろしくお願いします！」

　誰もがフィーナの宣言に、ぽかんと口を開けた。

　かろうじて、識は言葉を紡ぎ、

「……ま、まあ、この世界に残るだけなら良いんじゃねえか？　まさかとは思うが、〈ラグナロク〉に新しい魔王が来たから世界を救ってくれとか頼みに来たんじゃないよな？」

「いくらなんでも、そうそう魔王なんて出てきませんってば。みなさんのおかげで、〈ラグナロク〉の人たちは平穏に暮らしてます。なので……今回は別の用件で来たんですよ！」

　実はですね、とフィーナは前置きをして、

「エルヴィの一件で、神界はこの世界の神しん霊れい不在の重大性について再認識したんです。だから、問題が解決するまでわたしがこの地に残ることになりました。つまりこの世界、〈地球〉の監督役に任命されたってわけです」

「……へ、へえ。そうなのか」

「でも、わたしだってずっとこの世界に留とどまるわけにはいきません。この世界に新しい神しん霊れいが生まれてくれれば一番良いんですけど、この世界だと可能性はゼロに近いんですよね。だから、神界で決定したんです。その世界の人間が庇ひ護ごすればいいんじゃないかって」

「おい、待て。まさかそれって……！」

「はいっ！」

　フィーナは目を輝かせる。

　まるで、世界を救ってくれと、初めて識しきに願ったときと同じように。




「識さま。神霊代行として、わたしと一緒に神界に来てください」




　──この瞬間、識は改めて確信した。

　織おり原はら識という人間は、異世界から逃れられない運命にあるのだ。

「やりましたね識さま！　人間が神格化されるなんて、滅めつ多たにあることじゃないですよ！」

「……驚いたな。英雄の次は神霊か。類を見ないほどの成り上がりだな、識」

「でも、確かにシキが適任かも。他の神霊と渡り合えるほど強くて異世界の実情を知ってるの、この世界だとシキくらいだもん」

　シオンとアーシェは早くもフィーナと言葉を交わしている。どうやら、未いまだ現実を受け入れ切れないのは識だけのようだ。

「しかし、急な話だな。エルヴィが転移したのは数日前のことだろう？」

「それがですね、わたしのパパは以前から神霊のいないこの世界を気にかけてたんですよ。それで、これを機に識さまに神霊代行を務めさせたらどうかって言いだして、」

「──根回しが早いと思ったら、クソジジイが原因かあっ！　あの野郎、どんだけ俺を追い詰めれば気が済むんだよ！」

　バンッ、と識はテーブルを思いっきり叩たたく。

　しかし、フィーナは涼し気な笑顔で流し、お菓子の詰め合わせを開ける。

「じゃあ、みなさん。このお菓子は友好の印ってことで。申し訳ないですけど神霊代行の命めいは絶対ですので、これからも仲良く識さまを奪い合いましょう」

「……ライバルが減ったと思ったが、致し方ないな。これからも正攻法で識を落とさせてもらおう」

「うん。アーシェも、シキのこと諦めないから。……ナイトはお腹なか壊すから、お菓子は駄目だよ？」

　少女たちは、思い思いにお菓子へと手を伸ばし、

「ほら、識さま。早く食べないと無くなっちゃいますよ？」

「誰が友好の証あかしなんざ食うか。言っただろ、俺は普通の高校生でいたいんだよ！」

「もうっ、識しきさまってばほんとに素直じゃないですね。わたしに会えて良かったって、言ってくれたじゃないですか」

「それとこれとは話が別だ！　確かに感謝はしているが、だからって神しん霊れいになる義理なんてねえよ！　もちろん、世界を救うのもな！」

　激げき昂こうする識を、フィーナたちは文句を言いたげにじとーっと見つめ、

　突然、少女たちはお互いに目め配くばせをし、頷うなずいた。

　シオンが目にも留とまらぬ速度で立ち上がり、慣れた動作で識を羽は交がい絞じめにし床に組み伏せる。疑問を抱くより早く、今度は巨大化したナイトが識に圧のし掛かかり、その上にアーシェが腰をかけた。惚ほれ惚ぼれするほど息が合ったコンビネーションだ。

「お、おい、なんだお前らどういうつもりだよ」

「いえ、埒らちが明かないので少しばかり強硬手段を取ろうかと。おいしいお菓子ですよー」

「うおお！　止やめろ、口に押し付けるな！」

「ほんと、往おう生じよう際ぎわが悪いですねえ。はい、あーん」

「……フィーナ、ずるい。アーシェもシキに恋人っぽいことしたい」

「じゃあその次は私だな。識、食べたいお菓子の種類があるなら、今の内に聞いておくが」

「良かったですねー、識さま。識さまはこういう青春っぽいシチュエーションに憧れてたんですもんね」

「アホかっ！　絶対に認めねえぞ、こんなの俺が望んでた青春じゃねえ！」

　識だって、何ど処こにでもいる少年になりたいのだ。学園祭ではハメを外したり、バレンタインでは無駄に胸を高鳴らせたり、受験が近くなれば友達と愚痴を零こぼし合いたい。贅ぜい沢たくを言うならば、一人の少女に淡い恋心も抱いてみたい。

　──しかし。けれど、それでも。

　識の理想とはかけ離れた騒がしい青春は、終わらない。





あとがき







　この作品の主人公である織おり原はら識しきがそうであるように、わたくしこと弥生やよい志し郎ろうもまた、灰色な高校生活を送ってきました。

　着信履歴は母親ばかりだったし、昼休憩のときは図書室が聖域サンクチユアリだったし、恋人なんて都市伝説みたいなもんですよ。口裂け女とかメリーさんと同列なんですよあの生物は。

　しかし、青春とは振り返ってこそ価値が分かるもので。

　そんな高校生時代も悪くなかったのかなと、今の自分は思うわけです。

　客観的に見て寂しい日常だろうと、楽しかった気もするんです。あの頃に戻りたいかというとノーと答えますが、あの頃を忘れたいかというとそれもノーと答えるでしょう。

　つまり、識が青春したい青春したいと喚わめいているその日々こそが、やはり青春と呼ぶべきものになるのだと思います。

　だから、識には普通の青春は諦めてもらうしかありません。彼の学園生活は異世界少女三人組が付いて回ります。必死でフィーナたちの魔の手から逃れようとするほど、識にとって忘れられない青春となるでしょう。




　遅れましたが謝辞の方を。

　前作に続き今作も粘り強く自分に付き合って頂いた、担当編集者のＯさん。識やフィーナといったキャラクターに命を吹き込んで頂いた、担当イラストレーターのフライさん。適切に原稿をチェックして頂いた校正さん、素敵なビジュアルで本作を彩って頂いたデザイナーさん、この作品に関わって頂いた編集部の方々。皆々様のおかげで自分の小説がライトノベルとして完成するのだと、痛感する次第でございます。

　そして何より、この本を手に取ってくれたあなたへ。何よりの感謝を。




　ちなみに今作はラブコメなわけですが、なんと生まれて初めて書いたジャンルらしいですよ？　信じらんない！

　なので、まさか自分がラブコメ作家の常じよう套とう句くであるこの一言を言うことになるとは夢にも思っていませんでしたが、本心なので書かせてください。

　本作で一度でも笑って頂ければ、これほど名誉なことはありません。

　では、これにて。ありがとうございました。















特別付録　書き下ろし短編







「敵を焼き払いし凶暴なる力よ。猛り燃やせ──〈フレイムシュート〉っ！」

　ぽへ、とフィーナの両手から、ちっさな火の玉が飛び出た。今日もまた、四大魔術に失敗し「う～……」と肩を落とすフィーナに、識が同情的な視線を送る。

　現在、識たちがいるのはテーマパーク跡地である。

　つい数十分前、学校で授業を受けていた識たちは、フィーナから異世界転移の予兆を知らされここまで来たのだ。十中八九、転移してくるのはエルヴィの魔物だろう。今回で三度目となる異世界転移である。

　しかし、どうやら識たちは早く到着してしまったようで。

　暇を持て余したフィーナは、魔術の練習をしているのだった。

「相変わらず、神域魔術以外は上手くいかないみたいだな。……にしても意外だな。〈フレイムシュート〉って詠唱があるのか？」

　疑問を口にした識に、フィーナは、

「いえ、必要ないですよ？」

「……んん？　でも、さっき何か言ってただろ。敵を焼き払いし～、とか何とか」

「さっきの、わたしが勝手に作ったやつなんです。はっきり言って術式に影響は全くないんですけど、」

　フィーナが、ぐっと握り拳をすると、

「こう、雰囲気が出るんですよね！　特に根拠はないんですけど、なんか魔術が成功する気がするんですよ！」

「……お、おう。そうか、頑張れよ」

　これ以上ないというくらい、苦笑いを浮かべる識。

　そして、それまで二人の会話を聞いていたシオンが、

「なるほど。雰囲気、か。……試してみる価値はあるか」

　呟くと、シオンは片手を虚空に差し出し、

「古来より人類を守護せし、神霊より加護を授けられた神剱よ。万象を統べる純粋なる刃よ。神苑にて戯れるというならば、我らにその力を誇示せよ。汝の銘は騎士の憧憬にして、栄華を齎せし高貴なる力──」

「即席にしては完成度たけーな！　それほんとに今考えたの!?」

　しかし、識のツッコみをスルーして、シオンは叫ぶ。

「──『純白の翼剣』！」

　……………………。

　当然のことながら、何も起きなかった。

「……やはり、上手くいかないか」

「シオン、この世界のことよく勉強してるよな。主にラノベとか」

「さ、さあ？　何を言ってるか分からんな。ラノベってなんだ、おいしいのか？」

　額に汗を流すシオンを他所に、フィーナが振り返る。視線の先にいるのは、ナイトと遊んでいるアーシェだ。

「ささ、次はアーシェさんの番ですよ～。カッコいいやつお願いします」

「えー……。アーシェもやるの？」

　不承不承と言った風に、アーシェが地面に触れる。

「──来て、みんな」

　それっきり、沈黙が降りること数秒ほど。

「……えっ。アーシェさん、それで終わりですか？」

「気合いで魔術が成功するなんて、非科学的だよ。精神的なもので魔術が左右されるなんて、有り得ない」

「う、うわあ、大人だ……正論過ぎて、はしゃいでた自分が恥ずかしいです」

　フィーナが口にした直後、突然彼女の表情に緊張が走る。

「あっ……。みなさん、そろそろ転移が始まります」

「そうか。では、フィーナは下がっていてくれ。魔物は、私とアーシェが相手をしよう」

「じゃあ、シキにフィーナ。行ってくるね」

「……はい。二人とも、頑張ってください」

　シオンとアーシェが、持ち場につくように歩き出す。これで、あと三〇分ほど識は手持ち無沙汰になる。そういえば、暇潰しになるようなものは持ってきて──、

「……せめて、神域魔術以外の魔術が、わたしにもあればなあ」

「……ん？　フィーナ、何か言ったか？」

「い、いえいえっ！　ただの独り言ですから！」

　フィーナが、ぶんぶんと手を振りながら笑う。

　しかし、その笑顔がどこか寂し気であったのを、識は見逃さなかった。









　著者

　弥生志郎（やよい・しろう）

　　著者近影を変えてから「このホトトギス自分で描いたの？」と知人に言われました。

　　違うんです。この鳥はウグイスなんです。

　　そしてドットを打ったのは弟なんです。

　　なので、紛らわしいという文句は弟までお願いしまーす。




　イラストレーター

　フライ（ふらい）

　　東京都在住の漫画家、イラストレーター。

　　漫画、書籍の挿絵、ゲームのキャラクターデザインを中心に活動中。

















　　カバー・口絵・本文イラスト／フライ

　　装丁／百足屋ユウコ＋たにごめかぶと（ムシカゴグラフィクス）











Ｑ．もしかして、異世界を救った英雄さんですか？




Ａ．違います、ただのパシリです。
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